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調 査 国 派 遣 の 目的
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コン ピ ュー タ利 用 の世 界 的 な動 向は,よ く指 摘 され る よ うに,点 か ら線 へ,

・線 か 頭 へ と顧 に向 姪 て い る・
、. .∴パ

そ して緬 の分野 陸 ぽ は・ いわゆ るヅ ーシャル^シ ステ ム○㌍ な く・

さ らに世 界的 な規 模 で の デ ー タ ・ネ ッ トワー クが 計画 あ るいは 実 施 されつSあ

り,こ の よ うな す う勢 は,ニ ーズ に応 じて,こ ん ご一 層 つ よま る こ とは疑 い な

.い と思 わ れ る。

当協 会 にお い て は,コ ン ピ ュー タが,こ れ か らの情 報 化社 会 で,重 要 な役 割

を担 い・かつぼ 信回縦 結 ばれ る ことによ り・ 鱒 利購 翻 が ・綱 的・空

間的 にも飛躍的 に拡大 され る もの との基本的 な考えに立 ち,設 立 当初か らい特

別委 員会 を設け,は じめは通 信回線 の開放 に,開 放後は オ ンライン等 の利用推
〉'

進 に夫 々重点 をおいて活動 をつづけて きた。

その間,海 外主要国 に調査団 を派遣、し,常 に海外の実情 をつかみ,わ が国の

政策 に参考 と左 るこξを期 して きた。

48年 度 につ い ては,前 述 の趣 旨か ら,世 界的 な ス ケ ー ル を もっ た コ ン ピ ュ

ー タ ・ネ ・ ト・ 一 ク煎 少 に グ ・ バ ノレーネ ・ ト‥ ク につ き調 査 す るため ・

専 門の方 々の参加 を得 て,オ ンライン情報処理 海外調査団 を派遣 じた。

この報告書力㍉ 関係各位の ご参考 とな り,わ が国におけ る この部 門め進展 に

お役 にたてば幸 いである。

また版 この調査 を とりま とめ る上 で,お 世話 にな?た 内外の多 くの方 々の ご

好 意 とご協 力 に対 し↓、・あつ くお 礼 申 し上 げ る次 第 で あ る・

昭和49年3月

財団法人 日本情報開発協会

理事長 稲 葉 秀 三

(1)
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調 査 団 派 遣 の 目 的

海 外 主 要 国 にお け る国際 コ ン ピ ュー ダ ・ネ.ヅ ドワ ニク,デ ィジ タル ・ネ ッ ト

ワ ー クお よび広 帯域 ネ ッ トワ ー クの現 状 を主 と して調査 し,わ が 国 におけ る今

後 の施 策 に資す る。 、'
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、'団 長
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古 ・ 河

花 岡
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第 ・1部 序
.ノき・ふ

今 日,新 し い デ ー タ網 や グ 日一バ ル を コン ピ ュー タ ・ネ ヅ、トワニ クの計 画が,

多 ぐの国 で すす め られて お り〆 また,す で に稼 動 して い る もの もあ るが,こ れ

は,こ ん ごます ま す広 ま って ゆ く世 界的 な動 向 といえ よ う。 ・・,

新 デ ー タ網 は,デ]ダ の伝 送,交 換 の た めの通 信施 設/伝 送 サ ニ ビ スを提 供

す る もの で あ り,そ の主 体 は;多 くの場 合,各 国 の コモ ンキ ャ.リヤであ るが,

国 に よっ ては,特 殊 な キ ャ リヤ の例が あ る。

また,最 近 では,VAN(Value-AddedNe七Work))と い う新 しいサ ー ビス

もあ らわれ て きて い る。 これ は他 か ら伝 送 施設 を借 用 し,パ ケ ヅ ト通 信 に よる

多様 な伝送 サ ー ビス を提 供 す る と とに よ って附 加 価値 を指 向 す る 竜の で あ る 。

一 方,コ ン ビ 三一 ダ ・ネ ッ トワ ークは
,現 在 の とこ ろ,特 定 の 目的 を もつ コ

ン ピ ュー タ 。ユ ーザ ーが,異 なり た設置 地 点 間 の 複数 の コンゼ ユ一夕を通 信 回

線 で む す び》 デ ー タの伝送,処 理 の た め ネ ヅ トワ ーク を形 成 す る もの であ る 。

この種 の ネ ッ トワ ークは,「 マル チ 。ユ ー ザ ー 。イ ン ター ミデ ィエ イ ト巨 ノ

■一一・ド・ネ ッ トワーク(班U工NN)」 と呼 ば れ る こ とが あ る
。

一 方 にお いて ,経 済,社 会 活 動 の広 汎 化,複 雑 化 、 高速 化 に よつて激 増 す る

デ ー タ量 と多 様 な通信 サ ー ビス に対す る需 要が,コ ン ピ ュー タの発 展 や 端 末機

器 の 多種 多様 化 に よ って一 層 そ の増加 に拍 車が か け られ て い る 。,・そ して,伝 送

手 段 と して め 既 存 デ ータ網 で は十 分 でな い と して,新 しい特 性 を備 え た新 規 な

デ ー タ網 の建 設 が必 要 視 され る よ うに な つ た。 他 方,そ れ と同時 に ,'コ ン ピ ュ

ー タ ・ネ ヅ トワ]ク の場 合 にお いて も
,コ モ ン キーヤ リヤ に よ り提 供 され る通 信

施 設/伝 送 サ]ビ ス を不 可 欠 と ず るか ぎ り,よ りす ぐれ,か つ,よ り経 済 的 な,

在来 の もの とは別 な通 信網 を望 む よ うにな る。

新 デ ー タ網 につ いて は,一 挙 に最 終 の姿 に まで も ってゆ くこ とに は`技 術 的,

経 済 的 な問題 が あ るだ め,最 終計 画 の実 現 を 目標 と しなが ら竃,実 現 に い た る

ま での過 渡 的,経 過 的 な手 段 を工 夫 して 実施 され て い る例 が 多 い。

(7)



なお,新 デ ー タ網 につ いて は,将 来 は別 と して,今 ρ ところ デー タ網 の範 囲

は,自 国内 にか ぎ られ て い る。

また,グ ・ 一バ ル,なコ ン ピ ュー タ ・ネ ・ トワーク は ・現 に稼 動 中 の もの のほ

か,現 在,計 画 中 の もの が 多 いが,ネ ッ トワーク の範 囲 も,次 第 に拡 大 され る

傾 向 にある 。

わが国の場合岬 和4砕 か ら措 定通信同齢1デ ー処 理用 として開放さ

れs・同48年 か ら公 衆 通 信 回線 も同 じ くデL-.タ 処理 のた め開放 され た。 なお,

特 定通 信 回線 につ き's昨48年1,1月 に,48キ ロ.ビッ ト/秒 お よび240キ

謂 ビ ッ ト/秒 の高速 回 線 が 商 用化 さ れ,ま た,将 来,デ ィジ タル回 線網 を建 設

す る計 画 で,検 討 がす す め られ て い る。 ・ ∴

新 デ ータ網 に対 す るア プ ローチ と して,ア ン、ドリ ューース博士(工BM-DO

O所 長)は ～.伝送(ア ナ ログか デ ィジ タルか,同 期 型 か 非 同期 型 か,集 線 方 式

か 多重 方式 か),デ}タ 網 の 形 態(交 換網 か,専 用線 か),交 換 方式(回 線 交

換 か,パ ケ ッ ト交換 か,メ ッセージ 交換 か,こ れ らの組 合 せ か),情 報 の一 時

蓄積 個 所(端 末 か,集 線/多 重装 置 か,デ ー タ交換 機 自身 か),・ また,総 合 網

か,個 別網 か とい ういろ い ろ な特 性 の選択 をあ げ て い る。 ド

現 在,各 国 で計 画 中 の新 デ ー タ網 につ い て は,各 論 で述 べ られ て い る よ うに,

国 に よっ て ア プ ロー チの ちが いが み られ る。

さて,さ きに ふれ た よ うに,わ が 国 に お いて も,デ ー タ網 につ いて の新 しい

動 きが み られ,ま た,グ ロ「バ ル な コン ピュー タ,・ネ ヅ トワ ークが,ニ ーズ に

応 じ増 え て ゆ き,国 際 的 なつ な が り もさ らにつ よめ られ て ゆ くで あろ う。

塑1即 側か ら外 に出てゆ 場 合・ また・ 国際的 なeSWの 交流・鯉 ・協 力

等 の面 で接 続 す る場 合 にお い て も,そ れ こそ グ ローバ ル,か つ,高 度 な観 点 に

た って,そ れ らの具 体 的 左 プ ロジ ェク トが すす め られ る ことが望 まれ る。

な お,お わ りに,諸 外 国 にお い て計 画 中,ま た は稼 動 中 の主 な新 デ ー タ網,

グ ローバル な コン ピュー タ ・ネ ヅ トワークの例 をかか げ てお く。

`
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[新 デー・紬

Aア メ リ カ

1.DDS(Digi七a=LDa七aSy6七eエn)

ATTが,特 殊 通 信 業 者 に 対 抗 ・して 建 設 中 の デ ィ ジ タ ル ネ ッT:ウ ー ク 。

1974年 末 に 稼 動 開 始 予 定 。 当 初 は,2地 点 間 単 独 端 末 サ 」 ビ ス を提 供

す る とい わ れ る 。 ・ ∴

2.DATACOM

WUTが 計 画 して い る全 国 的 な デ ー タ網 。 当 初 は,75-150-bps

の 低 速 専 用 回 線 提 供 を め ざす が,『 将 来 は,既 存 通 信 網 を統 合 した 大 規 模 通

信 ネ ッ トワ ー クを 予 定 して い る と い わ れ る 。

5.MC工(Micrcwび θC'ommnica七iOn』Oorp.)ネ ッ トワ ーーク

マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ を 利 用 した ア ナ ロ グ網(専 用 回 線 サ ー ビス)。 』二 部 稼

動 を 開 始 し て お り,将 来 は,シ ス テ ムの 一 部 に デ ィジ タル 方 式 の 導 入 を 予

定 して い る とい う。

4.DA[1]RAN('Da七aTrans血1ssiQnCo.)ネ ヅ トワ ー ク

全 デ ィ ジ タル 方 式 の 自動 交 換 網 で,74年 に 一 部 稼 動 開始 の 予 定 と い わ

れ る。

5.SPGC(SouthernPacificC(㎜ しmica七ion'Gorp.)ネ ッ トワ

ー ク(専 用 線,計 画 中)

6.NCCG(NebraskaCOnsoユidatedOo㎜unica七ionCorp.)

ネ ヅ トワ ー ク(専 用 線,計 画 中-)

スWTC工(Wes七 θmTeユe・-Communica七ion'工nc.)ネ ッ トワ ー ク

(専 用 線,一 部 稼 動 開 始)

8.UV(Uni七e(1Vidθo)ネ ッ トワ ー ク(専 用 線)

9.Packe七Co㎜ ユnica七ions工nc.ネ ヅ トラ、一 ク

デ ・一'Bの パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トtT－ ク で あ る 。(以 下,15ま で 同 様 。 な

お.・10～15ま で は計 画 中)
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"10i「T
eユenetCo㎜unica七ionCOrp.ネ ッ ト ワ ー ク

11.Tθlecomnunica七ionsNetWorkIn己.ネ ッ ト ワ ー ク

12.GraphnetSystemsエnc'.ネ 。 ト ワ_ク'1'

"15
.Mσ エDataTran白f6rCOrp.ネ 。 ト ワ_ク

Bカ ナ ダ'

].DATAROUTE

稼 動 中(TCTS)

2.工nfOda七

CNCPTが 建 設 した カ ナダ大陸 全域 にわ た る デ ィジ タル専 用 線 サ ー ビ

スo

これ は ・TC[1「SのDatarou七 θ と技 術 的 に,ま た,'サ ー ビス 的 に類 似

'し
て お り,競 争 関係 に あ る。'

う.MUユ 七iOomservice

TOTSが 提 供 す る デ ー タ通 信 サ ー ビ ス の ひ とつ で あ り
,物 理 的 に は 電

話 回 線 網 そ の も の で あ るが 機 能 的 に は分 離 して い る特 殊 通 信 網 を通 じて 提

供 さ れ る一 連 の 交 換 用 デ ー タ通 信 サ ー ビス の 総 称 で あ る 。

な お'・TOTSは こ の ほ か ・MSDS(MessageSwi七chingData

Ser▽ice)の よ うな サ 一一ビス も提 供 して い る
。

Ciイ ギ リ ス

同 期 型 デ ィ ジ タル 回 線 交 換 シ ス テ ムが 基 本 形 態 と して 考 え られ て い る 。 こ

の ネ ッ トワ ー ク に は,必 要 に応 じ,パ ケ ッ ト交 換 操 作 が,付 加 し うる こ と を

想 定 してVa'る 。 実 験 ネ ッ ト ワ]ク と してEIPSS(Ex .1)grimentaユPaCket

S'w:t七chingSy8tem)が74年 か ら稼 動 開 始 予 定 δ『

Dフ ラ ン ス 『'∴ 〆

1.カ デ ュ ヅセ 網(OadUc6e)・'・ ・1'・`・

t't既 存 公 衆 通 信 網 で は 提 供 で きな い2
,40'0"～91・6"10"・Obits/sを 電 話

型 の 回 線 交 換 網 で 提 供 す る 。 パ リの 交 換 セ ン タ ー に 集 中 。1972年 か ら

((10)
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●

∴稼 動 。 ～'.・':..一 ・.∀'・'.・ 一 ・'一 ・}・'・,"

2..f・ ・ル メ ネ網(IHθrm6s・).:;・:、 ・・∴tt._・ ・ 一 ・、=、,

デ ィ ジ タル 伝 送 技 術 を 用 い た 本 格 的 な統 合 デ ー タ ・・ネ㌢ トワ:一 ク で;口 回

11・・wa交 換 ∴ 六 ケ㌧ ・卜交 換 の い つれ の 機 能 も 可能6'・8'・11年 ご ろ 完 成 予 定 。

iE亘 _一_F:)iＬd'ぷ ツ.・ ・1∴1"-t:・'d・,・ ・1-i-一 ∴ ・

EDS(Elec七ronicDa七aSwi七ching)シ ス テ ム .…1'∵ ∵

デ ー タ回 線 に加 え て テ レ ック ス回 線,デ ー テ ック ス 回 線 の 統 合 を め`ざ した

非 同 期 型,時 分 割,'多 重 回 線 方 式 ネ ヅ トワー ク で あ り,現 在 ゾ 商 用 試 験 中 。

な お,数 年 後 に は,こ れ を 同 期 型 へ 拡 張 す る計 画 で あ る 。.:こ'・ ‥ ・

Fス ウ ェ ー デ ン1‥'L・ ・t・';

現 在,同 期 型,ス トア ド ダブorグ ラ ム ・ コン5ロLル に よ る 丁 工)M回 線 方

式 の パ イ ロ ッ トザ ネ ヅ ト・ワL－ ク を建 設 中 。1980年 ま で に は)前 記 に よ り

得 られ た 結 果 を も.と:に し、て.,同 期 型;パ ケ ッ ト交 換 機 能 を 含 む 時 分 割 多 重 回

線 交 換 方 式 の 本 格 的 デ ィ ジ 幻 レビデ ー.タ 網 の完 成 を め ざ し て いる 。 ・

(}イ タ リ ー'㌧

tPTTI'∵ ・・,'・ … ・ ….・..シ.$

既 存 テ レ ック ス網 との 両 立 性 を もつ 空 間 分 割 回 線 交 換 方 式 の 非 同 期 網 で

メ ッセ ー ジ 交 換 を併 合 。ig75年 に は,in－ マ,ミ ラ ノ に 赴 い て 稼 動 開

始 予 定 。 ・ ・."

2.S工]⊇

19Z:一.6年 に 実 用 化 を,め ざ し て い る ア ナriiグ 伝 送 に よる 空 間 分 割 回 線 交

換 方 式 の 非 同 期 型 ネ、ヅ トワ ー ク で音 声 と デ ー タ を統 合 す る 。

Hデ ン マ ー ク

短期 ピは・空間ラ割睡 郷 式の騨 型ので㌍ ・㌧ ネ… 一ク

を1975年 か ち開始す る計 画。長期的 には,・TDM回 線交換方式 の同期 型

デ ィ ジ タ ル ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 目 指 す 。 ・ 「

エ ス..イ パ ・潔 ・・,、・ 一 ・,.㌧:、.'"'、 ・:'∴.'

(11)



短 期 的 に は,ス トア ド ・プ ロ グ ラ ム ・コ ン トロ ー ル に よ る回 線 交 換 方 式 の

非 同 期 型 ネ ッ トワ ー ク で,既 存 の テ レ ック スcネ:一 ■yト'V・一 ク に 接 続 す る 。 速

,'1度 ・は,20・:Obps"ま で 。:・ ・＼L・,'

長 期 的 に・は,ス トア ド ・・プ ロ グ ラ ム ・ コツ トロ ー ル に よ る・TDM回 線 交 換

方 式 の 同 期 型 デ ィ ジ タ ル ・ネ ッ トワ ーーク でPCM音 声 と統 合i198・5年 ご'

へ ざ

ろ 開 始 予 定c'ttt,『 ・ 一'

J:ス ・ ぺ ・イt、 tン 、llいtt.・ シ

ア ナ ・ロ グ 回 線/メ ッ 七 一 ヂ 交 換 ・ ネ ッ ト ワ ー ク で 速 度 は,'50～1 ,200

bpsと な っ て い る 。 ・ ・、 ・':'・ ・ ㍉ 、.一 ・ 』、

Kオ ー ス ト ラ リ ア ー

1 、CUDN(Oo㎜onUserDa七aNetwork)→

5台 の メ ッ セ ー ジ ・ ス ゥ イ チ ン グ ・ コ ン ピ ュ ー タ を 結 ん だ ネ ッ ト'ワ ー ク で

各 コ ン ピ ュ ー タ 相 互 間 の デ ー タ ■・ト ラ ヒ ッ.ク 交 換 を 目 的 と し て い る 。1975

年 中 に 一 部 サ ー ビ ス ィ ン し た が,.技 術 的 問 題 に 直 面 し,現 在,全 面 的 に 設 計

変 更 中 と い う 。

Lな お,国 際 間 の メ ッ セ ー ジ ・ ス ゥ ィ チ ン グ ・ シ ス テ ム と し て 次 の'よ う な も

∵の が 稼 動 し て い る 。 ・, .・ ・

1.∵A工RCON.(ア ン リ カ ーRCA)

2.ARX(ア メ リ カ ーITT)

5.COMET(ス イ ス ー ラ ジ オ ・ ス イ ス)'{,ill'1

4・C。 ユユins:∴Syβtθm〈 イ ギ リ ス ーCo且in日 ・晦(UoCorp.・ ・;

い 。flCngtand')'1-・'・ 』c・7・1,
』ぼ

5.MSC(香 港 －C&W)

「コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク の 例(一 部 グ ロ ニ バ ル ・ネ ッ ト ワー ク を 含む)

Aア メ リ カ .:i'■'.、 ・ ・ ・…tH 、

tARPA(Advance(1ResearchPrOjec七 日Agency)ネ ッ ト ワ ー一)'

(12)
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給 す る 。)

5.工BM-『'NETwoRK/440

t稼 動 中 ぐ 工BM)

稼 動 中'『'… ∵ ㍑

CANS(COmpu七erAssis七edNetWOrkScheduユing・Sys七em・)

稼 動'中(NASA)

CYBERNETネ ッ トワ ー ク 『'・"』

稼 動 中(CDC)

Gu■fOiユ 社 ネ ッ ト ワ ー ク,『 ・ ・'・ ■ …・1'∵∵1

稼 動 中(ピ ツバ ー グ に セ ン タ ー あ'り 。『)

ア メ リ カ の ほ か,全 世 界 に散 在 す る『25の コ ン ビ=ご タ ξシ ス テAを 連

く:、.

●

工BMTSS6.

稼 動 中(工BM)'

Z工NFONETネ ∵ ト ワ ー ク

稼 動 中(ConputerJorvicθ)一 ∵z..:tt・'・

aIn七erna七iona■Reser▽ations'Limitedネ シ ト ワ ⊥ ク

稼 動 中(ホ テ ル,モ ー デ ル,レ ン タ カ ー の リ ア ル ・ タ イ ム 予 約 サ ー ビ ス 。

ゼ ン タ ー は ヴ ァ ー ジ ニ ア に あ る 。'ア メ リ カ ピ ゴ ー ロ ッ パ に 端 末 あ り 。)

'

9.・MARKE,皿'
.・ 』 ・'-'・-t・t∵',

GEが 提 供 す る タ イ ム シ ェ ア ・リ ン グ ・一サ ー ビ ス の シ ス'デ ムで,ア メ リ カ,

・ヨ ー ロ ッパ
,南 米,日 本,東 南 ア ジ ア に ネ ッ トす る。 稼 動 中

10.Monsanto社 国 際 情 報 シ ス テ ム!∵'…i

稼 動 中(S七.:Louisに セ ン タ ー:あ り㌔ ア'『メ リ カs'ヨ"-in'ジ パ,ラ ≠ ン

ア メ リ カ内 の・端 末 と結 び,経 営 情 報 ジ 云 テ 云 と して 用 い て い る。)

1tSbageBankSys七em((AmericanExpress)

稼 動 中 ぐ世 界 各 地 の 同 社 の営 業 所'を 結 ぶ ネ ッ トワ 」 ク)'

'12
.・Spe町RandzGorp.Vickers工nterna七ioha1 .Di▽isiOnt:の 在
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庫 管 理 シ 云 テ ム

ー 稼 動 中1パ ・1 ・・ ∴ ・ ・ ,',tt・t・,・ ・',

15.Tymne七tt・i∵:t.
.-1'

Tymsharθ 社 の 国 際 デ ・一 夕 通 信 ネ シ ト ワ ← ク .'.'∴1、'・.1

稼 動 中 ・'、 『・ ・

14.TrianglePu.『bユica七ions工nc.』.、 、.・i∴ ・』 .・ ・.、ll

ア メ リ カ と カ ナ ダ に あ る す ン ラ ィ ン ・・ コ ン ビ ュ ー ・タ ・・ シ .ス テ ・ム を 使 っ て

テ レ ビ ガ イ ド の 編 輯,『 出 版 を 行 っ て い る 。'㌦ ,.し ・'㍗ ・一 ㍑

Bヨ ー ロ 之
_で 三 、' .、・∫t

1.CσCE(DasC・]rrputerC・mnunic .ati・nC旬 七erEur・ 旙e)三
も ロぐ ヒ

ワ イ ス パ ー .デン に セ ン タ ー を も ち,西 独 内,ジ ■ ネ ⊆ ブ?'・ ㍉処 ミラ ノ,

ロ ー マ,ト ウ ル 声 ズ,グ ラ ス ゴ ー お よび ス ト ック ホ ル ム を む す ぶ ネ ッ、トワ

ークで ,航 室 会 社,ホ テ ル等 の 予約,技 術 部 門 の 計算 に用 い・られ て い る。 ・

2.C工TEL. ...1.

ホ テ ル 予 約 の ネ ッ ト ワ ー ・ク 。 稼 動 中:'t,' 、',ttt、 ・."・ ・`/・t

5.COST1・1.'….・:∴ .1't-

r計 画 中,tt,「 ・ ・_・ .、 、.-t.t-....,・,

4.エMT・E.(エnteWnatiOna・1'・ ・Meteor ,OユOglcaユT・eユe;-Printer

Netwo「kinEuroPθ)とMONTE(Meteqroユog主Ca■Operq .ti__

oua]Teユecomnunication・ 、Nθtwork)、 .`・ 、・….1☆

工MTEは, ,ヨ 」 ロ ッ ィくの 気 象 ネ ッ1ト ワ ≡ ク で あ .り 力MION{P'Eは,航

空 気 象 用 の 遠 隔 情 報 網 で あ り,稼 動 中Vi・ ・.∴ 崇 恒i・ ・、t'tt,",f

5.NAD(}E(NattO..AirD孚fenceGround丑n▽irOr皿}eu七) 、

NATOの ヨ ー ロ シ バ に お け る 航 空 防 衛 地 上 網 で あ
、り,.稼 動 中 ・ ・

6・RECON・ ,・ 、,..・ ∵,・.・1、1・ ㍑ ㍑ ご_… ・

オ ン ラ イ ン ρ モ ー ド で 老 大k科 学 技 術 文 献 を 探 査 す る た めO,ti ..A .SAの

シ ら テ ム ・『 ㌣ ・ 一 は 西 独 に あ り
.・・端 末 は ・才 ㍗ 方 ・ス ・ 壬rデ ン,・.フ

(14)

鳥

','

●

"
㌢



●

、

'・テ ン ス 等 に あ ,る 。.・;、.

スqlycladeS

8:'S工BOし 輻..
'

ス ウ ェ ー デ ン で 計 画 ・準 備 沖 の銀 行 間 オ ン ラ イ ン ・総 合 支 払 ネ ッ ト ワ ー

ク で,最 終 的 に は,サ ー ビ ス地 域 を ス ウ ェ ーデ ン にか ぎ らず,ス カ/ヂ

ナ ビア 諸 国 全 域 に拡 げ る計 画 を も っ て い る 。!・

9.S工TA、.・..一 ・..

90余 国,約180の 航 空 会 社 が 加 盟 し
."Cfoりt航 空 会 社 間 の テ レ タ

イ プ通 信 と座 席 予 約 情 報 に 関 す る メ ッセ ー ジ ・ス ゥ ィ チ ン グ を 行 って い る 。

ネ ヅ トワ ー ク は,]三 び ○]⊇型 と星 状 型 か らな る 。

laS[1]ART.、 .、 、.

ドイ ツで 計 画 中 の 全 国 ネ ッ トの 旅 行 予 約 シ ス テ ム 。

11.SW工FT

計 画 中

12.UOC(UniversityCampaterC・mPany,Ltd)ネ 。 ト ワー グ

ロ ン ドン に セ ン タ ー あ り。 パ リ,デ ュ セ ル ドル フ,フ ラ ン ク フ ル ト,ブ

ラ ッセ ル,ハ ー グ等 の 地 域 セ ン タ ー を 結 ぶ 多 国 間 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ

ー ク
。 稼 動 申 し

15.GIObaユTeユecOmmunicatiOnSystem

世 界 気 象 機 構(WMO)のWWW計 画 の ネ ッ トワ ー ク で あ り,稼 動 中

C大 学,報 道,国 際 航 空,株 価,保 険 等 の ネ ッ トワ ー ク

1.大 学 間 の コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク と して は,ア メ リ カで は,MER

工T,TUCC,DCS等 が あ り,イ ギ リス 等 に お い て も計 画 が す す め ら

れ て い る 。

2.報 道 関 係 で は,1例 と して,pp工 が ニ ュ ー ヨ ー ク本 社 の コ ン ビ=。 ・一夕

を,全 世 界 か らの 情 報 を 蓄 積,リ ト リ ー プ す る シ ス テ ム に 結 合 す る コ ン ピ

ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク を形 成 し よ う と して い る。'

(15)



5.工ATA加 盟 の主要 国 際 航空 会 社 で は,世 界 的規 模 の予 約 システ ム'ネ

ッ トワ]ク を もって い る。 例 え ばPanamac。(なte,こ れ らの多国 間 コ ン

ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの一 部 は,予 約 のほ か,経 営 報告 ゴ統 計 計算 が 旅

客 記録1会 計計 算 等 に も利 用 され て い る。)・

4.・ 株価 情報 ジ 女 テ ム としては,例 え ば,Reu七er社 お よびU■troni'cs社

に よ り,ア メ リカ,カ ナダヂ ョー ロ ッパ,ア ジアおよ び 南米 の株式 業 者間

を結 ぶ ネ ッ トワー クが あ る。

ちc5
.保 険業界 でぱ,1例 え ば,Bri七iehA血erican工nsuranCeCO・

・ぺ'ノMe七ropoユi七ariLife,SunLifeAs8uranceCompanyofOanda

等 で は,経 営 デー タや 統計 デ ー タを本 社か ら他 国 の 支店 に伝 達 す るた め の

国 際 ネ ッ ト.ワーク を もって い る。

A

ホ

'き

:'…

,L'
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.・2・5H

訪問先と所在地:

1・B・ ユ ユ

.Canad・ 本 社.・

160Eユgingtree .七,〇 七 七awa

o

Canadq

「一一ー一－

Ontario
,・

2・∵9ttawa電 話 交 換 局 内DSA・ 施 設t

面 接 者 、:、.

Mr.D.」.HOr七 〇n

Assis七antVice－ 王)residen七

.Th・'・ ・mpu七 .erq・mmunic・tiρnG・ ・up

Bθ ηCanada

Mr:.OWIenW.Mcaユleer

(}θneraユSuper▽isOr-Marke七

Devθ ユopmen七,CC(}sBelユ.Oanada

Dr.EsinUユug

SupervisingEngineer
,System

Pユannユng,CCG,Be■lCanada
'

t

－1-一 一.

ー
ー

ー
,
」

ー

」

"

ノ

ゾ



概 要

カナダ のTOTSは,1975年2月 に"DATAROUTE"と 呼 ばれ るデ ジ

タル ・デ ー タ伝送 サ ー ビス を発 表 し,同 年4月 か ら実 際 の加 入 者 サ ー ビスを 開

始 した 。

本 来,T。CTSは ・8っ の電 話 会 社か らな る験 通 信 サ ー ビス提 供 の た めの

共 同体 であ り,そ の 中心活 動 はBeユ ユCaAada.に あ る。 裏 付け とな る技

術 研 究 はBe■ICanada-NOr.thernE1θc七ricResear-
'

chI」.七d(略 称BNR)が 担当 して い る。

最 初の デ ー タ網 慮 カナ ダ全 域 を横 断 して,東 は ハ リフ ァクスか ら西 は パ ン ク
　

_バ に いた る ↑1ケ 所 の セ ンタ(第1図)を 結 ん で形 成 され た。 それ らの セ ン

タは,DSA(DatarouteSer▽ingArea)と 呼 ば れ ・幹線 ル ー

ト上 で,周 辺 に十 分 な数 の デ ーータ伝 送 利 用者 が あ る地点 が 選 ぱポ た。197'5

年 末 ま でに,DSAは25ケ 所 に拡 張 され た。

Da七arou.七eは カナ ダの コン ピュー タ ・コ ミュニ ケ ーシ ョンに,画 期 的

な 伝送 サ ー ビス を提 供 す る こ とに な った。 す な わ ち,よ り高 い経 済性 と正 確性,

それ に 増大 され た 融 通性 と信 頼性 がそ れ で あ る。 全 て の伝送 速 度に つ いて ・ 通

信 コス トは安 価 とな ったが,中 で も低 速 度 の範 囲 では そ の傾 向 が著 しい。

低 速 度の デrタ 伝 送 は,TSSに お いて最 も一 般 的 に使 われ ・ ま た・ 少量 デ

ー タの利 用 者 に とって も需 要 の 多 い サ ー ビス で あ る。 した が って,カ ナダ に お

い て は大 多数 の利 用者 が,低 速 度 の 範 囲 に属 して い る6'

Datarouteの サ ー ビスに よ り,デ ー一夕通 信 シズ テ ムの利 用者 は,こ れ

ま での 電話 回線 に よ る場 合 に く らべ,平 均的 に通 信経 費 の約;125-%を 節約 で き

る とい われ て い る。

Da七arOu七 θ の特 徴 を挙 げ る と,次 の 通 りで あ る。

.カ ナ ダ横 断 の デ ー タ伝 送 サ ー ビス

.110bpsか ら50"Kbpsま での広 範 囲 の伝 送 速 度 。

・ デ ジ タル化 に よ る利 点,特 に正 確性

一2一
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・ 終 日,昼 間,夜 間料 金制 に よる利用 契 約

・ 安 い 回 線料 金

・ 分 岐 接 続,電 話 交 換 網 との 接続'".二:・:バ

・ 分 割 チ ャ ンネル ・サ ー ビス'㌧ 、'

Da七arou七 θ は基 本 的 には,デ ジ タル ・デLタ 伝 送 にーよる専 用線 サ ー ビ

ス(ポ イ ン ト～ ポ イン トお よび分岐 接続)を 提供 す・る もの であ るが,早 急 に サ

ー ビス を開 始 す る必 要 か ら,既 存 の通 信設 備 す な わち 電 話回線 とマ イク ロ搬 送

路 を手 近 か に 利用'して デ ジタル伝送 を行 な う方 法 が工 夫 さ れて い る。 したが っ

て,こ の方 式 はTDM-FDMを 採 用 した専 用線 サ ー ビ 象 とい うこ とが で きる。

シ ステ ムの 大 要 は:次の通 りであ る。

オ ン ラィ ゾ ・ジス テ ムの利 用者 か ち の デ ー タ信 号 は,加 入 者 終端 装置(STE

-SubscriberTθrmina七ingUni七)で ダ イフ ェース の デジ タル .

波形 に変換 さ れ,4線 電話 回線 を利 用 してDSA局 に設 置 され・た局終 端 装置 に

送 られ る。 この 区 間 を デ ジタル加入 者 線 と呼 ん で い るが,距 離が 長 い場 合 には

途 中に再 生 中継 器 を入 れ て,波 形 の立 て な お しを行 な って い る。 利 用者 に は常

に全 二重 伝 送 サ ー ビス が提 供 され る。

局 終 端装 置 で さ らに再 生 中継 され だ ダ イ フェ]ス の伝 送 信号 は,ビ ヅ ト多重'

化 装 置 に よ り,56Kボ ーの信 号速 度 を もつ 多値 伝送 信 号 に多重 化 され,高 速

伝送 幹 線 路(Trun1()に 結 ばれ る。

Trunkに は マ イク ロ搬送 方 式 の48・KHZ・ 帯 域 が 用 い られ て い る。

将 来,Trunkに はDUA(Da七eUnderVOice)お よび同 軸 ケ ー ブ

ルを利 用す る こ とが考 え られ て い る。 ま た,現 在,市 内短距 離搬送 区 間 に は

PCM-2ゆ 方 式 の ご く一部 の 電話 チ ャ ンネ ル を利 用 して,デ ジ タル伝 送 を行 な

うた めTSA(TimeSユOtAccess・Unit)が 使 われ て い 為。

非 同期 の低 速 伝 送 加 入=者(ス ター ト ・ス トップ端末)お よび電 話交 換 網 接 続

か ちめ 入ガ デ ご タ信 号 は 〆 キ ャ ラク タ ー・多重 化 装 置 でバ イ ト単位 の 多重イピが行

なわ れ,・DSA局 内 に お いて ビ ッ ト多重化 装 置 の 入 力 側 に連結 されん(第2図)

・-3一



詳 説

1.同 期 加 入 者線 接続

synchronousな 加 入 者 か らの比 較 的低 速 も し くは 中速(2 ,400bps,

4,800bpsお よび9,600bps)の 入 力 デー タ信 号 は,同 期型 に設 計 され た

加入 者 終 端 装置(STE)に よ り,ダ イ フ ェ ースの デ ジタル信 号 に変 換 さ れ,4

線 電 話 回線 を利 用 して 一般 に電 話 交 換 局施 設 内 に置 か るて い るDSA局 に送 ら

れ る.(第3図)同 期加 入 者 線 接続 の場 合 につMて,加 入 者 終 端装 置 に おけ る

デ ジタル伝 送波 形生 成 と,Da七aroute・ を経 た利用 者 終 端 におけ る デ ーーータ

信 号 の復 元過 程 の 双 方 につ いて 説 明す る。

加 入者 か らの 入 力 デ ー タ信 号 は ク ロック ・パル スに よ り,サ ン プ リング され,

検 出 デ ー タ波形(ConditionθdDa七a)が 得 .られ る。,これ に9,"600

ヘ ル ツの短 形 波 を かぶ せ,モ ジュ ロ2の 計算 に よ る合 成 を行 な うと19 .2K

bpsの ダ ィフ ェ ース(二 相)信 号 が作 られ る。(第4図a)こ れ が 加入 者

ル ー プ も含 めてDat .arouteに 流 れ るデ ジタル伝 送 波形 で あ る。 利 用者 施

設 か らDSA局(ま た は端 局)ま での 距 離 が長 い場 合 に は,途 中に再 生 中継 器

が挿 入 され る。 同期 用 の ク ロ ック ・パ ルス は デ ー タ網 か らSTEに 供 給 され る。

デ ジタル伝 送 波形 か らデ ー タ信 号 を 再元 す る過 程(第4図b)は 簡単 で あ る。

伝 送 信 号 にそれ 自身 よ り も位 相 が1サ イクル完 全 に お くれ た伝 送信 号 そ の もの

を かぶ せて や り,モ ジュ ロ2の 合 成 を行 な うと,元 の デ ー タ波 形 を復 元 す る こ

とが で きる。(1サ イク ル お くれ とは,9,600Hz矩 形 渡 す な わ ち ビッ ト速

度 に して2倍 の19・2KbPSに 相 当す る伝送 波 の2ビ ッ ト時 間差 お く.れ を意

味 す る。)

'同 期 型 加入 者か らり 伝 送 速 度 が高 速
の192Kbpsで あ る場 合は,STE

と してtt工n七er七 ・ran" .e名 づけ られ た装 置 が使 われ,50Kbpsに は

WE505C・ .Da七aS七a七iOnが 使 わ.れる。

利 用者 側 の 伝送速 度 が,2,400bpsお よび4,806bpsで あ って も,

実 際 上 は あたか も9,600bpsで あ るか の よ うに み な し,9.6Kbpsの サ

ー'4一

」
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ヴ リング ・パ ル ス で デ ー タ波 形 を検 出 して い る。 したが うて ビ ッ ト多 重 化 装 置

の 入 力 は常 に19.2KbP白 の一定 でiら力,こ れ を2ろ 本 多重 化・して 高 速 伝 送

幹線 側 に 出力 して い る。Trunkは56Kボ ーの信 号速 度 であ るが;・そ の 中 の

チ ャン ネルの い くつ かは,監 視 用 お よび テ ス ト用 信 号 を送 るの に使 わ れ て い る。

∵2.」 非 同期型 加 入 者線i接続1□..i-∵'、.':・)

加 入 者 が1,200bPsま での スタ ー ト む× トップ方 式に よ る低 速 伝 送 であ

る場 合に は,非 同 期型 に設 計 され たS[1]Eを 通 してジ特 別 に開発 され だ デ ジタ

ル伝 送 信 号 に よ り送.られ る。 これ に用 い られ る シ ステ ムは,Di'rectranと

呼 ばれ て い る。 非 同期 型 加 入 者 線 は キ ャ ラク ター多重 化装 置 で集 合 し,ビ ッ ト

多重 化 装 置 の入 力 側 に結 合 され る。'・

ま た電話 交換 網 接続 か らの デ ー タ信 号 は,利 用者 側 か らモ デ ムを介 して 送 ら

れ,キ ャ ラク ター 多重 化 装 置 の 入力 側 に結 ばれ る前 の段 階 で デ ジタル 化 され る。

利 用者 端 末 の電 話 交換 網 に よるDatarou'teべ の アク セkは,"1)SA区 域

内 お よび 区域 外 か ら行 な うこ とが で きる。

5.高 速伝 送 幹 線"k:'・

リ ヒ バ ペ ロごド

これ は 都 市間,す な わ ち カナ ダ大 陸 を 横断 す るル ー ト上のDSA聞 を結 ぶ 高

速 伝送 路 で あ る6'ビ ッ ト多重 化 装 置か らの 出力56Kボ ーの多値宿報,マ1ク ロ・ウ

⊆ 一プ搬送 路 上の 群帯 域(4sKHz)に モ デ ム(Alvl二VSB,振 巾変 調 ・
、

・残 留側 帯 波方 式)を 介 して の せ られ る。 加 入者 が50KbPsの 高速 伝 送 であ

・る場 合 には ,ビ ッ ト多重 化 装 置 をバ イパ ス してt'直 接,48KHz」 の帯 域 を他

に一 本 専 有 して 結 合 され る。'

市内 の 高速 伝 送 路 と して は,ご く普 通 に 利用 可能 なT1搬 送路,『 す な わ ち

PCM-24方 式 の デ ジタ7t伝 送路 が使 わ れ てい る。 との 区 間は ,集 中局 と端 局

の 聞に 相 当す る。

最 初 の う・ちは,歩 恒数 の5'6KbPs伝 送 で間 に合 うた め,』T1搬 送 路 の電

話1回 線分(6nKblPs)をliチ ・ヤジ ネノジまた ほ2チ ャ層ンネル 利用 して デ_タ

伝 送 を行 な'う∴";こめ 目的 の'だ'めにTS'A(TiMθSIO毛ACCe8s

-5－
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Unit)が 用 い られ,一 一部 の チ ャ ンネル にの み デ ータが の せ られ て 残 りの 大部

分 は 電話 チ 声 ネル と して 使 わ れ る。TSAは バ イ ト多重 方 式(8ビ ッ ト単位)

で 作 動す る。 ・ ・,・

4.網 同期 と保 守 監 視.、 ∴

Datarouteに は常 時,網 動作 を監 視 し故 障 を 自 動的 に発 見 し,問 題 個

所 を診 断す る 中央 制 御 方 式 が採用 され て い る。 全 ての 加 入 者 線 と伝 送路 は,全

,域 に わ た って 中央監 視 装 置 か ら試 験 可能 であ る。 表示 ラン プ とア ラーム ・シス

テ ムに よ・り,利 用者 が トラブル に気 づ き,連 絡 す る以 前 に施 設 側 は故 障 を 発見

レ,修 理 す るか 対 策 をほ どこす(例 えば チ ャネ ル ・ユ ニ ッ トの交換 とか 予備 チ

ャ ネルへ の切 換 え)が で き る と して い る。 前述 した よ うに,監 視 用 お よび テ ス

ト用 と して各 種 の 制 御 信号 を.送る特 別 の チ ャネル が,Da七arOU七eに は大

巾に組 み込 まれ て い る。 ア ラー ムはそ れ ぞ れ の ノ ー ド(DSA局 お よび 端 局 施

設)で 表 示 され る と同 時 に,トmン トに あ るTCTSNationaユDatar-一

〇u七eTes七Cen七erで 集約 し,表 示 す る こ とが で きる。

デ ー タ網 へ の 同期 パ ルス 信 号 の供 給 は,高 度 に バ ック ア ップされ た ク ロ ック

系 統 に よ り行 な われ る。(第5図)一 次 マス ター ・ク ロ ックは,ト ロン トに設

置 され たル ピジュー ム原子 時 計 で,こ れ は三 重 の バ ック ア ップを持 って い る。 二

次 マス タ ー ・ク ロ ックはニ ケ所 の 制御 地 点 に置 か れ て お り,三 次 ク ロ ック は他

のDSAに 置か れている。最 後 は 端局 ク ロ ック(水 晶 発振 器)で,全 て の ノ ー ド

に 置か れて い る。 デ ー タ網 全 体 は,一 次 マス タ ー ・ク ロ ックか らのパ レス で 同

期 が は か られ て い る。

5.利 用料 金、

TCTSに よ り発表 され た 回線料 金 の 例 を 参考 ま で に例 示すると次の通 りである。

便 宜 上 従 来 の電 話 回 線 の場 合 と比 較 して い るが,TCTSに よれば

Data「Ou
.teぱ しい サ ー ビス を新 し⇒ 金 で提供 す る もの で,従 来 の 電

話 回線 料金 の 軽 減 とみ な され るべ きでな い.として い る。

例 一 モ ン トリオ ール ～ パ ン クー バ間 ポイソ トー ポ イ ン ト全 二 重 回線(月 額)

-6一
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Ra七e6

C㎝parisorゴ500

$per℃hanneユ
Speed(bitspersecρpd)

24004800

existi㎎Pri▽ateユine5,5153,7704,0401

Da七arOu七e-24hr3751 ,8262,860

-dLay3071
,4622,304

--nigtユ 七2169771
,562

例 ニ モ ン ト リ オ ー ル ～ ト ロ ン ト間 チ ャ ネ ル 分 割 サ ー ビ ス

exis七ing-channe=Lderi▽ing

Da七arOute-slngユechanneユ

960050.000

き ρ ド こ 一

4,620三 ～ろ,155

3,90818,579

3,19714,545

2,Z489,167

串PERCHANNEL

(16cha㎜eユs-580bps)253
・*

(16chan且eユs-300〔bps)157

,

θ

*さ らに チ ャネル 分 割 サ ー ビス の使 用本 数 が 多 くなれ ば な るほ ど,(最 ・

高 は127チ ャ ネル)チ ャ ネル あた りの単価 は割 安 とな る。 特 に長 距

離 につ いて この 度 合 が大 きい。,

6.将 来 計画

将来,Datarou七eサ ー ビス を拡 張 して,デ ータ交 換 サ ー ビス を提 供 す

べ きか ど うか につ いて は,利 用 者 の需 要 動 向 を考 え なが ら,現 在 検 討 中 で あ る。

これ につ いて は,未 だ結 論 に達 して い な い が,も し実施 す る と して もそれ は数

年後 に な るで あろ う。

高速伝 送 幹 線 に関 して,将 来 は 次 の二 つ の方法 に移行 す る こ とが計 画 され て

い る。 そ の 一 つ はDUA(DataUnderVOice)と 呼 ばれ る方 法 で ,

マ イク ロ搬 送 で これ ま で利 用 され て い なか った 下 部の300KHz帯 域 を使 っ

てTDM-FDM伝 送 を行 な うもの で あ る。 そ の二 は,カ ナダ横 断 の大 容量 伝

送 路 と して敷 設 中の 同軸 ケ ーブ ル を利 用 す る方法 で ある。 これ は,]ID-4と

呼 ば れ12本 の 同軸 ケ ー ブル を束 ねた もの で,約2qoOO電 話 チ ャ ネル に 相

当す る大 容 量 伝 送路 を提 供す る。 す で に この方 式 は,現 在 オ タ ワ～ ス ミス フ ォ`

-7一



∫

一 ル メ 間 にお い て 試験 中の 段階 で あ る
。

参 考 ま でに ζ'tTOTSに よれ ば・ カナ ダにお け る コン ピュfS, 、とズ1一タ通信
ト

の伸 び率 予 測 は,将 来10年 間 に わた ってそ れ ぞれ,複 合率 で年 間15%と

25%と な って い る。

ゴ

▲

》
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、

f.概 要,

PC工 の よ うな デ ー タ通 信 サー ビス の発 生 は1960・ 年代 後半 に始 ま る。

既 存網 が,多 様 なデ ータ伝 送 ニ ー ズに適 合 しな いこ とが 明 らか にな るに つ れ

て,新 しい デ ータ伝 送 媒体 を求 め る よ うにな った。 そ の結果,ひ とつ の解決

方向が 新 しいデ ー タ専 用 網 を,既 存網 と別 個 に併設 しよ うとす る もの で あ り・

具 体 的 な現 れ がDATRANやMC工 等 の特 殊 通 信事 業 者 の誕 生 であ る 。他 の

ひ とつの 方 向が,デ ー タ伝 送 の問 題点 を よ り直接 的,経 済 的 か つ現 実 的 に 解

決 し よ うとす る もの であ った。具 体 的に は各 種 の商 用TSSサ ー ビス網 であ

り,米 国 国防 省 のARPANETで あ る 。後者 の動 きの 中か ら・PO工 の よ うな

VANS(Value・'"AddedNetworkSθrvice)一 付加 価 値 サ ー

ビスを 目 ざす企 業が生 ま れ て きた の で あ る。

VANと は い った い何 か 。VANは 通 信"サ ー ビス"の 提 供 を 目的 とす る

もの で,通 信"回 線"を 提供 す るも の では な い。 した が って,VAN業 者 は

既 存通 信 事 業者 か ら,あ る いは 特 殊通 信事 業者 か ら通 信 回 線 を賃 借 して,そ

れ らに若 干 の付 加装 置 と付 属 サ ー ビス を つけ て,こ れ までの通 信 サ ー ビス で

は 充足 ざれ なか った新 しい サ ー ビス,す な わち パ ケ ッ ト交 換,誤 りの な い メ

ッセー ジ配信,個 別 の 所 要機 能(デ ー タの計 算,符 号 や速 度変 換,自 動迂 回

中継 な ど)に 応 じ られ る通 信 網 な どを実 現 し ようとす る ものであ る。AT&T

は,こ の よ うな類 のサ ー ビズ業者 をCompositeDa七aService

Vendorと 呼称 して い る。

VANSを 最初 に め ざ した企 業 がPC工 で あ る。 現在 で は,(}raphrle七

(Graphne七Sys七e皿Jnc.,)やMDT(MG工Da七aTra-

nsfθrCorp.)な ど数 社 が一この 分 野 へ進 出を 計 画 して い る。 な お,
む

(}raphne七 は,19ア4年1月 ろ 日にFCC認 可 を得 た。

PC工 は,我 々が訪 問 した っ い1週 間前197ろ 年11月14日 に,FCC

の認 可 を得 て,い よ い よ本 格 的 準備 に と りか か ろ う とす る ところ で あ った 。

以 下,PC工 の考 え る パケ ッ ト交 換 網 サ ー ビスの 必要 性,網 構 成,経 済 性,

-16-一 一.
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6

争

市場 と収益 予測お よび網開発計画ぼ どの概要 を紹 介す る。 さ ・.
'」

2.サLビ 、ス の必要 性.・'一 ・ ・

コン ピュー タの普 及 とデLタ 処理 分 野 の 拡大 発 展 に'と もな っ て,デ ご タ伝

送 市場 は 今後数 年 間 ます ま す成長 す る と思 われ ・る。 一 ・ ・
ぐ

これ までデー タ伝送は,既 存の音声伝送を主 目的 どする伝送系をべ÷、スとす

る諸サー ビスによって行 なわれて きたが,本 来 これ らの伝送系は電話 サ ÷ ビ

ス1に代表される ように制度的にも機能 的に も同質普 遍的サー ビスの提供を前

提 と してい るた め,異 質個 性的サーセスを必要 とす るデー タ伝送需要 に対 し

ては,い ろい ろな問題点・が ある,ことが明 らか・にな りつつあ る。'この ような事

情か ら,デ ー タのための親 しい伝送系やサー ビスの必要が生 まれてき た。

SR工 の 調査 に よれば,既 存通信事業者の回線 交換や専用線 によるデー タ

伝送 サ ー ビスの利用者が 次のよ うに要望 し・でい るこ とが明 らか にされくてい る

① 回線の信頼性 と伝送品質の標準化 ・

② 誤 り率,特1に バ[ス ト誤 りの減少

③ 回線接続 時間短縮(約100ms)

④ 速度 と帯域 巾の多様化

⑥ 不平衡 回線の採用(土 下伝送方 向で速度 の異 る回線)

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

デー タの有 効性 向上(誤 り率 に関 連)

全二 重 交換i接続

デ ィジ タル ・チー タ伝 送網"'
　

・公衆交換網 におけ る伝送性能の変異性 の減少化

回線の試験方 法の改善

これ らの諸 要 件 を既 存伝 送 サ ー ビス で充 足 し よう とす る の は非 常 に 困難 で

あ る℃ また,デ ー タ呼 は一 般 に 秒単位 の時 間 でバ ー ス ト的 に伝送 が可能 で あ

る之 とか ら,よ り短 時間 の課 金 単 位 とそ れに伴 う料金 設 定 も要 望 され て い る。

～二の よ うな デ ーータ伝送の 需 要 をみ た すべ く,‡MCIやDATRANの よう な

一1'7一



t特 殊 通 信 事 業者 のサ ー』ビスが認 め られ る こ とに な らたが
・MC工 .のサ τ ビス

ば既 存 の もの よ り高 品質 の新 しい タ イプの 固定 地 点 間専 用 回線 を提 供 しよ う

とす るもの であb,DATRANは 全 デ ィ ジ タル伝送 系 に よる回線 交 換 サし ピ
コ

スのi提供 を 目ざす もの であ る。 ・これ に対 し,pC工 は新 ・しい パ ケ ッ.ト ・ベ ー

スに よ る"メ ッセ ー ジ"す な わち デ;B交 換 サ ー ビX提 供 に よ ら・て3デ ー タ

伝送 の要 件 を 充実'し よ う とず る もので あ る。 一・'"'

米 国 のデ ニ ・タ伝送 市場 の成 長 性 に関 す るSRIの 調査 に よると,軍 の 国 防・
ノ 　

用 シ ス テム を除 い てデ ータ伝 送 を主 目的 とす るコン ビ 土 一夕 ・～/・ス テ ムは,

19'6:5年 に400シ ス ・}・A',・1966年 に▽は2,`500シ ス.テム とな り,年

率7日%の 速 度で 急成 長 長しそ い る。^ま た,,既 存 の全 伝 送 系の うちデー タ伝 送

のた め に利 用 されて い噛る部 分 の割 合 は,現 在 約5%(チ ャン ネ ル ・マ イル換

算)で あ るが,19ア,7年 に は2・D%に な る と推定 される 。 デ 」 タ端 末 の数

.は、正975年 に60万 に 達 す る・と考 え られ てい る。111980年 に は,全 ベル ・

シス テ ム施 設 の 使用容 量 の10～50%が デ ータ伝 送 に よら て 占 め られ;ピ

ー ク負 荷 の5～10%(ATTの 推定 〉は デ ←タ ・ トラ.ヒックに使 用 され る

と云 われ て い る。 ・

以 上 の よ うなデ ータ伝 送 市場 の成 長 性 と必要 条件 を満 す べ層く,米 国 国防 省

は,コ ン ピ ュー タ相 互 間通信1の た め に効 率 が 良 く信 頼性 が 高 い,か つ,経 済

、 的 な デー タ伝 送網AR[PANETを 非 営 利 の大 学 ・研究 所 ・政 府 機 関 な どの コ

ンピュ ータ ・シス テ ム のた め開 発 しつ つ あ るが,PC工 は急 成長 しつつ あ る

リモ ー ト ・ア クセス ・コ ン ピ ゴ タ ・コ ミュ ニテ ィの需 要 に応 え るた ぬ 商

用 ベ ース のパ ケ ッ ト交換 網 に よ ってサ ー ビス提 供 を 図 る もの であ る。

'

⑨

,

占

ψ

5.網 構 成 ・ ・.

PG・1は ・・;ARPANETと 同 程 度 の 全 国 的 規 模 の 網 建 設 を 目 ざ して い る
。

当輌 調 は洛 種 ・ンピー[㌘ 端 末 装 置 相醐 のデ ー ・伝 送 順

応 した能 率 的 パ,グ ッ ト交 換 方 式 に よる デ ィ.ジタル ・デ ご タ伝送 シス テムを 稼

一18一
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動 させ る ことで ある。 こめ パ ケ ヅ ト交 換 シ ステ ムは,.一 殻 に回線 が 加 入者 端 、
ト

末 相 互 間 に交 換 提供 さ れ る電 話 交換 システム と異 り'膨デ ィジ タノレ ・デ「 タの

小 グルー フ'(パ ケ ット戊 を宛 先 端末(あ る いは コ ン ピ コ、一歩)に 配送 す る も

の で,パ ケ ッ トは伝 送 中網 内 の最 適経 路 を通 って 自動 的 に 中継 さ・れる,,、

PC工 網 の 加 入者 端末 あ るい は コ:.ソピュー ダ と網 との あ い だの 相互 オ ペ レ

ー・シ ョン を可 能 とする 標 準 プ ロ トコ ー ルが準 備 さ・れ一て● りい亡れ に よ っ て加

入 者 は 自己 の シ スブ ムの 使用 言 語 に本 質的 に関 係な くPC工 網 の 伝 送 機 能 を

利 用 でき る。'才 た,纏 め 利用 料 金 は,デ ー タの伝送 距離 に無 関 係 に,送 出 し

たパ ケ ッ ト・数 に よ・づ そ課 金 され る。,

PC玉 絹 の サ ユ ビス 対象 分 野 は,各 種 の デー タ通 信市 場 す なわ ち,・製 造

業,'銀 行 業,保 険業,・仲 買業 〆 不動 産 仲介 業 パ ク レ ジ ッ ト・カー ド ・シ ステ

ム,航 空 座席 予 約 シス テ ム,大 学,商 用 リど 一 ト ・ア ク セス ・ユ ン ピゴ .一夕

業 など を想 定 じてい る6'… ○,

網建 設 計 画 は ゴt-.まず11・975年 末 に多 くの需 要量 を もつ と考 え られ る主要

20都 市『にザ ニビスを提 供 す るた'め第1、 図の よ うな 網 を建 設 し,こ れ を1978

年 頃 まで遊 第2図 に示 す よ う・な 全 国 的規 模 に拡 大 化 し よ うと して い る。

パ'ケ ッ ト交換 シズ テ冶 の特 徴 は,広 帯 域 回線 に特 製の ミニ ・コン ピュー タ

ttpSp"'(packe七Swi七chingX)rOcOs ・sδr)を 結 び つ けた

と ころ に ある。 こめ'PSP:の 機能 は,PO工 網 と加入 者 を接 続 す る こ と,お

よび,メ ッセ 白 ジを加 入 者 の 希望 す る宛 先 た送 る こと であ る。』ユ ー ザ ー は,

次の2っ のモ ー ドの いず れ か でPC工 網 に接 続 す る':一 ∴

(1)・ コ ン ビ・ユ一 夕i接続tt

加 入 者の コン ピュ ー タをPSPを 通 してPCI網 に 接続 ず る もの で あ る。

PSPの 基本機 能 は・ 接 続 した 加 入者 の コン ピ ュ一一タ か らメ17sセ]ジ を受

け と り,こ れ を い くつか のパ ケ ッ トに 組 立 て希望 の宛 先 に 中継 ず る こ とで

ある。 また,PSPは 自分 に直接接続 された加入者笥 ンピュ三 夕にあて た

パケ ットを受信 した ときは,受 信パケ ットに誤 疹が法冨 ことを確 認あ後
,・

一ー一19一
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それ ら のパ ケシ トか ら メ ッセ ー ジに再構 成 して宛 先 コ ン ピュー タに配 信 す

る 。 この ほか,PSPは 別 のPSPに っ なが る加 入者 コン ピュー タへ の パ

ケ ッ トを受 信 し,誤 りが な い こ とを確認 して,宛 先 コ ン ピ ュータに 直接 つ

な が るPSPに 向 け 適 切 な ルー テ ィン グ手 順 に も とつ いて 中継 す る。

端末 ～端 末 間 の デ ー タ信 号 伝 送時 間 は,い くっか のPSPの 蓄 積 再 伝送

処 理に 要 す る時 間 を 含 め て,伝 送 路 の往 復 伝送 時 間 に平 均O.5秒 を加 え た

時 間以 内 であ るbtt・

上 記 の よ うなPSP機 能 に よって,・伝送効 率 の向 上,コ ス ト低 減 化,伝

送 時 間 の削 減 を実現 して い る。 また7-PSP間 の通 信 にお い ては,送 信 側

PS]Pは 送 信 した パ ケ ットの コ ピー を,受 信 側PSPで 誤 りが ない と確 認
　

され るまで 保持(も し,誤 りが検 出 され た場 合 は コ ピーを再 伝送)す るこ

と に ょっ て,誤 りの ない通 信 を実 現 してい る.

これ ま で の伝 統的 通 信手 段 は,専 用線 を利 用 した り回線 交換 方 式 を用 い

て全通 信 時間(あ るいはそ れ 以上)に わた って完全 な回 線 接続 を必要 と し

て い る。 この よ うな単 一 の デ ータ伝 送 のた め に,伝 送 リノ ー スを専 用 化 す

る こ とに よっ て,柔 軟 性 の欠 除,な らび に高 価 格 化 を まね いて い る.従 来

の通 信 プ ロ トコ ー ルを 用 いて い.る端 末 や ユ ン ピ ュ一 夕は 通信 回 線 の全 伝送

能 力の10%も 活 用 して いな い。 しか し,PC工 の バ ヶヅ ト交換 網 では,

加 入者 コ ン ピュ ー タ(以 下HOSTと 呼称)と 他 のHOST間 の同時 双方

向 性 の"会 話"を い くつか 同時 に扱 え る こ とか ら,伝 送 系 の利 用効 率 を既

存 の方式 に く らべ数 倍 に向 上 で きる。

PC工 は,こ の よ うな コ ン ビュー'タ接 続 作業 を容 易化 す る た め,独 特 な

イ ン ター フェ イス装 置 とそ の ソ フ トウェア お よび ソフ トウ ェ ア制 作 の ア シ

スタ ン トを準備 して い る。

(2)端 末 接続

各 種 端末 装 置 を網に 接 続 され て い る いろ いろ なHOSTに ア・クセ ス 可 能

とす る接続 で ・
.TAp(Termina■AccessP・ ・ce'・,'S・r)Va

--20-t
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よっ て 行な わ れ る 。TAPは,PSPを 介 してPC工 網 に 接 続 され る。 端

末は 専 用線 ある いは 電話 交 換 網 を通 してTAPに アク セス する 。 一 般 に,

現在 の リモ ー ト ・ア クセ ス ・コン ピ ュ≒ タ ・サー ビスの ユー ザァ は ロー カ

ル電 話網 を通 じて所要 の コ ン ピ ュー タに ア クセス し,マ シン 、・:タイ.ムの分"

割 使用 許可 を得 てか らコ ン ビ1一 タ と通 信 す る。 しか し,PG工'網 では,

端 末 ユ ーザ ーは,電 話の ロー カ ル番 号 をダ イ ヤ ル し,TAP液 接続 さ え す

.れ ば,PCI網 内の どのHOSTと も自分 の 端末か ら通信 できる。

PO工 網 を構成する各 コンポーーネ7ート相互 間 は,、・既 存通信 事業者 か ら24時 間 ベ

ー ス で賃 借す る広 帯 域専 用 回線 で接続 さ れ る。 第3図 にPSP,.TAP,端

末 な どの プ ロ9ク 三ダイ ヤ ダ ラム を示 す 。"t

網全 体 の運 用状 況 を監 督 ・監視 す るた めに,ボ ス トンお よび 西部 地 区 に網

運用 セ ンタ(NOC:NetwOrkOperationCenter>を 設 置 す

る。'NOCは 網全 体 の運 用 制 御機 能 を備 えてお・り,"双 方 と も必 要 な場 合 は網

全 体 を運 用 制 御範 囲 として カバ ー でき る。 両 セ ン タと も,週 日や昼 夜 の別 を

問 わ ず,常 時 オペ レー タが駐 在 し運 用 さ れ る。

NOCは 網 内の す べ てのPS]P,TAP,広 帯 域回 線 の状態 を連続 的 にモ

ニ タ して お り,一 部 コン ポ ー ネ ン ト'に異 常 を検 出 した場 合 は 直 ちに 適切 な

措 置 を講 ず る ことが で き る。 他 方,lN℃Cは 加 入者 に対す る課 金 デ ー タ を収

集処 理 す る。-1

4.サ ー ビス の経 済性."

PO工 の サ ー ビス は,公 共的 ば か り で な く,個 々の 加入者 に とって 多 くの

利 点 が ある 。 これ らの利 点 は下 記 の よ うな パケ ッ ト交 換方式 個 有 の本質 的 濠

経 済性,迅 速 性,柔 軟性 に も とつ く もの であ る。

(1)伝 送 チ ャ ンネルの 有効 利 用

む
パ ケ ット交換方式 は,既 存の専用 回線や回線交換方式に比べ,少 ない ウ

ー21-一 ・'
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ソー スす なわ ち 伝送 チ ャ ンネルを非 常 に有 効 に利 用 で きる。

特 定 の伝送 チ ャ ン ネル を単 一 のデ ー タ伝 送 の た め に使 用 す るこれ ま で の方

法 では ・全 伝送 能 力 の10%程 度 を利 用 して い るに す ぎな い。・ま た・ その他
ぐべ ぶ

の一般 的 な伝 送 方法 に お いて は,伝 送 媒 体 の 利用 効率 は1%程 度 であ る。 し

か るに,ARPANETに お け る最 近 のデ ー タ で は,伝 送 チ ャンネル 利 用効 率

を80%に 上 げ得 る可 能性 を示 して い る。

(2)伝 送 コ ス トの 予測 性',

PC工 の料 金は,デ ー タの 伝 送距 離 に無 関 係 に,量 に よっ て決 め られ る

の で,加 入者 は伝 送 コス トを容 易 に予 測 で きる 。'

(3)料 金 の低廉 性

加 入者 に対 す る料 金 は,既 存 の サ ニ ビスに くらべ 非常 に安価 に な る と考

え ら れ る。'ド

㈲ 全 伝 送 系 に亙 る レス ポ ン シビ リティ'`

PC工 は,加 入者 端末 との接 続 回線 上 の デ ータ をぶ くめて,網 内 に あ る.

全 デ ー タに対 して責任 を持 って い る。 したが っ て,茄 入 者 自身 の デー タ通

信 シ ス テ ムに お いて,こ の点 に関 す る機能 を必 要 と しない。 ・

㈲ 高 い信 頼 性

・PC工 網 は,:い か な る綿 上 の2地 点 間 に も2つ 以 上 の伝 送路 を持 つ よ う

設 計 さ れ て い る。そ う しそ,大 部 分 の網 上 の障 害 は,PCエ シ ス テ己 内 の

自己診断 機 能 に よっ て検 出 され,自 動 的 に 修正 さ れ る。 したが っ てノ 加入

者 端末 には 検知 され ず に,必 要 な伝 送 デ ー タの 自動 迂 回 中継 が 行 われ る。

㈲ デ ー タの誤 りな い配 信

パ ケ ッ ト交 換網 は,加 入者 のHOSTと そ の 端末 間 で,誤 りの な いデ ー

タの受 け 渡 しを 可 能 として い る。端 末 とTAP間 の回線 につ いて は,一 般

の端 末 が備 え てい る誤 り制 御方式 を サポ ー トす る こ とを計 画 して い る。

この よ うな デ ータの正 確 性 に よって,最 近 の デ ータ伝 送方 式 に見 られ る

よ うな高価 な 誤 り検 出訂 正技 術 や装置 を使 用 しな いですむ 。

-22一
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(,7)`機 密 性 の保 持

伝送 中の デ ー タの機密 性 は・ 従 来 の デ 三夕網 に くらべす ぐれ て い る。

PC正 絹 に お いて は,加 入 者 のHOSTが 自己 の シ ステ ムペの アク セ スに

っ い て完 全 に管 理 して お り,ま た多 重 化 され た伝 送 路 にお いて は 多 くの メ

ッセ ー ジの パ ケ ッ トが 混在 す る 乙 とか ら,単 一 のデ}タ ・ス トリー ム をモ

ニ4す る こ とは非 常 に困 難 であ るd硬 に高 度 の機 密 性 を要 す る場 合 は・ メ

ッセ ージ を網 の正常 動 作 に支障 を及 ぼ さ ない範 囲 で暗 号 化 す るこ とが 可能

で あ る。

(8)通 信 態様 の 柔 軟 性1こ;

パ ケ ッ ト交換 網 の伝送 速 度 と伝 送 容量 中に に は,い ろ い ろ な デー タ伝 送

上 の必 要 条 件 を包 含 してい る。 この ため,加 入 者 を複 雑 な通信 用 プ ログ ラ

ミン グの 必 要 か ら解 放 す る。

(9)技 術 進歩 に対 す る対 応 性

PC工 は,加 入 者 コン ピュー タ と網 に 標準 化 した ハ ー ドウェ ア とソフ ト

ウ ェ アの イン タ ー フェ イス を利 用 レて い る こ とか ら,加 入渚 は 自分 の ユ ー

ザ 数 や必 要機 能 の増 加に 対 す るの と同様 に,新 技 術 の採 用 に対 して も対応

で きる。 これ は コン ピュー タ にも端 末 装 置 に も適 用 され る。 現 在 の 通 信用

コ ン ピュー タ設備 は,そ の 固有 の機 能 のため 柔 軟 性 のな い ハー ドウ ェア.・

'システ ムに依 存 して い る こ とが 多 い。 垣"

(1・O)各種 端末 の 互換 性

一 般 に使 用 され てい る各 種 の端 末 装 置 を,PC工 が網 を通 して準 備 す る

・ 標 準 の相 互接 続 プ ロ トコール に よ
って そ れぞ れ の 速 度 で使 用 でき る 。

肋 全 米的規 模か ら世 界 的規 模 網 へ の 発展性

現 在 の計 画 で は 甲一 ヵル および 準 ロー カル 端 末 アクセ ス は全 米 主 要都

市 で利 用 で きる が,こ こ数 年 の うち に国際的 ア ク セス が可 能 とな ろ うざ こ

れ に関連 し,ARPAは 通 信衛 星 経 由 の国際 接 続 技 術 を開 発 中 であら 。 こ

の衛 星 回 線 に よ る国 際接 続 は,米 国 にお ける ゴジ ピュ一 夕 ・ユ_テ ィ リテ

ー23一

、



イ業 界が 実 質 的に活 動 して い な い夜 間 に,海 外 市 場 にサー.ビス提 供 を可 能

とす る経 済的 な手 段 となる と思 わ れ る。

{12}ト ラジザ ク シti.ン に立脚 した サ ー ビス 、t

パ ケ ッ ト交 換網 に よる伝送 形 式 は,た くさん の短 かい メ ッセ ー ジが1日 ・

中不規 則 な間隔 で送 信 す る必 要 の あ る トラ ンザ クシ ョン ・オ リエ ンテ ッ ド

な シス テ ムに とって 非常 に経 済 的 で あ る。現 在,こ の よ うな シス テ ム,た ・

と えば 銀行,証 券,オ ーダ エ ン トリな どの シ ステ ムは,既 存の通 信 シス テ

ムでは全 く経 済 的 な運 用 はされ て い な い。PC工 のサ ■・一ビスは,こ の よ う

な利 用分 野 の 著 しい成 長 を刺 け きす る と思 われ る。
人

(13}リ ソ ー・一－Pスの 相 互 利 用 、,Cl

PC工 網 内 のHOSTコ ン ビ ュ ー一夕は,加 入 者 相 互 の 同 意 に よ って,バ

ノ メ

ヅクア ップ とサー ビス機 能 を確 保 す るた め,コ ン ピュー タ、●リソー ス を相

互 に利 用 す る こ とが で き る。例 え ば,図 書 館や 大学 の蓄 蹟情 報利 用 システ

ムや航 空 会 社 の座 席予 約 シス テ ムな どに適 合 して い る。

っ ぎにPO正 絹 に拾 け る経 済 的 な 利 点 を例 を あげ て推 測 す る。

表]は,1千 万 ビ ッ トか らな る フ ァイ ル ・デ ータ転 送 に おけ る比 較検 討 結

果 で あ るが,非 常 に大 きな メ リ ッ トが あ る こ とが うかが え ま う。・また元 キ ャ

ッシ ュ ・レ ジス タや オ,一ダ ・エ ン ト リ ・シス テ ムの よ うな,多 くの 小 デ ータ・

ブ ロ ック を送 る必 要 の あ るシ ス テ ムの例 を考 え てみ る:仮 り'に毎 日100ビ

ラ トか らな る2,000ブ ロ ックの デ 一品タの伝送 を要 す る加 入 者 端末 の場 合,

商用 の ダ イヤ ル ア ッ プ電 話 交換 網 を利 用 す る とす れば約11時 間,専 用 線

・(5 、00マ イル,24時 間 ベ ー スの音 声 級 回線)で1日55ド ル(回 線 使 用

＼ 料 のみ)と な る
。 ま た 仮 りにDATRANの4,800BPS交 換 サ 一-t'ス を利

用す る と所 要時 間1.6時 間,費 用40ド ル(ト ラ ンザ クシ ョン当 り2セ ン ト

:・儒仮定)と な る。 これ をPC工 網 で伝送 す る とすれば ・1ト ランザ ク シ ョン

を2パ ケ ッ トと して ・1'日 当 りの費 用 は4～8ド ル程 度 とな る。 一'

以 上 の例 に示 す よ うに,!く ケ ット・交 換 網 は非 常に有 利 で ある 。 これ らの比

・一・・24－
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一較 計算 に お い て,端 末 接 続 に 要 す る経 費 は,・ い ず れの 場 合 も 含 め てい な い 。

5.市 場 と収 益 予 測

PC工 は 次 の よ うltデ'一 夕 伝 送 市 場 を 前 提 と して サ ー ビ ス を提 供 し よ う と 、

して い る。,‥ オ

・最 近 の調 査(注1)に よ る と
,商 用 リモ ー ト ・ア ク セ ス ・コ ン ピュ 一一タ 業

の1974年 度 の売 上 げ 総 額 は{4.4億 ドル と見 込 ま れ,'こ の う ち10～25

%(f44～5.60億 ドル)は デ ー一夕 伝 送 サご ビス に よ る売 上 げ と考 え られ

'
る。

ま た 別 の研 究(注2)で は,1972年 現 在,米 国 内 の コ ン ビュ ー一夕"&置

台 数 は6e,000台 で あ る が,こ れ が1977年 に2'倍,1980年 に は3

倍 に な る と推 定 して い る。 この うち,端 末 との デ ー タ 伝 送 を 必 要 とす る コ ン

ビ ュ ー一夕 の 割 合 は,1972年 に37%,1975年 に54%,198'『0年

に70%に 達 す る と考 え ら れ る。:1'

シ

そ の他 に,コ ン ピ ュー タ相互 間 で のデ ータ伝 送量 が,端 末 との 伝送 需 要量

より少な め に見 積 っ た とし て{5,PC工 の サ ー ビス市場 の規 模 は10～50

億 ドルの大 き さ と想定 きれ,こ の市場 は年 々25～40%増 の 速 度 で成 長す

る 。PO工 として は これ らのデ ータ伝送 市場 の5%弱 を獲 得 す る計画 であ

る。 ∵ ∵

'

(注1;)デ ー タ処 理 サ ー ビ ス 産 業,工nte「nationalDataOo「P・

に よ り行 な わ れ たADAPSOの 調 査(1972』)に よ る。

(注2)デ ー タ ・コ ミュ ニ ケー シ ョ ン市場,Fros七andSu'11ivan・

N.Y.(1972)。 ・"1'

6.網 開発 計 画'

PC工 の 網 開発 計画 は,'次 の'2っ の 段階か らな っ て いる。'

.-25一



第 ㌧段 階 は,シ ス テムを構 成 しサ ー ビス提 供 す るため の法 律 や制 度 の検 討,

既 存通 信事 業 者 か らの専 用 回線 の借 用 準備,サ ー ビス提 供 の ため の技 術 的計

画 の集 約,市 場 の 開拓 調 査 な どの実 施 段階 で,現 在,FOCの 認 可 に よって

ほ ぼ 完 了 した もの と思 われ る。

'第2段 階 は,具 体 的 サー ビス提供 に必要 な施 設 の 建 設準 備段 階 であ る。 も

っか ・ これ に 着手 した と ころ であ る。PC工 の 計 画 に よれば,FCCの 認 可

9ヵ 月後 には,最 初 の 加 入者 に対 しサ ー ビス提 供 開始 を予定 して い る。5年

.後 には,約100台 のHOSTコ ン ピ ュー タ と30台 のTAPを 建 設 す る。

第2段 階の4年 目には,収 支 が黒 字 に 転換 す る もの と想定 して いる。PC工

は,4年 目に お け る資金 繰 りは,こ の よ うに計 画 どお りに進 展 す れば,急 成

長 す るデ ー タ伝送 市場 の需 要 に充 分応 え得 る と考 え て い る。

ス そ の 他

(1)PC工 網 の デー タ伝送 料 金案 を表2に 示 す 。 このほ か接 続 上 の規 定 や条

件 な ど も・一 応 定 め られて い るが ・ これ ま で に パケ ッ ト網 運 用 の実 績や デ

'
:Bが な い こ とか ら,今 後 い ろい ろ な改正 を 要す る と思 わ れ る。

(2)第1図 お よ び第2図 の網 構 成 は,,こ れ ま での調 査 研 究 に も とつ くもの で,
ス ロ

確定的 な もの ではな い。

(3)PC工 として,州 あるいは都市相互間 の伝送路 を 自分で建設す る予定 は

ない。あ くまで既存通 信事業者 か ら賃借す る専用広帯域 回線 で構 成 しよ う

・ と して い る 。
'

なま㍉ こ うした パ ケ ット交 換 サ ー ビスの起 点 とな ったARPANETは ま

すます拡大発展 して おり・最近 は通 信衛星経 由の高速 ディジタル回線 をい

くつ かの地球局 で時分割的に使用す る国際 接続方 式の開発 を推進 している。

これに関連 して・米 ・国防省 は 日本の関係機関 に対 して も盛 んに働 きかけ

ている・ARPANET自 体は・純学 術的な目的でつくられているカ～黒 鍵 うな

動 きが・将来ρ国際間 商用パグット交換網Z溌 展を促進するものと考 えられる。、

、T26-
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遠隔地の端末

他 のPSPへ

(他 の 都 市)

注)

TAP=TerminalAccess

Processor

PSP=PacketSwitching

Processor

MUX=Multiplexor

－ 幹 線

PSP

MUX

PSP

TAP

公衆回線

接 続

TAP

pSP

RJE(RemoteJobEntry)

接 続(FullTime)

NOC

網 管 理

セ ン タ

RJE接 続 区域内公衆 専用線

専用線または 回線接続 接 続

公衆回線(FullTime)

区域 内公衆回線接続

加 入者/ユ ーザへの端末 回線

第3図PC工 網 の ブ ロ ック'・ ダ イヤ グ ラ ム

PSP

TAP

他 のPSPへ
(他の都市)

カス トマ ・コン ピュー タ

REJ端 末接続



伝 送 方 式 費 用 所要 時間

ATTダ イヤ ル'ア ップ回線
'

伝 送 距 離:tOOOマ イル'

己線輪 ㌫010烈 と仮定
195朽 レ 約9時 間

■

、日中料 金 に よ る.

音声級専用回線
`

全 二重方式, 66ド ル 2～ ろ時 間

伝 送速 度:4,800BPSと 仮定
(1日 当 りの賃借料)

回線利用効率:25%

PCI網

20～40ド ル 4-20分 間

(月々のデータ伝送

量に衣存)

●

表11千 万 ビットのフイイル ・デーータ転 送 に

要す る費用 と所 要 時間 の比 較

1ケ 月 の デ ー タ 伝 送 量

hayPacke七(月 ～金 曜 日の 毎 日8時 か ら20時 の

間 の 送 信 パ ケ ッ ド)

始 め の150万 パ ケ ット

つ ぎ の150万 〃

〃300万"

〃 ろ00万"

そ の後 の 追 加 パ ケ ッ ト

Nigh七Packe七(DayPacke七 以 外 の

時 間 の送 信 パケ ッ ト)

始 め の150万 パ ケ ッ ト

つ ぎ の150万 〃

〃500万 〃

〃300万 〃

そ の 後 の 追 加 パ ケ ッ ト

1パ ケット当 りの料 金

O.004ド ル

O.0055"

0003"

O.0025〃

O.002〃

O.002ド ル

O.00175"

O.0015"

〔ユ00125"

O.001〃

略

表2PCIの デー タ伝送 料 金案

一30一



工TIPSCen七 〇rジ=[BMcorP

》

'

訪 問.日:昭 和48年11月27日

所 在 地 ○ユdOrchardROad,ArmOnk、NewYOrk10504

面 接 目:吐.Jo㎞w.Johhson,Managr,Da七aNe七work

Opera七iOns.

、

1
1__..一_一__

ゴ 概'要'

‡BMA・ 皿 ・nkば,エBMW・r・d'Trad・C・ 、rp・r

・ti・nの 本社機構 であり・事務機頸pr・ ㌃ 魂 醐 門鋼 やとする

各事業部 門の管理中枢を なして い る。当詞章団の往訪に際 して は,以 下 に述 べ.
ら ヒ 　 イ

る よ うに 管理 メ、ッ七一 ジの 中継 お よび各 種 デー タの収 集,配 布 を 主 要 目的 と し　
だ 工TPS(]二n七erna工Te工e-ProcessingSys七

em)シ ス テ ム を 中 心 と し た説 明 が あ っ た。

■

fiITPSの 任 務 、

工TPSに 課 せ られ た主 な任務 は次 の とお りであ る。

① メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング

'取 扱 い メ ッセ ー ジ量 は5万 通/日

② デ ータ の収 集 お よび配 布'

③ 国 際間 デ ー タ伝 送

各 国に 散 在す る工場P憤 た は営 業 所問 にお いて バ ル ク 。デ ー タ(20～

-31-
《
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300万 字)の 伝送 を行 う。 月当 り約7000件 。

④ コ ミュ ニケ ー.シ ョン 。サ ー ビス

Ar皿onk事 業 所 内 にお け る社 内通 信 サ ー ビス ,広 報 活動,出 版 業務

を含 むσ'

皿ITPSの シ ステ ム構 成

1.シ ス テ ム基 本 構 成

ITPSシ ス テ ム は 基 本 的 に は
,メ ッセ ー ジ 。ス イ ッチ ン グ網 を コ ン ト

ロ ー ル す る 工BM360モ デ ル50シ ス テ4と バ ル ク 。デ ー タ網 を コ ン ト

ロ 一-Aiす る 工BM370モ デ ル]55シ ス テ ムか ら構 成 さ れ る
。 モ デ ル

50はTS[PS(Te■eprocessingSupP・r七Pr'

oceSsOrSy
,s七 θ 皿)と 呼 ば れ る ソ フ トウ ェ ア で ア ク セ ス さ れ'

る 。 ま た ・ モ デ ノレ155はOS(MVT-2tア)下 で 運 用 さ れ
,① デ

ー タ収 集(10種 類)
・ ② 報 告 書 作 成(40種 類),③`バ ッ ク グ ラ ウ

ン ド作 業,④ 広 帯 域 回 線 制 御 等 を 行 う
。 両 シ ス テ ム は 相 互 に 接 続 さ れ,

そ の ア ク セ ス に はBTAMが 使 用 さ れ る 。 、

以 上 を 図示 す れ ば,第1図 の とお りで あ る。

φ

1

◆
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'鳥

:『で 』

i'

S560/50

(TSiPSう

Message

Swi七chir19

NetwOrk

BuユkDa七a

Ne七work

S570/155

(MVT-2.1.7)

(機 能)

① デ ー タ収 集

② レポ ー ト作成

③ 通 信 制御(広 帯域 回線)

④ バ ック.グラン ド処理

第1図 システム基本蹴(エTlps)

..」 一ぷ

,

,.

'

2.ネ ソ ト ワ ー ク 構 成

(1)ネ ッ トワ ー クi基本 構 成

こ の ネ ・ ト ワ ー ク は・ 海 底 ケ ー プ ・レま た は サ テ ライ ト回 線 に よ り
.,ア

メ リカ 国 内 を は じめ と し,ヨLロ ッパ,中 近 東,東 南 ア ジ アお よ び 南 テ

ぼ

メ リカ を カ バ ーす る全 世 界 的 な ネ ッ トワ ー クで あ り,'基 本 的 に は メ ッセ

ー シ 。ス イ ッ チ ン グ の た め の ネ ッ ト ワー ク と バ ル ク ・デ ー タ 伝 送 の た め

の ネ ッ ト ワ・一 ク か ら 浸 る。

(a)メ ッ セ ー ジ 。ス イ ッ チ ン グ 用 ネ ッ ト ワ ー ク

こ の ネ ッ ト ワ ー ク は,ア メ リカ 国 内 は も と よ リ ヨー ロ ッパ
,東 南 ア

ジ ア ・ 南 ア メ リカ 等 広 く世 界 に 散 在 す る 工BM 、WTCの 事 業 所 に メ

ッセ ー ジの 中 継 を 行 うた め の ネ ッ ト ワ ー ク で あ り
,主 た る区 間 は 海 底

グ ー ブル ま た は サ テ ラ イ ト回 線 を 時 分 割 で使'用 して い る
。 こ の ネ ッ ト

ワ土 クの概 要 を示 せ ば,第2図 に 示 す とお りで あ る
。
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1

、

旧 バ ル ク ・デ_タ 伝 送 用 ネ ッ ト ワニ ク 「'一

と の ネ ッ ト ワ_ク は,工i'TtpS'セ ン'ごタLを 中 心 に,ラ ソ リ カ国 内,

'

東 京;ブ エ ノ ス ア イ レ ス,リ オ デ ジ ャネ ロお よ び ロ ン下 ン め 事 業 所 を

・中 高 速 回 線(12σbbpsO'2400bps
,『7'2'00b:p'sま た

tt'4。.'8k'bp,)酷 ん ぴ 硫 あ り';工 酬 まーた は噛 と研 究 所

間 で バ ル ク ・』デ ー グ を 伝 送 す るた めに使 用 さ ㎡ る。・第3図 に ごゐ ネ ッ

,・。 一亮 糎 嶽 す。'∵'㌍ ・
`・

し̀

W

,一 一 ～

－w
、、。。bミ＼

ピ
　

べ
⑳

ア メ リ カ 国 内

地 ・ 区 ・・

工 丁[Ps

セ ン タ ー

鐵 ㌶i
7200bps

(Armonk)

,一_,一.ノ ＼ 、、。。bPS

2400bps

ミ人1

㍉
9

鋳 ろ図 工T王)Sバ ル ク 。プ 一 夕 伝 送 ネ ッ トワ ー ク
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{2)東 南 ア ジ ア地区 ネ ッ トワ三 ク

東 南 ア ジア地 区 ネ ソ トワ ークは,図 一4に 示 す とお り,東 京 お よ びマ

ニ ラを 中心 と し放射 状 に展 開 されて い る。 東京 に は,工TPSセ ンタ ー

喘 醐 燥 鮭 置 が 羅 され 躰 国 内 に所 在す る 時 業所 を結 ぶ サ ブ.

セ ンターを 構 成 して い る。 ここに東 京一 工TPSセ ン ターを 結 ぶ2400

b .Ps回 線 は,①1200bp6×1,②150bPs×9の 合 計

10チ ャン ネルに 分割(時 分 割)さ れ る。1200bpsチ ャ ンネル は

バ ル ク 。デ_タ の伝 送 用 と して,ま た150bpsチ ャン ネル は・工BM .

1050デ ー タ通 信 シス テ ム用 と して使 用 され る。 ま た マ ニ ラは,台 湾,

香 港,シ ンガ ポ ール,シ ドニ ーお よびバ ン コ ックに設 置 さ れ た テ レ タイ

プの 中継 セ ンタ ーを構 成 し,東 京工 場 を 経 由 して い る 工TPSセ ン ター

に接 続 され る。

b

♪
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へ
,追

■
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工TPs

(C';P-U.)

京

)
東
嬬

東
曇十ア(

東 京

太 平洋
地区事

150bPSA

150bp白

東 京

(コ ンセン ト

レ一夕)

150150

bpsbps 藤 沢

(工 場)層・

751rps台 湾

マ ニ フ

中 継

セ ンタ

.藤 沢

(工場)

ジ ア)

憲東事務所

藤 沢

(研究所)

第a図 東南 ア ジア地 区 ネ ッ トワーク
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(3)南 ア メ リ カ地 区 ネ ッ ト ワ ー ク

南 ア メ リカ地 区 ネ ッ トワーク は,ブ ラ ジ ル の国 際電 気 通 信運 営体

EMBRATEL(EmpesaBrasiユ θiraDeTe

■ecOmunicacoes)を 介 し,ブ ラ ジ ル ,ア ル ゼ ン チ ン,ぺ
`'、

ル ーお よび コ ロン ビアの 各事 業 所 に展 開 され て い る。EMBRATEL

と 工TPS#ン タ ーは,NewYorkRCAお よ び 工TTを 介 し

て 結 ば れて い:るが,ア メ リカと ブ ラ ジル両 国間 を結 ぶ 国際 回線 に は,音

声級 サ テ ライ ト回 線2回 線 が設 定 され て お り,.2400bps×2チ ャ

ン ネル(バ,ル ク 」デ ー タ伝 送 用)お よび低 速 回 線(25bps×1 ,

150bP"S'×2)× ろチ ャン ネル(テ レ タ イプお よび1650デ_タ

通 信 シス テ ム用)に 分 割(時 分 割)使 用 され て い る。

この概 要 を示 せ ば,第5図 の とお りで あ る。

し

工'

'

'

ろ

▲

一38一



〉

一●

■

`

'

RdA・

NθwYbrk

、

`

,rl磯 跳 `「.

」

'㌦
・

'

`1

L
.'

r(560/5工丁・IP.S・)P

1.卜1 ll

㌧ ・".・

.

こ1・

ー
L .、

12『7051
〉

'

㌧ ㍉,:㌃ ・""

バルク ・データ

(フ江ノスアイレス)

』
バ)レク ・デニタ

(リガWネ 由

・1050端 末'

1

テレタイプ端末 、

幽
1..

.

、

RCA口

:

、

|

、(地 ヒ即

.磁 、

ち
/ ,1

・ビ ・ 工TT回 線
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へ
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25bps2400bps

/'iO502701ペ ル ー27011050
ノ勢 ク 。デ ータ(TTY)ノ9Lク 。デ ー・,e＼

_ノ

ボゴタ

(TTY)
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(TTY)

150bps

第5図 南 ア メ リカ地 区 ネ ッ トワー ク
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＼

ン

(4)ヨ ー ロ ッ パ 地 区 ネ プ ト ワ ー ク 、.、

・ ・ .『'・ ・,「 ・ ・`

・一 ・ッ・W区 ぶ ト㌃ クは・ ・ン ドン近郊のHavan七 臨 け

'tら れ た セ ン ター内 のETS .(EurOpeanT6Lecommun

i・ati・nSy'・t
.9M)を 中心 と して展 齢 描.エTPSセ

'
ン ター とETS間 に は,海 底 グ ーブ ルお よびサ テ ラ イト回線(共 に

ll200bPS澱 定 されて 鋤 ・・第 ・図に示す よ'うな轍 の下崎

割(時 分 割)使 用 され そ い る『。 なお,こ の図 か らもわが る とお り;両 者

を結 ぶ ・れ らの高 速 醜 は ・ エTPSシ スパ のみ・訂 ず・ATS

(Ad▽ancθd工nfOrmatiOnSys七 θm十'人

事 管 理 用 検 索 シ ス テ ム),0.EじS(CECommunica七iOn

Sy日 七em),RETA工N(RemO七eTechn
,ica■

Assis七ancθ'and工nforma七10nNe七wo

・k),EPエC('E'kt・'nd・dPar七 ・ エn▽ ・n七 ・y

、

Con七rO■)ジ ス テ ム等,数 多 くの シス テ ムの伝 送 路 と して 共 用 さ

れ て お り,分 割装 置 を用 い た経 済 的 な ネ ッ トワ ーク を構 成 して い る。

'

参

…惰

4

、

、

一40一



'芸

吾

、

'

■

L

^【 ㍗

(WhitePlane)

注2)

CECS

(WhitePlane)

注4)

EPIC

〈Dialuq)

(SterlingForest)

EPIC/AIS

(Dialup)

150bps

150bps

150bps

150bps

150bps

150bps

150bps

150bps

150bps

150bps

150bps

注1)RETAIN

)

)

)

2

3

4

CECS

FIS

EPIC

S360/50

TSPS

モニ タ「

T-20

(Armork)

モ テ"ム
ISS

50bps

(FrenchCable)
7200bps

モ ア ム

(ISS)

T-20

(Respond)

S360/50

ETS

(Respond)

50bps

2400bps

2400bps

2400bps

2400bps

注1)

PETAIN

370

Raleich
、

工 場

法1)

RETAIN

注2)

S360/50

RETAIN/CECS

－RemoteTechnicalAssistanceAnd

InformationNetwork

-CECommunicationSystem

-AdvancedInformationSystem

-ExtendedPartInventryControlSystem
/

第6図 ヨ ー ロ ッパ 地 区 ネ ッ トワ ー ク

⑯
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も

㈲ 端 末 システ ム

エTPSシ ステ ムを構 成 す る端 末 と して は,テ レタ イプk・よ び1050

デ ー タ通信 システ ムが 使 用 されて い る。1050シ ス テ ム を例 に そ の使

用台数 を示 せ ば,次 の とお りで あ る。

(a)ア メ リカ国 内地 区一500台

(b)ヨ ー ロ ッパ地 区 一72台

(C)日 本 地 区 一6台

(d)南 ア メ リカ地区 一7台

㈲ そ の他(カ ナダ,メ キ シ コ,プ エル トリコ等)-6台

'◆

ψ

WITPSに お け るア プ リケー シ ョン

1.OPに おけ るOrderEntry

工TPSが 扱 うデ ータ の1つ に タ イプ ライタ ー,検 索 機器 等 を製 造,販

売 す る事務器 部FIOIP(Off'iceProduc七Div.)Uak・

け るOrderEn七ryが あ る。営 業所 か らのOrderEn七r

yは 工TPSを 経 由 して 事務 器 部 門 の本 社 に集 め られ る。 本 社 は,こ れ ら

の デ ー タに基 づ き,事 務 器 部 門 の工 場(例:1」exing七 〇n,Aus

七in工 場)と 調 整 を行 い,① 長 期配 送 計画,② ピー ク指標 等 の作成

を行 う と共 に,事 務 器部 門 のOrderEn七ryの 一 元化 を はか って

い る。 以 上 の関係 を示 せ ば,第7図 の とおplで あ る。

¶

▲
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㌧

営 業 所

1050端 末

事務器部門
本 社

(LeXi耳9七 〇nAustifi)

第7図 事務器 部門におけ るOrderEntry

,

2.Pub■ica七iOnsOr(lerEn七ry

,工TPSは,営 業 所,工 場,,WOrユdTradθ か ら エ ン ト・リ さ

れ る マ ニ ュ ア ル 等 の 各 種 出 版 物 に 関 す るOrdθr'En七ryを 扱 う 。

こ れ ら の デ ー タ は 工TPSを 経 由 し て,出 版 物 の 配 送 セ ン タ ー(メ カ ニ ッ

ク ス バ ー グ)に 集 め られ,'必 要 左 処 理 力涜 さ れ る 。 こ れ ら の 関 係 は 第8図

に 示 さ れ る 。 ㌦'・;'・.・ll:'t、...,1.

.II三 ぷここ ぺ ・i・' ,.、:tt.il"1'1..tt

心,.悟'一':」 ン;ξ,;
倉
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Worユd

Trade

(echan'csbUL「gP

♪
▲

〃

第,i:"』 ・三ub、i,ati。n'S・ 。d。rEn・ 。y・

な お,こ の ジ ス テ ム の 採 用 に よ り① コ ス ト節 減,② 配 送 時 間 の 短 縮

③:Q・rdθr/'E'n七ryの 準 一 元 化,,④ ピ ー ク の 均 等 化 が 実 現 し た。

5..工 ・nforma七ionRθcordsDi▽ に お け るOrder

Pr・oces$ing.,

工.TPSの 扱 う処 理 の1つ にO‡ ・de .『r処理 が あ る が ・ そ の]例 と して

工RD(工nforma七ionRecordsDi.v.)に ま『け る

Ordθr処 理 を示 せ ば,第9図 の とお りで あ る。 こ の 場 合 工TPSを 利

用 す る こ とに よ り,① 限 界 オ]ダ ・ス ケ ジ ュ ー ル の 作 成,② ピ ー ク の

均 等 化,③OrdθrEn七ryの 一 元 化,④ 報 告 書 類 の 複 雑 な 編

集 等 が 可 能 に な っ て い る 。

!

}
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、∀

戸
〆

9

第9図

記 録 媒 体

部署q(工RD、

処 理 シ ス
ア ム

Order処 理(工nformatiOnRecOrdsDiv)

4.EmergencyPar七sOrder:1,Pg

Em町9鱒 ・yPa .尊 βO・d・r,ingは ・Fi・ ■d

恥 鰺 麺 鯉 口ngD・,i▽ ・踊 け るア・プ リケ三,シ ・ンのPで あ

り,コ ・強 、SにFi・ ユd、En誤}、peeringDi▽ ・の ・ ン ピ
　さ ド ミヘロ

L－ 夕 浸 ス テ ム(サ ー・一劾 フ オ・・一 以Dと ア メ リ週 内 ・ ・ヶ所

に散 在 す る営 業 所 お よび配送 セ ン ター(メ カ子 ック己 バニ .ク.)を 結 びつけ

た もの であ る。 そ の概 要 は第]0図 の とお りであ るが,こ の シ ス テ ム を利

用す る こ とに よ り次 の よ うな効 果 が期 待 で きる。

① 数 多い 局地 的 な在庫 を1つ の 在庫 に集 約 で きる。

② 応 答 時 間 を短 縮 で きる。

③ オ ー ダ/ア カ ウンテ ィ ング業 務 の手 続 を 自動 化 で きる。
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び

セ

一

業

よ

送

タ

営

お

配

ン

1050

回

FED(Fieユd

ErgineeringD

iv)処 理 システム

(機能)

① 工n▽en七ry

②Re-Ordering

③AcknOユedgemen七

④Accoun七ing

中央 配 送 セ ンタ

(Mechanicsburg)

.
十

」

第]o図 Emerg・n・yやar七 ・O・d・ring

5・CashMana
.gemeヰ 七'・ ～'.・

このアブ!だ 三 河 清 川 訓 示すと鋤 ・エTPSに 眺

'てCashMarla
g砂 面en七 ・System),銀 行,支 払 者(例;

本 社,工 場 プ 研 究所)お よ び受 領者(例;部 品 メ ー カ)を 結 びつ け た もの

であ り,必 要 費 全量 の 把i露 関 連 銀 行 内 で の必 要 資金 の流通 管 理 等 を通 し

最適投資計画の作成を行う

・t

－一一4'6一



(現 金支払側)

一
一
6

CMS(Oash

nagewen七S

(関 連 銀 行)

第11図CashMana,gemen七

VITPSの 将 来計 画

工B跡 現 在・ ア川 掴 内 曝 閉 してい るシステムの主要 な もの として

次 の3つ が あ る。 ノ ー

① 工TPS(工n七er・naユTeユe-
.ProcessingSy

S七em)

工BM570モ デ ル155お ・よ び モ テ ル50を 中 心 とす る シ ス テ ム で あ

り,メ ッセ ー ジ 。ス イ ッチ ン グ,デ ー タ 収 集 お よ び 配 布(国 際 間 デ ー タ 伝

送 を含 む 。)等 を 行 う。

②AAS(AdvahC・dAdmini・Strati▽eSy。 七・m)

工BM社 内 事 務 処 理 の 合 理 化 を 目指 して 開発 さ れ た シ ス テ ム(工
.BM

360モ デ ル85を 中 心 と レ た構 成 で あ り' ,,

一4～7一
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受

製

会

保

人

切

切

、q

Φ

旬

注

品

計

守

事

処

管

処

管

管

理

理

理

遅

遅

等 に関連 した機能を もつ。

③FSS(Fie■dSupPor七Sys七em)

工BM570モ デ ～レ175を 中心 とす る シス テ ムで あ り,保 守 エ ン ジニ

アやSEに ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェアの技 術変 更 に 関す る最 新 の情 報 や

保 守 に必要 な各 種 の情報 等 を マ ニ ュア ル,ブ リテ ン等 に代 って提 供 す る。

これ らの システ ム は,各 システ ム単位 で分割 多重 化 技 術 等 を十 分 に駆使

した経 済 的 左ネ ッ トワー クの実 現 に つ とめて い る。 そ の1例 と して 工TPS

ネ ッ トワー ク構 成 の一 部 を第12図 に示 す。

(端 末側)

工TPS

(アーモンク)

4800bps(C2)

(端 末側)

、(セ ンター型)

4'800Pt)s(C2)

(16チ ャンネ几に 分 割)

(ロスアン噌 レス)[1]DM(シ カ ゴ)

(端 末側)

第12 分割 多重技術の使 用例「

一48一

◆

〉

3
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しか し現 段 階 に おい て は,こ れ らの配慮 は,あ ぐま で も個 別 シス テ ム内

に と どま って お り,各 事 業 所 は,三 つ の シス テ ムに 結 ば れて い る。 との接

続 概 念 図 を示 せ ば,第15図 の とお りであ る。.

'ξ

,
●

工TPs

(S570/155)

AAS

(Sろ60/85)

FSS

(S57〔 〕/175)

1050(工 丁王≡)S)

2260(AAS)

2740(Fss)

第13図 シズ テム展開概念 図(現 況)

'

⑨

工BMは,こ う した ネ ッ トワーク の経 済 性 左 らびに効 率 を さ らに高 め る

こ とを 目的 に,集 線装 置 の導 入 を 中心 に伝 送 路 の共 用イピを 自指 すCODN

(C・ncentrat・dC・rp・ra七edbatia""N・t

・w'ork)と 呼 ば れ る ネ'・7トウ ーク の展 開 を計 画 して お り;1974年 末

ま でに は,そ の実 施 に入 る予 定 で あ る。'tt

CCDN計 画 の概 念 図 は,第14図 に示 す とお りであ る。
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.工TPS

(S57亡 レ/155)

AAS

(S560/85)

FSS

(S570/175)

(ス タ ー リング ・フオレス ト)

3705
'(亀 励55)

シ 刀 ゴ

ロ サ ン ゼ ル ス

オ ハ イ オ

3270

制御装置)

カンサえジテ ィ

その他

(表示装置)

(印屈凝置)

6

■

第14図 CCDN概 念図

この計 画 に よれ ば・ シ カ ゴ,・ ス ア ンゼ・レス 純 び オハ イオ の3ケ 所ua

サ ブ Φセ ン タ ー を設け 集線 装置(工BM9705ま た は 工BM370モ デ

ル]55)を 導 入 す る。各 セ ン ター とシ ステ ム(工TPS,AASお よび

FFS)は ・ 伝 送 制御 装 置(工BM3705)を 介 し
,高 速 回線(19.2

Kbps)に よ り結 ばれ る。5台 の伝 送 制 御 装置 は 相互 に接 続 されて お り,

障 害 発 生 時?代 替 ル ー トの提 供 を 可能 に して い る
。,ま 牟各事 業所 に は 工B

M32 ・Z・i・・情鞭 示 シス テ ム(制 織 置597]
.,妄 示鑓 ・・277転

び印刷 装 置5
,286よ り構 成)が 導 入 され,t－三2の シス テ ムの共 用 端末 と

して使用される;熱 線 シ1テ ムとサブ ・㌣ タ端 敵 髄 嘩(・8・ ・bp・)

が設定され 工TPS・AASお ・よびFSSシ ステムの共用伝送路を構成する
。

以上c⑪N調 の糠 を述 べて きたが,"本 員順 繰 淋 伴fi・A伝送路

お よ び端 末 シ ステ ム の共 用化 に よる伝送 系 コ ス トの低 減 が期待 され る
。

、

▲
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調査団 はCOst-・11プ ロジ ェク トの 内容 に つ いて調 査 す るため,イ ギ リス

国立 物理 研 究所 を訪 ね,プPジ ェク トのDirec七 〇rで あ るNPLのMr・ ・

D.Barb・ ・に 会 うと と もに,NPLの ・シ ピ.一 夕 ・サ イ エンス 部 の 部長

で あ るMr.D.Daviθsに も会 う こ とが で き,NPLで 稼 動 中の パ ケ ッ ト交

換 実験 網,NPL.DataNetwork(DCN)の い くつ か の ア プ リケ ー シ

ョン につ い て デモ ンス トレ ー シ ョン を見 る機 会 を与 え られ た.両 氏 と もパ ケ ッ

ト交換 に 蘭す る世 界的 な 権威 者 と して 有 名 で あ る。 か ってDavieb'Ekは 数 年 、

前 に 日本 を訪 れ,・ コン ピュー タ研 究 に関 す る講 演 をされ た経 験 が あ る。

概 要 二. .・

COSTグ ・レー プ とは,C・ 一 ・P6・a七i・nEUr・P6・nn・d・n・

leDOmainedeユaRθcherchScien七fiquθ θt

TθchniquO酬 で・欧州」2照 の合意は つ1結 成さ・れた委員会であ

る・この委員会口 鱗 の高度科聾 編 発計敵 つらて・欧州の協力㈱ を

提 案 す る役 割 を持 っ て 吟 る.t .、・.1、

科学技術醗 のためのい くつかの7㌣ エク トカシE[E.CのWOrking

Groupに より1969年 に提 案 さ れ た 。そ れ らのi提案 に基 づ き,専 門家 グ ル

ープが 設 定 され 共同 開発 計 画 を実施 に移 す た めの ,具 体 的 な プ ランの 作 成 が 依

頼されるとζ紮 ㌣ た・

Project11の 専 門 家 グ ・y.一 ブ は,コ ン ピ ュ ー タ聞 の 情 報 通 信 の 問 題 を'

蜘 す泣 めば 験㌃ 細 微 亘 ることを躁 した・これ噛 する齪 は

1971年11月 に ブ ラ ッセ ルに お い て調 印 さ れ,参 加 国 と して フ ランス,イ

タ リー,ノ ール ウェ ー,ポ ル トガル,ス イス,ス ウェ ーデ ン,イ ギ リス お よび

ユー ゴス ラ ビヤ,そ れ に 欧 州 原子 力 共同 体(Eurotom)が 加 わ る こ とに な

っ た。ECの み な らず,EFTA加 盟 国 とそ の 他の 国が これ に 入 っ てい る。

この勘 定 は,19フ5年2月 に発 効 に な り参加 国代 表 を もって構 成 す る,実

際 上 の実行 権 を有 す る計 画 運営 委 員会 と,付 随 す る技術 審議 グル ープ を発 足 さ
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Cost11'P「oj・ectす な わ ちTheEuropeanエnforma_

ticsNetwork(別 の 略称E工N)の 目的は,次 に 説 明す る内容 を持 っ

てい る。異 っ た欧 州 の国 々に設 置 さ れ てい る電子 計算 機 シス テ ム も し くは セ ン

タ ー を互 いに連 結 し,..それ らセ ン タ間の 迅速 な情 報 交換 を可能 にす る。 これ に

よ り複 数の コン ピュ ープ を有 機 的 に結合 して,・ユ ン ピ ゴ 一夕 ・ネ.ッ トワーク を

形 成 す る際,予 期 され る いろ い ろな 問題 を共 同 で研 究 す る便 宜 が 得 られ る。

実験 テ=タ 網 は,セ ン タ間 の コン・ピュ 一夕… リツ ⊂ スの 共 同に 関す る実験 を

促 進 じ,1異 なっ た地 点 に 置か れ た二 つ も し ぐはそ れ以 上 の コン ビ斗 一完 と乏 ロ

グ ラ迫 間の 通信 方法 と標 準 を 設定 す るのvg役 立 っ こ どに な ろ う。渓 験 網 計 画 は

最初;フ ランス,.イ プ リー,ス イス痴 イ・ギ リス を結 ぶ もの ど して発足 す る予 定

で あ る。(第1図)一

さ らに実験 網 は,.各 国 のPTTで 計 画 中 の デ ジタル ・.デ一夕網 に 関す る比較

検 討 と,討 議 の場 を提供 し,国 際 間の コ ン ピゴ→.タ ・ネ ヅ トワ・一クで実 際に 当

面す る矛 盾 を解 決 す る手 助け を もた らす もの と期待 され る。 ・

一も う一 つの 目的 は,他 の コン ピュータ ・ネ ッ ト ワー ク計画 の プ ラン ナ ーな ど

とプ 自由 な討論 が 行 な われ る・こ とに よ り,互 換 性 の欠 如が 結 局 他の ネ ッ'トワ ー

ク との相互 接 続 を阻 害 す る と云 う不利 益 を極 力 回避 す る方向 一に努 力が 向け らぶ

る点 で あ る。

4

詳 説

1.ネ ッ トワニ ク.の構成

E工Nは コ ン ビュー一・B.・シス テ ム間 を結 び つ け,単 独 の コン ピュ ータ で は

達 成 し待 ない機 能 を提 供す る もの で あ るが,全 体 の ネ ッ トワーク の 甲 で通 信

ネ ッ トワー クは サ ブ ・ネ ッ トとみ な し,別 個 の カテ ゴ リを持 つ もの とす る。

これに 似 た 考 え方 に,米 国 国防 省 のARPAネ ッ トワーク とイ ギ リス郵 政

公 社のEPSS(Experiment.alPackθ 七.Swi七ching,
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Sestem)が あ る。ARPAネ ッ トワーク との協 力 は行 われ るが,E工N

の特 徴 は異 法 っ たい くつか の 欧 州 の国 々に またが る シス テ ム ・ネ ッ トワー ク

を 目 ざ してい る もの であ り,お のず か らARPAと は異 な っ たい くつか の 内

容 を 持つ と とに な ろ う。

共 同 利用 の 詳細 に つ い て は,結 論 に達 して お らず,今 後 の研 究 に まつ と こ

ろ が 多い が,今 後 の 進 展に そ なえ て通 信 サ ブ ・ネ ッ トは十 分 な融 通 性 を持 た

せ る有 力 な方 法 の一 つ と して,通 信 コ ン ピュ ータ(NSC':NθtwOrk・

SwitchingCθnter)の 設置 が考 え られ る。通 信 コンピュータは,参 加 国に よ

り指 定 され たそ の国 の コンピュータ ・センタの近 ぐに設 置 さ れ る もの と して,そ

れ らを含 め てNa'tionallNOdaユConterと 名 付け る。NSCに 結合 され る

、コン ピュー タは,必 要 に応 じてその数 を増 や す ことが で き る。

NSC間 の通 信 回線 は信頼 性 を確 保 す る ため,迂 回ル ー トを設 け て メ ッシ

ュ構 成 す る。;情報 交換 の 手 段 として パ ケ ッ ト交換 方 式が採 用 され る。

通 信 サ ナ ・ネ ジ トはジ コン ピュ 一夕 共 同利 用 の情 報 通信 の み な・らず;通 信

技 術 に 関す る各 種 の実験 を行 うよ うに す る。;この ため,NSCの ハ ー ドウ ェ

アお よび ソフ トウ ェアは 変更 に 対 す る融 通 性 を持つ 必要 が あ る。 それ と同時

に,通 信 ネ ッ トワ ークの作 動状 況 や トラ ヒ ック につ いて,'で き る限 りの統 計

・的 デ ータ を作成 す る ことが要 求 され る
。 『:』∴'い

通信 ネ ッ トワ ークの監 視 と制御 も重 要 な課 題 で あ る。 この 目的 の た めN.OＬ

C(NθtWorkContrOlCentθr)を,サ ブ ・ネ ッ トの 管 理体 の

'所 在 地 に 設置 す るSl'

2.通 信 サ ブ ・ネ ッ トワーク とNSC:1"

1そ れ ぞれ の 国 に設 置さ れ たNSCに は ,利 用 者 コ ン ビ=一 夕が結 合 され る。

そ の 他 に,多 数 の 端 末 とコ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ーク間 で情 報 の や りと りが

で き る よ うにTP(TθrminaユProqθSSOr')と 呼 ば れ る ミニ ・コ

シが 結 合 さ れ る。 また,他 の ネ ッ トワ ーク との相 互 接続 が 必 要 な場 合 に はG

E((}a七ewayEXChangθ)と 呼 ば れ る中間装 置 が 置 か れ る。(第2'

-54一

σ

}

▲

も

由



{

●

↓

`

図),

NSCの 基 本 的 な 機能 を 列 挙す る と次 の通 りであ る。

-NSC間 の高 速 伝 送 路 の制 御

も一－NSC間 の 情報 の 送 受信

一 通 信 サ ブ ・ネ ッ トと利用者 コ ン ピュー タ聞 の 情報 の 受け 渡 し 一

、 一.同 じNSCに 結 ば れ1コ/ゼ ユ一夕間 の情 報 の受け 渡 し

一 網 作 動 状 況 お よび トラピ ック ・デ ータの 収袈 …,,::,

ネ ッ トワーク全 体 と して考 え た場 合,コ ン ピ ュ三夕亘 セ ン タ間 の 情 報 の や

り と りは,可 変 長 パ ケ ッ.トで行 なわれ る。 しか しNSC憲 利 用者 コンビ 与 一

タ間 で は,定 長 も し くは 可変 長 の パ ケ ッ トも し くは メ ッセ ー ジの い つれ で も

よい と考 え られ る。 した か っ て,NSCは 二 つ の機 能 か ら構 成 され る"ごとに

な ろ う。Da七aExchangθ とPackθtSwi七chが そ1れで あ るるこP

Sは 他 のNSCと の間 の 情・報 交換 に関 与 し,'DEぱ 利用 者 コ ン、ピi、一夕 とN

SCと の 情報 転 送 に 関.与す る。 必要か あれ ばDEで メ ッセ ー ジ とパ ケ ッ トの

間の 組 み換 え を させ る こと もで きる。 たSし,こ の 組 み換 え に 附随 しセ 問題

か ない わけ で は な い。

5.伝 送 路 と イン タ フ ェース

い つれ のNSC問 経 路 を通 った場合 で も,利 用者 コ ン ピュ ータ,聞の 伝統 系

統 を簡略化 して考 え て み る と,第5顯 の よ うに な る。伝送 路 上 に おい て,い

くつかの イン タ フ 、ニース ・ポ イン トと制 御手 順 か 関係 す る。^'

。1-1はNLSCと 通 信 回 線 の 間 の イン タ フS'ス であ り,事 実 上 モ デ ム ・イ

ンタ フ ェース とな る。'

。工一2はNSCと 利 用者 コ ン ピュー タの 間 に挿入 さ れ るア グ ブ4と サ ブ ・
、

ネ ッ トを結 ぶ イ ン タフ ェース で標準 化 の 必要 が あ る。

。工一5は 利 用 者 コ ン ビュ ー・:一夕の チ ャン ネル とネ ッ トワー ク をマ ッチ ン グさ
,,、;'・1t

せ る もので 相 互 動1乍が重 要 とだ る。

。PsnはNSCと 利 用者 コ ン ピュータ聞 の制 御 手順 。

-5r)一



aPnnはNSO相 互 間 の通 信制 御 手 順

・PSSは 利 用 者 コン ピュ ータ間 の制 御手 順 。

NSOに は最 高4チ ャン ネル の高 速 伝送路 と接続 端 子 か設 け られ る6高 速

伝 送路 に はパ ケ ヅ トが 多 重 化 さ れた 形 で のせ られ,回 線 の伝 送 速 度 は場 所 に

より,2.4Kか ら150Kbpsの 間 で適 当 な速 度 が 選択 され る。回 線 と して

は,電 話級 回 線,広 帯 域 伝 送路,'も し くはCEPT標 準 の52タ イムス ロ ッ

トPCMチ ャン:ネルの 一部 が使 われ る ことに な ろ う。

NSCの 高 速 伝 送 側 チ ャ ネルに は,ビ ッ ト直並 列 変換,フti-一 一'ミング ・'バ

イ トセ コマ ン ド解 析,,チ ェ ック 用のCRCキ ャ ラクタ処理 それ にテ ス トめ機

『能
が 持 た され る。

4.洛 国 の 参・加 セ ン タ と施 設

最 初 の段階 におけ る各 国の 参加 施設 は 次 に かX.げ る通 りで あ る。

Cθn七rθ

ZUR工CH

Fedθral

工n6ti七 ユ七θOf

TθchnoユOgy

、

PAR工S:　

工R工A

工SPRA

Euratbm

1泡ciユi七 土θS

ODC6400

0DO6500

C土 工

C工 工

C工 工

、C土 工

工BM

9080

10070

工R工S50

工R工S80

570/165

Func七ion

Scientificcompu七ing,

王蛆uca七iOn,

Adminlstra七iOrL,

・LibraryaUtOmatiOn .

工n七er±'ac:ewlt=h.

POssibユe'fi'trθnch

neUVorkand

da七aDank.s.

Scien七itic

C・⊃n芝pu七a七ion,

hataBan4s,

工nforma七 ユon

Ser▽icθs,

Nθ 七WOrkRθsθarch.
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M工1」AN

POユitech-

nicOdi

MilanO

LO]OON'

NIE)L

2×Univac

1108

2× 工CLKDF9

3×Honeywe■l

DDP516

Sciθn『 七ificCaユcuユa七iOn

NetworkRθsearch.

Sciθn七ific

Compu二 じat↓on,

Ne七WOrkResθarch,

Tθrminal]i'r'oceSSOr

Design.
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ネ ッ トワークに流 れ るチ ー タ ・トラ ヒ ック は,次 の もの を含 む こ とに な る。

1)ECに 関 す る各種 情報
　 ニ

・)=欧 州原子力期 体昧
、 .'

3)PrOject: ..1.2に 関 連 じて, .欧 州 デ ー タ ベ ー ス の 共 用

4)ソ フ ト ウ ェ ア 共 同 開 発 の 情 報 、

5)気 象 関係 情 報'ttt・:

5.実 施 言十 ・画

現在のプ・ジ・クト嘩 捗 状蹴 前述 した ように8掴 とEXir・七・mの 参加

が凝 し・技術繊 かほ 選 定 し繊 階 である.1974年2肌 は技術仕

様に基づ き提出された提案書 に より,具 体的な機器選定 とシステム ・デザィ

喫 綱 検討にる ろこと嘩 ・ 、 ・!;…

COST-一 一11プ ロ、ジ ェ、、ク トは,1973年2月 に始 ま る5ケ 年 計 画 で あ

り・ 企 画・機 器 選 定,サ ブ ーネ ・ 暇 霞 ・研 究 とパ ン ス ドレニ シ ・ン,最

後 に実 用化 へ と進 む と とに な る。 現 在,当 プ ロジ ェク トの事務 局 は3名 の ス

タ ッフ と2名 の 秘 書 に よ って構 成 されNPLが 中心 とな って い る。 なIS・,プ

ロジ ェ ク トに 関 して 有 力 な活 動 を行 なっ てい る国 々は イギ リス,・フ ラン スお

よび ス エ ーデ ンで あ る.'"
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A概 要

1.ド イツのPTTは,ヨ ー ロッパ諸 国 のIPTTの 中 では,影 響 力が 大 きい と

いえ る 。 また,ド イ ツは,地 理 的 に ヨー ロ ッパ のほy中 心 にあ るの で,他 の

ヨー ロ ッパ諸 国 との イ ン タ で フ ェイ ス,さ らに,通 信 方 式 等 の標 準 化 に力 を

注 い で い る。

また,PTTは,○ ○ 工TTの 勧告 に従 っ て通 信業 務 をすXibてk・ り,技

術 的 に もす ぐれ,CEPTの 推 進 役 を果 す と と もに,他 方,ビ ズネ ス ・オ リ

エ ンテ ッ ドで もす る。

IPTTが 電 気通 信 業 務 を行 な うこ とは,憲 法 に よっ て定 め られ て お り,次

い で電気 通 信法,諸 規 則 お よび 行政 上 の ガ イ ド・ライ ンが 設 け られ て い る。

他 方,個 人,業 界 団 体,王)TT諮 問 委員 会等 は意 見 を[PTTに 自由 に求 べ

る こ とが で き,ま た,一 般 の意 見 は,行 政 委 員 会 を通 じPTTに 意 見 を 伝 え,

PTTは ・それに対す る立場 を・行政委員会に伝え る こζとなつて いる。行政

委員会 とIPT 、Tの意見が くいちが うときは,連 邦政府が決定す るこ ととな る。

しか し,最 終 的 には 議会 で あ る。

i.ド イ ツ にお け・る デ ー タ通 信 の 回線 サ ー ビスは,ド イ.ッBundespos七 が 担

当 して い るが,PTTは,回 線 サ ー ビスの形 態 を次 の2つ にわ け て い る。

ξ

ア)シ ン グル ・ユ ーザ ー… …1社 内 にお け る デ ー タ通 信 で,私 設 通信 回線

も し くは,PTTか らか りる専 用線 を使 って い る もの 。即 ち公 衆電 気通

信網 に よ り他 社 とア ク セス しな い ものが これ で あ る。 したが っ て専 用線

に よ る銀行 ネ ッ トワ ークの 場合 には,他 とア クセ ス して も,こ の カテ ゴ

リー に入 る。

イ)マ ルテ ィ ・ユ ーザ ー… … 網制 御装 置 やPBXな どの機 器 に連 結 され,

PTTの 回 線 を使 っ て外 部 ヘ ア ク セス す る もの 。従 っ て,シ ン グル ・ユ

ーザ ーが
,一 旦,交 換 網 に出 て ゆ く とマル テ ィに な る。

5.モ デ ムにつ いて は,専 用 回線 に つ いて は;ど の ような もの を使 用 して もよ

一6
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い こととなっているが ・公衆 回線の場 合 には・P里 黒直営 の もの でなけれ ば

な らない。 これは,わ が国の実情 と比較 す ると,一 般的 に専用線では直営 モ

デ ム7交 換網 では 自営 モデム とい う立場 ,tCt逆 である。

●

Bデ ータ通信の将来計画

t電 信 型

現 在 ぱ'50B/Sか ら200B/Sま で あ るが,(第1図)1974年

か ら電 信 型の 電子 交 換機 にお きか え て2,400B/Sま で とす る。

1976～77に は,4,800B/S,9,600B/Sま で ひ きあげr

1980年 の末 には,同 期 型 ネ ッ トワー ク.への拡 張 を計 画 して い る 。

2.電 話 型

現 在 は ・ 交 換 網 サ ー ビペ して は ・5・B/S・2・ ・B/S・2・400

B/Sを 行 っ て お り,ま た,専 用 回 線 サ ー ビ ス と して は,9,600B/$,

2.40KB/S,さ ら に地 域 に よ っ て は,2,048MB/SのPCMに よ る

サ ー ビ ス を実 施 して い る 。

第1図

SWitdheCLFacilitie6二

Sθriaユupto2400BPS

Paraユ ユθ=L20/400]≡)S

;AccusticCα 理Σヒ1ロ9.

・p;・96・ ・B・・=
S:D。 蒜 。、、

＼- ノ

Te]βPhom
,'T

gユθ四)hBroadたand

non8wit珍h)dゴ 慧ci工i七ies
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これ を1・9"74年 末 ～'75'年 には,電 子 交 換機 を入 れ てEDSに か え て ゆ

き,さ らに10年 後 の デー タ量 の増大 に対 処 す る た め,1tt90年 以 降 には,

デ ィジ タ ル広 帯 域 網,'す な わ ち,デ ィジ タル統合 網(音 声,デ ー タ,フ ァク

シ ミル,CATV等 を すべ て包含 す る網)の 建 設 を計 画 してい る.
b

Tec㎞OユOgy・ 三 . .一.

Digit・ ユ 第

B・・卿 ・rid

遥Ws

Te■ephone

Cα 〕ventゴ」on

Tθ1ephOne .

EDS

Synchr

EDS

200BPS:

Tθlex

]96q.・ 伽'"'198・.199・. 、.,1…

.以 上鍵 うに・[PTTは 渇 報 処理 と瀧 ζの 蘇 蜜 祝 して端 紬 な
タ 　コ ト

通醜 の鎚 をめざして職 封 すめている・1

5・ED
,S('EXQ・ 七・・nエ ・",蹴 ・Swi七 ・hi㎏^吐 ・七・皿):1-

1)こ の シズテ ムの目的 とす る と ころ は,テ レ ヅク ス・とデL」 タ・を ひ とつ の

ネ ッ トワーク に統 合 す る こ とで,そ れ に よ りPTTが,テ レックス網 の 満

杯 を解 消,し,経 済的 な解 決 と新 しい機 能,特 長 をzatL,こ ζ で ある 。1

い ド コ ト ニビ

2)嗣 は・50酬;0 ・WSで ・ 般⇒1一 ら撒 に

入 る が,地 理 的 に特 殊 な ケ ー ス に は,一 旦,コ ン セ ン トレ ー タ ー に ま と
1
1

めら氾 後・交鞭 ひ る・貯 セントレー壬 と難 敵 間は,駄

限4sKB/S亘 る・・'麹,端 粘 ぽ 換藤 ≡ 雄 は,鉦 離

・…=6・i4s・ 』

▲
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で は,2,400B/S,な い し9,600B/S,最 終 的 に は,48K

B/Sと す る こ と と な っ て い る 。

ま た,警 察,官 庁 間,政 府 関 係 の 病 院 等 の 場 合 に は,外 部 へ の ア ク セ

ス が で き る よ うに な っ て い る 。' 、rv

(た だ し,外 部 か らの ア ク セ ス は で き な い),:」 ・
}

50…200

Concen七rat℃r

第5図

2,400… ヌ600bitレ/亀 〆t,1

48,000t江 七/s.

EDS

Switdh

－Pha6e1

'
・噂{r--Phasθ2

-.《 ←.一.-Pha8e5

TDMcirαdits

(PCM)

4口WS(Eユec七ronicTe■e]FinoneSwi七chingSystem)

この 目的 は,新 規 な機 能 を提 供 し,PTTに と り経 済的 な解 決 とな る こと

で あ る。

これ は,電 話 回線 を コン セ ン トレ ー タ ーに集 めた後,ス ウィチ ング ・コン

ビ江→ を経 て サ ー ビス ・コン ピュー タに送 られ る もの で あ り,か か って きた

電 話 を他 に まわ す等 の サ ー ビス を行 な う。

一"65'一 ・



第4図
t:

Conc∈n-

trat(戊r
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COImputer

'「T

Administrati▽ θ

Ccmpユ 七θr

、

膓

エ

　 ヒ ヒ コ ウ の

_:!ミ ニ

5・ 、P虹 の ネ ・ ト匹 ク に必 要 な端 末機 器那 込 ・. .… 一、

端 末 の融 腿 はら ち こ ち でな され てい るto・・PTTの 見 込が ぼ ・ブ,

～78年 ごろ急 増 して い る のは, .EDS,EWSの 導 入,家 庭 への端 末 の普

及 を考 えて い るか らといわ れ る。'『1980年 の端 末 器数 は,PポT,ユ ー ロ・

デ ー タ,OECDの 各 数 字 の 中間位 の と ころvak・ ちつ く もの と思i5れ る6

↓

診
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KOD、AKNIC ・:、1'口 、:ぺ

}≡二"1・ ・

`

訪 問 日:昭 和48年12月3'日

所 在.・ 地:Fack.5-43120Mo■ndaユ1.Swθden
◇

面 接 者:Mr.H.Pfe・ndt前ManagerN工C

M℃.」.Jensen現ManagerNエC

(・ 前SupervエsorSysc.De▽eユopment)

ー

」
川
ー

`

、,二.バ ジil・1・1,[,

概 要,、 漠 パ ぷ 、iぽ

KOdakは 光 学 関 係 一 般,即 ち カ メ ラ,プ ロ ジ ェ ク タ,写 真 フ ィ ル ム,テ

ー プお よ び写 真 用 薬 品 は も と よ り,そ の 他X線 フ ィル ム(医 用,工 業 用),グ

ラ フ・イ 万 ク ・ア ー ト用 材 料,マ イ ク ロ ・ フ ィル ム,シ ー ト 。フ ィル ム等 そ の 取

扱 品 目は,実 に ろ0万 点 に のぼ って い る。。 …

オ ン ラ イン調査 団は,Ko(!akの 欧 州 地 区 の配 送 業 務を 国際 電 話 交換 網 を

通 して 一元 的 に 処理 して い るN工C(Northern工nfO、rma七 工Onパ

Cent-er)を 訪 ね,そ の詳 細 に つ い て説 明 を受け た。(参 照:ネ ッ トワ≡ ク

構 成 図)

欧 州 地 区事 業 部 は ロン ドツ に あ り,製 造 工 場 は イ ギ リス,フ ラ ン只,.ド イツ

'の3劣 国・陛 あ る。西 欧 の各 国 には,販 売 ・配 送 の 組織 が 置か れ て お 吻,そ れ ら

子 会 社 は それ ぞ れ の 国の 法律 ・制 度 の も とに運 営 さ れて い るb`)べ 、1・:'i'

1966年 に 点 在 す る非製 造 部 門のDPシ ス テ ムを 総合的に 検 討 し,新 しい

一69一
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シス テ ムの 導 入 を考 え る必要 が 生 じた 。

十 分 な検 討 を重 ね たの ち,一 台 の セ ン タ・ツ ステム に よ り最 初5ケ 国 の配送 業

務 を オ ン ライ ン,で処理 す る こ とが 決定 され た。(1967年)そ れ らの5ケ 国

とは,ス エ ーデ ン,デ ン マー ク,フ ィン ラ ン ド,ベ ル ギーそ れ に オ ランダで あ

る。後 に ノー ル ウ ェーは1971年 に追 加 され た 。1・

オ ン ライ ン ・シス テ ムの説 明 にお い て,参 加 各 国の 配送 部 門 に置 か れ た イ ン

テ リジ ェン ト機 器 を端 末 と呼 び,こ こス エ ー デ ンの エ ーテ ボ リ(英 語 読 みで は,
δ

ゴ白 老 ンバ ー グ)近 郊 に置 か れ た セ ン タ 。シ ス テ ムを処 理 セン タ と呼 ぶ こ とに

す る。 各 国の 一 日の取 引 が締 め られ る と,シ ス テ ム/3の デ ィス クに蓄 積 さ れ
ロ

た デ ー タは 直 ちに端 末 側 か ら処 理 セ 孜 タに バ ッチ で伝 送 され,処 理 セ ンタは 受

け取 ったデ ー タを処 理 して数 時 間 後 に端 末 側 に 結果 を返送 す る。 した が って,

一 日の 取 引 デ ー タは翌 朝 始業 前 に処理 さ れ た形 で端 末 側 の デ ィス クに記 録 さ れ

て お り,毎 朝 最 初 に プ リ ンターか ら書類 を ア ウ トプ ッ トす る こ とに よ り業 務 が

開 始 で きる。 この 間 の デ ー タ伝 送 は,全 て 国際 電 話交 換網 の 接 続 で行 って お り,

専 用 線 は 使 って いな い と ころに特 徴 が あ る。

6

詳 説

1.シ ス テ ムの歴 史 的背景 、・

ス エ ー デ ンで は最 初(1966年),エ ー テ ボ リとス トックホ ル ムの2ケ 所

に コン ピ ュー タ ・シス テ ムを必 要 とす る考 え で あ った 。,エーテ ボ リの配送 セ ン

タは ス エ ー デ ンの西 南部 地 区 を カバ ー し,ス ト ック ホル ムは主 都 周 辺 と北 部 地

区を カ バ ーす る もの であ る。 ス トック ホ ル ムの配 送 セ ン タは取 引 規 模 に お いて

エ ー テ ボ リよ りも大 きい。2ケ 所 に コン ビL－ 夕 。シス テ ムを設 置 す る とな る

と,同 じ型 式,容 量,プ ログ ラムの もの をそ れ ぞれ に置 く考 え で あ った。 そ の

うち代 案 と して,1ケ 所 に セ ン タ 。シス テ ム を設 置 し,他 に小型 機 を置 いて そ

の 間 を オ ン ラ イ ンで結ぶ 方 法が 提案 され た。 さ らに この案 は,フ ィン ラン ドの

ヘ ル シ ンキ もセ ンβ 。シス テ ムで カバ ーす る方法 を検 討 した。 ヘ ル シ ンキは取

一70一
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引規 模 に お一い て 小 さ い部 類 に属 す る。

検 討 グル ー プは この考 え をさ らに拡張 して,オ ラン ダ,ベ ルギ ー,デ ン マ ー

ク も含 めて検討 す る こ とに なb,結 局経 済 性;運 用 性 か らみて1っ の セ ン タ 。

シス テ ムで5ケ 国 の 業務 を処理 す る方法 が 有 利 であ る との結 論 に 達 した。

(1967年)

KOdakのN工Cシ ス テ ムは196ン 年 後半 に計 画 を開始 し,1968年

に まず エー テ ボ リに 工BMシ ス テ ム/360モ デル30(64K)・2511

デ ィスク4台 の セン タ 。シス テ ム と,ス トック ホル ムにIBM115Qシ ス テ

ムを設置 した。1969年 に さ らに ヘル シ ンキ,ブ ラ ッセ ル,コ ペ ンハ ー ゲン

お よびヘ ー グに それ ぞ れ1130シ ステ ムを 設置 した 。

セン タ 。シス テ ムを エー テ ボ リに設置 した理 由 は,単 に こ こが 他の 国 よ りも

要 員 の確 保 が 容 易 で あ った こ とに他 な らな い。 エー テ ボ リを中心 と したN工C

シス テ ムは,Kodakの 歴 史 にお いて 画期的 な事柄 で ある。 そ れ まで欧 州 各

国 の販売 。配 送 会社 は,個 々 に ロン ドンの欧州 地 区 事 業 部 お よび 米 国本 社 と事

務連 絡 を と づて い たか らであ る。

2.国 際 電話 交換 網 とデ ー タ伝 送

N工0は エ ー テ ボ リ市 か ら約5Km北 の モ ル ン ドに あ る。運 用 開 始 当 時 は処

理 セ ン タと,ス エ ・・一デ ンのPTTの 地 区 電 話交換 局 との間 に6本 の電 話加 入者

線 が 引 かれ て お り,(現 在 は4本 に節 減)Kodak社 内のPBXは 通 って い

ない。 それ らの6本 の 加 入者 線は デー タ伝送 用 に のみ使 用すゐ よ うに した。 こ

れ らの電 話線 は普 通 の 公衆 電 話 加 入 者線 で あ り,専 用線 で は ない 。端 末 は通 常

6本 の加 入 者番 号 の うち特 定 の番 号 を呼 ぶ こ とに してい た が,必 ず・し もそ の必

要 は な くどの番号 を呼 ん で もか ま わ ない わ けで ある。 た また ま あ る通 信 チ ャネ

ルに故 障 が発 生 した場 合(例 え ば通 信 ア ダプ タ,モ デ ム,網 制 御 装 置),他 の

チ ャネルに切 り換 え て バ ック ア ップす る こ とが で きる。5ケ 国 を オ ン ライ ンで

カバ ー・一一・す る と,1日 に10回 の電 話 の呼 が必 要 で あ り,開 始当 時5・pa.'・は午 后5

時 ～6時 の間,他 の5回 は午 前7時 ～9時 の 間 に行 わ れ た。1968年 に実 際
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の運 用 を開始 した の で あ るが この時 間 は当初 の もので あ り,現 在 は変 って い る。

この時 間帯 は,電 話 トラヒ ジク の多 い 時間 で あ り,信 頼 性 と接続 性 を心配 した

め で あ るが,や うてみ る と問 題 の ない ことが判 明 しだ。.処理 セ ン タの シス テ ム

ソ

は,同 時 に各 国 の デ ー タを並 行 して伝送 す る よ うに プ ログ ラム設計 され てい る。

ノール ウ ェー に端 末 が1ケ 所 増 えた こ とに よ り,1日 の呼 は12回 に な った。

それ ら6ケ 所 の端 末 地 点 と処 理 霊 ンタの間 の時 差 は 存在 しな い。 各 々の呼 は

10分 か ら1時 間 の保 留 時 間 を有 し,そ の間 電 話 回線 上 で デ ー タ伝送 に必 要 な

信 頼 度 が要 求 されizl。'N工Cネ ッ トワークを 実 用 化 す るに は,国 際電 話 交換 網

で],200bpsの デ ーータ伝 送 が 可能 で あ る必 要 が あ った。 デ ー タ量 と距 離 か

らみ て専 用線 で は ペ イ しな いか らで あ る。-'t..

当 時 この企 画 の成 功 を保 証 す る ものは 何 もなか ったの で,決 定 か ら実 施 まで

の間 に十 分 な調 査 と準 備 を行 うため,準 備 投 資 と して数 十万・ドル の費用 と12

ケ月 の時 間 を費 す とごろ とな らた 。実 際他 に この よ うな方法 で,国 際 オ ン ライ

ン ・シス テ ムを稼 動 させ て い る ところは なか った し,工BMお よび各 国・めPT

Tと 密接 な協力 の も とに,慎 重 な テス トを繰 り返 し,実 用 の見 通 しを得 た わ け

で あ る。

5.モ デ ム と端 末 側機 器

モ デZ・は ス エ ー デ ンPTT直 営 の(}H－260-2A型 で あ り,、電 話 交i換網

用 で1,・2'00bPSと600bPSに 切 り換 え 可能 で ある.各 国 に もこれ と同

型 の もの,』 も しくは同 当 品 を使 用'して い る。

最 初端 末 は 工BM1150シ ス テ ムで あっ たが,却9入3年5月 かち7月 ま

で の間 に,る ケ所 の端 末 は 全 て 工BM1シ ステ ム/5に 切b換 え られ た忌 乙の切

換 え は3月 のオ ス ロに始 り,.ヘ ル シ7キ プ、スート ソク ホ ルム,コ ぐミンハ1一ゲ ンづ..

ヘ ー グ と続 き,7月 の ブ ラ ッセル で完 了 した6そ .O間 イ タ リヤの 運 送 業 のス ト

ラ イキでt、オ ラン ダ向 けの シ ス テ ム/3が ベル ギ ー で.×,'トソプ したま ま で,工

BMが 荷 物 の積 み換 え を手 配 して ～一グ に運 び込 む と言 うハプニング はあ った が,

ほ とん ど トラブルkし に切方 換 えが 完 了 した。(欧 州 の シス テA/3の 工BM

- ,7,,'2-一
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製造工場は イ川 ヤρ ビマカルテに靖 ・!'

垣 興 設齢 れ ㌘ 巧 ム/3はIlvン タ速髄 除 ぽ 全て同 じ構成 ●プ、F

の ムである・ ノール ウ
ー=.プ10所 イ分のプ リ〃 であり吟 餌2P・.O.

行/分 である点が異 る。 ちなみに プ リン.クは活字 テ ェィンを変 えるだけで同 じ

機構 で,簡 単 に200行/分 に レベル 。ア ップ可 能 で あ る。

1・↑3・oシステム袖 システム/3に 愛欲 醐 は磯 鵬 叫 ≒記酪 量

の醐 を必要 と レた た め で あ るr11・30f"エ/Oと 醗 ○ ペ ル.・㍗,だ

計 る と'/'5テ ム/3に くらべ て コス 鴫 に なる と判 断 口 ・ シ
.ステ ム/3⑰

切 願 え と同時{'C.,.オ ン ライ ン ジ ログ パ を修 生 し・AutQ・.An .syvg' .

q卑1C.(.電 話 自動応 答装:置、!を使 え る よ う.にgた 。11.30「 でス テAで'!it,

こ均1で き鉢 つ挟 め シス チ ン3に 変 は 理 由 のntつ は い に 恒 ㍉

・姪 酬 頒 とん 拠 騨 醐 嘩 装 齢 サ ポパ してい るが ・ 醐 発信 筆
、

置 を サ ポー トして い 調 味 だパ ・ Ft・., ,.1、 一

.4・1・.セ ンク ㌍.ダ ム.、!・

㌣ ・ ・シス テ ・は ・・ ろ ・年 ⇔ ス テ ・/36ぼ デ・レ4Pq2号 担,

⇔ ぺ ㌣7ヅ され ・ さ らに1972年 に(・144K)剛 順 え'勢 た・∫

オ ン・・ラ イン 記憶 容 量 即 行 メか ・づ イ トて あ`る・現 在 絢 .回 クの ブ パ ク.

パ ック を僻 してk"b・50億 バ 仕 を即 す る ζ とが で きる・

各 国 の配 送 セ)てそ の一 日.の取 引 は シス テム/3の デ!る ク に蓄 え、られ る。.「

日の取 引 が 締 め られ る と端 末 側 か ら国際 電 話 ダ イヤ ル に より処理 セ ン タを呼 伐

出 し・ セ ン タ 。/ス テ 今の デ ィス クに 入 力 デ』rタを伝 送 す る。 セ シ タ・rシテ テ ,

ムは バ ッチ処理 を 行 う変 なや ら,づ 一 テ ィシ ヲ.ンさ れ た オ ン ラづ シw7'mグ?

ム に 劫 デ ー タの受 信 鰺 ㌔ ン に 一ノレす る・ ㌣ 夕影 ダ ム端 末 か ら

入 力 デ ー タを 受 け取 る と2時 間 以 内 に デー タ を処理 し7/.結 果 は デ ィス クに蓄 皐

ら#て 返 送 可能( .出力7F.タ ー)な状 態 に なる。tt

そ の間 ・端 末 側 は肋 デー タを ㍗ タ側
,へ送 閲 し雄 ・.シス テ.ム∠ 頚 電

源 を オ ンに した まX,オ ン ラ イン 。プ ログ ラAが 働 く よ うに セ ッ♪ し,電 話 自

一7
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動 応 答装 置 が働 くよ うに して,部 屋 の灯 りを消 して 全員 夕方 帰 宅 す る。
'

出力 デ ータの 返送 準 備 が 完 了 した セ ン タ 。シス テ ムは国 際電 話 交換 網 で端 末

を呼 び 出す と,端 末 側 の 自動 電話 応 答装 置 が働 い て,無 人 の まXシ ス テ ム/5

.の デ ィス クに 出力 デーータの書 き込 み が行 われ る 。 シス テ ム/5の オ ン ライ ン 。

プ ログ ラムはRPGで 書 か れ てい る。

'
翌朝,端 末 側 ゐ要 員 が 出社 す ると,出 力 デ ー タは デ ィス クに蓄 え られて 泊 り,

直 ち に プ リン タ を働 か して 出荷 指 示書,納 品 書,在 庫 報告 書 等 を ア ウ トプ ッ ト

す る こ とに よ り,そ の 日の配 送業 務 が 開始 で きる 。

この作業 手 順 は デ イ リー 。サ イク ルで行 わ れ る。 デ ータ伝 送 は常 に端 末 とセ

ンタ間 で デ ィス ク を介 して行 われ,セ ン タか ら直接端 末 側 の プ リンタに 出 力 す

る方法 は採 用 して い ない 。 これ は デ ィス ク 。オ ペ レー シ ョン は極 めて 信 頼性 が

高い あ に くらべ,プ リン タ ーは機械 的 な要 素 が 多 く,一 旦 プ リン ト ・チ ェ ック

を起 す とオペ レ ー タの介 入 を 必要 とす る こ とに よ る。
～

また端 末か ら、セ ン タへ入 力 デー タを伝 送 し終 った後,端 末 側 の要 員 が帰 宅 し,

無人 の まy出 力 デ ー タを受 信 す る方 法 を採 った理 由は次 の通 りで あ る。即 ち,

も し入 力 デ ー タの伝 送 中 に,両 端 の い つれ か の 国 で停電 が(例 え一 秒 間 で あ っ

て も)あ った とす れ ば,無 人 状 態 な らば翌 朝端 末 側 の要 員 が 出社 して,そ れ に

気 づ きセ ンタへ 入 力 デ ー タを送 り込 ん だ と して も,出 力 デ ー タが端末 側 へ 返 送

され る のは午 前11時 前後 とな り,配 送 セ ン タの仕事 が ほ ×'半日あそ ん で しま

う危 険 が あ る。

端 末 側機 器 を1150シ ス テ ムか らシ ス テ ム/3に 変 えた機 会 に,N工'Cセ

ンタに引 き込 まれZ、加 入者 電 話 線 は,そ れaで の6本 か ら4本 に節 減 され た 。
1

端 末 側 に電 話 自動 応 答 装置 を採 用 した こ とが 直 接 の理 由で あ る。

5.イ ン テ リジ ェン ト端 末 の 利点"、

セ ン タ 。シス テ ム と して 中型 コン ピ ュー タを置 き,端 末 側 に ミニ ・コン ピ ュ

ー タ を置 く方式 の利 点 は 次 の よ うに説 明 され た。

1

D総 合EDPコ ス トの節 約
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一 ハー ドウエ アの 月額 レ ン タル ・..'一

一 シ ステ ム設 計 とプ ログ ラ ミング 。コス ト

ー 運 用 コス ト

各 国 に共通 な適 業 業務 と工場 へ の発 注業 務 を一元 化 で き,端 末 側 は全 て 同

じ構 成機 器,プ ログ ラ ムが使 用 で きる。

各 国 に モ デ ル135を 設 置 す るか わ りに,1台 の セ ン タ ・シ ス テ ム を6ケ

国 で利 用 す る こ とに な れば,費 用 は安 く しか も各 国は モ デル135の 処理 能

力 を利 用 で き る。

iD信 頼 性 、

集 中 と分 散 の適 切 な組 合 せ に よ り,停 電等 い つれか の国 ⇔ け る事故 に対

して も大 きな トラ ブル な く対 処 で きる。 少 くと も各 国 には シ ス テ ム/5の 処

理 能 力 が あ り必要 最 少 限 の処理 は 時 間は 長 くな るが 可能 で あ る。

な お,セ ンタ 。シス テ ム の モ デ ル135の 信 頼性 は極 め て高 く,シ ン プレ

ック ス で これ ま でに 全 く問題 が なか った点 がN工Cネ ッ トワー クの成 功 ・を支'

'・え て い る。

㌻¶D多 様 性

各 国の制 度,税 制 等 で異 る例 え ば給 与`計算 その他 郵送 ラペ ・レの 印刷 ・ 倉庫

情 報 等 の適 用 業 務 は,シ ス テ ム/3で 国別 に処 理 す る こ とが で き る。

6.デ ー タ収 集

]一・・配 送 セ ン タの取 引 デ ー タは 伝票 か ら カー ドパ ンチ され,シ ス テ ム/5の デ ィ

スゾ に読 み込 まれ る。近 い将 来 キ ーパ ンチ を37.40デ ー タ ・エ ン トリー ・シ

ステ ムに変 え る考 え であ る。 ろ・740は 多 く'の利 点 を も って お り,∵そ れ に雑 音

が ない。 したが って普 通 の事 務 所 で操 作 す る こ とがで き る。 ス エ ー デ ンで もキ

Lパ ン チ ャーの採 用 は むつ か しい。 特 に北 欧 は7月 が バ ケー シ ョンの シ ー ズ ン

で あ るの で,フ ィル ムの現像 は8月 に ピー クを むか え る。 この 時期 に キー パ ン

チ ャー を確保 ナ るのが,大 きな問題 で あ る。

参考 ま で に スエ ー デ ン にお け る キ ー パ ンチ ャー一の給 与 は平 均2,500ス エ 一

一75一
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デ ン ・・ク ・一 ネ前 後 であ り,円 に換 算 して15万 円程 で あ る。 なお女子 従業 員

の うち 秘 書 は15万 醜 度 ・ ク ラ ー ク 詫 び タ イ ピーi・Feit.12万 円 程 度 で あ る・

(欧 州 では ボ ー ナ スは例 え あ った と して も,年 間せ いぜ い1ケ 月 分程 度 で あ る)

7.・運 用 実 績

1970年 か ら1972年 の,3年 間 に わ た る実績 を集 計 してみ る,と次 の よ う

に な る。"

データ 。ブロック 伝送 時 間

1970年1,030K1.202 」
1971年1,120K1,227

1972年1,421K'1,J725

ト

こ醐 ・醐 で合 計 細 ・ ・ 咽 の国際 ダ イ ⇔Kよ る呼 力⇔ れ て い る・

フ ィン ラン ドは 最 初,交 換 オ ペ レー7タを介 してい た が,後 に 自動 ダ イ.ヤル化 さ.

れ た。 ・

時 に国際 交 換網 で再 ダ イヤ ルす る場 合 もあ った が 垣 線 接 続 が で きな か った

ケー スは皆 無 で あ った。97%の 呼 は再 ダ イヤル す る こと な しに1,200bps

で伝送 可 能 で あ った もの,2%が 再 ダ イ ヤルの後1,201〕Obpsで 伝 送,した

もの ・1%が60'O.bps'の 速度 に落 と して伝 送 した ケ ース で あ る。 ζの数 字

は,1966年 当 時 予想 した よ り.もは るか に良 い結 果 で あ る。.

3年 間 に5百 万 ブ ロ ックの デ ー タが 伝送 され,1ブ ロ ックは3 .26バ イ ト定

長 で あるか ら,文 字 数 に して10億 字 送 られ た こ とに なる。.1メ ッセー ジは5

～6ブ ロ ックに 分 け られ て伝 送 され る
。

経年 と と もに 適 用業 務 を広 げ ＼ また デー タ量 は増 太 した。

伝送 時間 の短 縮 をは か リジ デ ィス ク容 量 を節 約 す る ため伝 送 デ ー タは双 方 向

ともゾ符号 圧 縮 して送 られ る。 元 のづ イ トの ま,s送 る時 間 に較 べ,実 際 の伝 送

時 間 は40%㊦ 足bる 。 と¢)ため,例 え ま ちが ってKOdak以 外 の場 所 で伝 、

送 デ ータ が受 け取 られ た と して も・ 燗 はそ の ㍉ 醐 内容 を判読 で 鰭 い・

イ ン テ リジ ェ ン ト 。端 末 を 使 用 す る 理 由 は こXに も あ る 。
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8.N・ICシ ス テ ム の拡 大'

6ケ 国 を結 ぶ 国 際 ダ イ ヤ ル に よ る オ ン ラ イ ン 。ネ ッ'ト ワ ー ク の 成 功 に よ り,

こ れ を さ らに 拡 張 す る こ とが 考 え ち れ た 。 現 在 毎 日 ロ ン ドン(モ デ ル155×

2)と,米 国 ロ チ エ ス タ ー に 回 線 接 続 が 行 わ れ て い る。/.1'

最 初 ロ ン ド ン は 交 換 オ ペ レ ー タ を 介 して 接 続 が 行 わ れ て い た が,伝 送 品 質 に,
ペ ロ

問題 が あ った。 ↑972年 に 自動 ダ イヤ ルが 可能 に な り,問 題 は解 決 レた。

米 国 ニ ュー・ヨーク州 ・チ ェス ター に はKoCtakの 製 造工 場 と本 部機 構 が あ

る,(二=一 ヨーク市 よ り北 西約500㎞ の地点)。 コン ビ ・=一一タ ・シス テ

ム は モ デ ル155で あ る。.＼

最 初 ロ チ ェス タ ー との 回 線 接 続 は 大 い に問 題 が あ っ た。 ロ ン ドン か ら太 西 洋

を ま た ぐ国 際 デ ー テ ル で ニ ュー ヨ ー ク に結 び,ニ ュー ヨ ー ク か ら ロチ ェ ス タ ー

ま で 専 用 線 で あ っ た。 イ ギ リス ど ス エ ー デ ン の 間 は 交 換 接 続 と した 。 か な りの

時 間 を 費 して,問 題 は 米 国 内 の 専 用 線 の損 失(-10db),モ デ ム の 不 一 致,

デ ー テ ル 。 リシ ク の 損 失(-35dbで ク ロ ック 。 タ イ ミン グ の 見 失 い を含 む)
も

とロ ン ドンの当 時 の 旧式 の交換 機 器 で あ る こ とが判 明 した。 この問 題 を改 善 す

る た め ニ ュー ヨー ク と フラ ンス間 の海 底 ケー ブル を試 み たが結 果 は同 じで あ っ

,,た;一

纏 採用している碑 ・'主 テ到 と ・・'ン・薮 蛭 レ一夕を介 しτ 一;

接 続 す る方法 で あ る。 ド♂ン トは カ,ナダの 製造 工 場 が あ り,ロ チ ェス タご との

間 に 専用 線 を持 って常 時 デ ー タ伝送 を行 ってい る,,ス エーデ ン とカ ナ ダ間 の電

話 交 換 回線 は信 頼性 が高 い 。

N工Gセ ン タか ら送 られ た発 注 デー タは,カ ナ ダで デ ィス クに受 信 され,そ

の後 ロチ 土ス ター に4線 式専 用 線 で送 られ る。,、,1、

多 くの場合 ～二の太西 洋 回線 は1,200bpsで 伝 送可 能 で あ るが,、時 に

600bPSに 落 とす こ とも あ る。

9.将 来 計 画,.

欧州 に は ロン ドン,パ リ,シ ュツ ッ トガル トに製 造工 場 が あ り,近 くパ リ
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'(
モ デ ル145×2)と シ コ.ツ ッ ト ガ ル ト(モ デ ル145×1)に ネ ッ ・ト ワ ー

ク を 延 長 す る 予 定 で あ る.… ∵'Sl・ 「・

蛯 粧 シス テ・/36・ モデ・レ25カ ・設齢 耐 一 マ㎡阿 ・衙 も勅 「

トワ「 クを拡張 す る。 そ の際 端 末 は シ ス テ ム/5に 変 えぢ れ るご∴

そ の後 の計 画 と し碗 恒 一 マ,ウ 仁 ろ ・一ザ ジ碧 ウポ ン,ア テ ネ●

な ど 砲 含 ず る 考 え で あP・,最 終 的 に12ケ 国 を ヵ バ ニ霧'・ エC・Mtt-

(Internatioh江 ユCOmmonCompu七6どSYstem・)の 構 想 が

ある。

以 上

図N工Cシ ス テ ム 構 成 ネ ッ'ド ワ]クt"・/t
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工BMチ 。....リ ヅtZ研 究 所 の デ ー タ 通 信 セ ン タ ーは,新 しい 通 信 ニ ー ズ で あ

るデ ー タ伝送 の 発展 に寄 与 す るた め,デ ー タ処 理 業 界 と通 信 業 界 の相 互 理解 を

深 め る 目的 で 様 々な調 査 研 究 活動 を行 って い る。我 々は,当 研 究所 に おい て ・

デ ータ通信 に 関 す る ヨー ロ ッパの動 向,CCITTの 活動 状況,米 国AT&'「 の

デ ィジ タル ・デ ータ ・シ ス テ ム,各 国 の新 デ ー タ網 な どに関 す る説明 左 らびに

資料 を得た 。以 下,そ の概 要 を紹 介 す る。

1.ヨ ー ロ ッパ に お け る デ ー タ通 信 の動 向(～198'5)

本 資料 は,各 国 多数 専 門家 の協 力 を得 て,デ ー タ通 信 セ ン ターが 実施 中 の

もの で,ヨ ー ロ ッパ10カ 国の1985年 頃 ま での デ ー タ通 信 の動 向 に 関 す

る デル フ ァイ法 に よ る調 査 デ ー タで あ る 。現在,調 査 は完 結 して お らず,中

間 的 集計 デ ー タ もあ る。 なお,こ の調 査 は,欧 州 各 国 の専 門家 の コン セ ンザ

スを集 約 した もの で あ り,敢 て 工BM独 自の 所見 を表 明 した もの で は ない 。

以 下 それ らの概 要 を報 告 す る。

(1)調 査 目的

下記 事項 を判 定 す る こ とを 目的 とす る:.

。1975～85年 にk－け る通 信 サ ー ビス形 態 と所要 機 能

。 必 要 とさ れ る新 しい 応 用方 法 な らび に通信 サ ー ビス とその 機 能 の導 入

を さ ま だけ る諸 要 因

。 前項 の諸 要 因 を生 み だす 因子,

(2)主 要 調 査 項 目

。 デ ー タ伝送 に用 い られ る諸機 能;

新 デ ー タ網

48KBPS回 線 使 用 の デ ー タ処理 シ ステ ム

200BPSの テ レ ック ス

私 設 の銀 行 網

デ ィジ タル技 術 に よる電 話 交換

一80一
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一 通 信衛 星 に よるデ ー タ ・.トラ ヒ ック

デー タ伝 送 機 能 の 使用 とそ の実 現 方法

端 末 の信 号速 度(BPS)

蓄 積 機 能 を もつ 端末 装 置

カプ ラ付 き端 末 装置

一 般 家 庭 用端末 と して の押 ボ タ ン電 話 機

一 、 コン ピ ュー タ ・サ ー ビス へ の ホ ・[ム ・アク セ ス

電 話 網 に つ なが る コ ン ピ ュータ

新 しい電気通信に もとつ く応用分野

GA工

航 空管 制 制 御

貨 物 運送/鉄 道貨 車 の制御

法 律調 査 ・検 索

オ フ ィス ・エ レク トロニ ック ・メイル

医療 関 係 へ の応 用

司

。 デ ー タ処理 産 業 の構 造 と成長 惟

一 デ ー タ処理 形 態 の 分析 か

一 所要 経 費(ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,人 件費)

一 コン ピ ュー タ設 置 台数1

'
一 主要 産 業 にお け るデ ・一夕処理 関 係 経 費

(3)デs・ 一・タ伝 送 に用 い られ る諸 機 能

デ ー タ伝 送 端末 の 使用 回線 種 類 別 割 合 は表1の とお りで あ る。`

'

一8ユ ー
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表1デ ータ伝送端末の使用回線種類別割合

'`.tt-'、lf"・ 単位:%
べ畏==二 二

噸 顧 ＼ 一_王 一
、,

1975

'

1980
'

1985

一 ー一 一 ー ー－P-^_

私 設 回 線 11 14 、
、

1

11

通信事業者から賃借する

専用回線
1
.32

」

∴29
＼'

2.2

L

公,衆 電 話 交 換 網
一,一 －A

㌧・ …

55

一 一一一

レ29
1

÷一ー ー ー 一'－F、

i28
}

50～200BPSテ レックス

あるい は電 信 網

'rFi

23一 ー ピ
L11

新 デ ー ・ 畑 二 「 ・ パ28 l
l _____._」

,

、

なま㍉ 新 デ ー タ網 を必 要 とす る謝 康は次 の とお りであ る 。㍗すな わ ち,既

存 の通 信 網 で は,増 大 す る デ ー タ ・ トラ ヒ ック量 の収 容 とデ ー タに必 要 な

諸 機 能 の付 加 が で きな い か らで あ る。 … ‥ 、・

D公 衆 デ ー タ網 ・-t:,"、 .パ

20～ ろ0年 後 の電 気通 信 シス テ ムは ,t"べ て デイ,ジタゾレ化 され,か
`

つ,統 合 化 され る と推定 さ れ る。今 日)各 国 で開 発 さ れ つつ あ る新 デ ー

タ網 は,将 来 の統 合 化へ 前進 す る ステ
.ッブ考 え られ る 。 、

公 衆 デ ー タ網 に 必要 な諸機 能 に は,つ ぎの よ うな もの が あ る。'

o

o

e

o

o

o

特 定 端 末 へ の 着 信 呼 に 対 す る 日勤 再 呼,}・ ,

短 縮 ダ イ ヤ ル ・.
、…一_.

速 度 お よび 召 物 ド変 換 .1ば ㌧ 、 ・t・""tl,t・)t

機 密 保 護 の た め,起 呼/着 呼 回 線 お よび 端 末 の 確 認 .

ホ ッ トラ イ ン お よ び 直 接 々続

同 時 に 多 数 利 用 者 に サ ー ビ ス す る よ うな デ ー タ処 理 セ ン タ の コ ン ピ

ュー タへ の 回線 数 を 節約 す る た めの回 線 多 重化

。 誤 り制御(例 え ば ,網 自体 の なか で誤 りメ ッセ ージ の再 送 機 能 な ど)

r82・ 一
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。 同報 通信 機 能 、 し 丁 、

。 接 続 不能 の場 合 に持 定 端 末 あ るい は起 呼端 末 ぺ の転送

。 多 重 ア ドレス～単 一 呼 に よる連続 的 ア ドレス

。 機 密保 護 の ため の メ ッセ ー ジ内容変換 お よび 暗 号化

。 特 定 メ ッセ ー ジ を速 やか に配 信 す るた め,メ ヅセ[ジ 優 先順位 の 指

定,.

。 あずか り配 信

li)私 設 デ ー一夕交 換 網'、' .,、

公衆 デ ー タ網 が 利 用 可能 とな る まで の間 あ るい はそ の他 の機 能 的 な理

由か ら,私 設 デ ー タ交換 網 が 必要 とされ る。 ζ二の よ うない くつ か の網 が

す でに欧 州 内で 開 発 さ れ てい る。

特 に,い くつ か の コン ピェー タ ・シス テ ムと約1万 台 の 端末 を専 用 回

線 で結 ん だ大 規 模 な銀行 シ ス テ ムが,近 い将 来 実現 され そ うで あ る。

1982年 にお け る全銀 行 シ'xテ ムの5%は,私 設 デー タ網 に よる もの

ど考 え られ る。 これ らは,専 用 回線 と 自営 の交換 装 置で構 成 さ れ るか,

あ るい は公衆 デ ー タ交 換 網 に 包含 された ク ロー ズ ド網 と して構 成 され る

か の いず れ か で あ る。

iii)デ ー タ伝 送 機 能 に 関 す る他 の動 向

'。 一 般 的 に デ ィジ タ ル伝送 技術 を採 用 す る傾 向 にあ る。

。1985年 に おけ る,欧 州 内 の10%の 電話 市外 交換 局 と他 の市外

交 換 局 を結 ぶ 接 続 回 線 お よび加 入者 端末 回 線 は,純 デ ィジ タル伝送 方

式 で 行 なわれ るで あ ろ う。 ま た,蓄 積 プ ログ ラム制御 に よる時 分 割 あ

るい は空 間分割 交 換 方式 が 採 用 され よ う。

。1982年,欧 州 主要 都市 におけ るデ ータ伝 送 専用 回線 の'10%は,

POM音 声 チ ャン ネル を使 用 す るであ ろ う。

。1982年,TVセ ッ トの10%は,OATV番 組 を視 聴 す る と考

え られ る。

-83'一'
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(4)デ ータ伝 送 機 能 の使用 とそれ らへ の ア クセス 方法

。 ビデ ィオ ・デ ィス プ レイ と高速 プ リン タ付 端末 が 増 加す る。

。 蓄 積機 能 を持 つ 端 末 が 増 加 す る。遠 隔端 末 の29%が52Kキ ャ ラク

i

タあ るいは そ れ以 上 の フ ァイル蓄 積容 量 を'もつ で あ ろ う。

。 ク ラ ス タは 今後 も使 われ るであ ろ う6

D入 出 力端 末 の種 類別 割 合;表2に 示す 。

iDデ ー タ回線 速 度 別 割 合;表3に 示す 。

舶 ポー タ ブル型 端 末 と音響 カブ ラ端 末 が 使用

19'1・s2年,約1万 台 の音響 カ ブ ラ端 末 が 使 用 され る と推定 され る。

～)家 庭 用押 ボ タン電 話 機 の使 用

1985年,少 な くと も10万 台 が普 及 し,電 話 回線 を 通 して 各 種 コ

ン ビ三 一 タ ・サ ー ビスを利 用 す るで あ ろ う。

Vう 家 庭 用 端 末 の 使 用形 態

'ピ986年 以 降 に 実 用 化が 予想 され る
。 以 下 に 示す 予 測値 は 中間 発表

値 ・で あ る 。 ∴ パ ・

㌔
__f・

表2デ ー タ入 出力端 末 の種 類 別 割 合,

単位:%

1＼ 一ー 一 年ll
麻 種別 ＼ 一_い970

一一 一

19751

-・

|

:
19801 1985

へ,」

一 ～1…

・ 一 ・/紙 テ ープの リーダ1・8・
「

52}
'

!

l
l
|

]

磁 気 テープ,カ セ ットテープ
ぐ

,【

12

73

一一 一}}一 一一,-

16

-一 一一 〒一一　 -

5
`

}-

53

)'-}一'一 －AA-P'一

19

-一 一}一 ≠

11

21,{

光/磁 気 の リ ー ダ

一-一 一一字一,一,一}一
1

3

一

/6

1麟認瀦繁 熱 216
i

}　 一.}「 「}'… 一 一}}

olo

」

ll

}

「 一+

}

16}28
|

i
l音 声 端 末
i

113
{
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表5デ ー タ 回 線 速 度 別 割 合

「<ニ ーー一_二 一㎜ 華 －

i速 度 、'r)'一 一_

i..e...一.9.・B旦 未 満　
i600～9,600BPS

>9,600BPS

1

単 位 二%
〔一一 一 一' 一一 一 一1

970 1975
l
l1 98

|

0
[}19851

一 一}1一
「641 58 49 41.

一 ー 一 ⇒ 一… 一一 … 一一 ーー一寸一 一 一一 AA}、 一^^-9、 日 ÷9〒",一 「・ 〔

55 40 1
1

45 48

1 12

!
〆

1.

」

6 一 11

__.一_」'-r-A-一 一 ーー ー 一 ・一 一

。 デ ー タ端 末 機を 設置 す る家 庭 は,欧 州 に おい ては"9xl,000分 の1
方

。CA工 を利 用 す る家庭 は約1%

。 ホ ー ム ・シ ョ ッピング ・サ ー ビス を利 用 す る家庭 は約1%

。 催物 な どの サ ー ビスを利 用 す る家庭 は約1%

㈲ 新 しい 通信 オ リエ ンテ ッ ドな応 用 形 態

i)ttエ レ ク トロニ ック ・メ イル"の 開 発

テ レ ック スは,"エ レ ク トロ ニ ック ・ メイ ル"と 呼 称 ざれ る応用 分

野 の なか で,最 も広汎 に利 用 され る もの であ ろ う。

198・5年 に おけ る これ らの形 態 別 割 合 は,つ ぎの とお りで あ る;

テ レ ック ス:47%

フ ァク シ ミ リ:17%

磁 気 カー ド:7%

磁i気 カセ ッ ト:12%

そ の他:17%

iD各 種 セ ンサ の使 用

1981～1985年 頃 の 中間 予 測値 を以 下 に示す 。
、

。 首都園 の約20%の エ リアに公害汚染検知装置が設置 され る。

。 コンピュータが すべ て航行制御 す る航空管制 システ ムの実用化

。 鉄道貨車 と積載貨物 の状態 を常時確保 するシステムの実用化

。 交通量 と速度 を検知 で きる交通制御 システムの実用化

一8・5-J
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なお,各 種応用分野 別の実用化予測時期 を表4に 示す。

表4応 用 分 野 別 の調 査 結 果 の 集 約

{～ ～ 、 _

Lア プリケーシ ョン

航 空 会 社乗 客 サ ー ビス

リテ ー ラー端末 システ ム

プ ラ ン ト情報 システ ム

医 療 情報 シ ステ ム

産 業 訓練 用CAエ シス テ ム

1鉄道貨車制御

経 営 情 報 シ ステ ム(MIS)

航 空 管 制 シス テム

公 害 監 視

休 日お よび旅 行 計画

自 動 交 通 制 御

汎 用 リザ ベ ー シ ョン ・シ ステ ム

自動 ガソ リン販 売

学 校 教 育用GAエ シ ステ ム

貨 物 輸送 ・倉 庫 ンス テ ム

保 険 サ ポ ー ト ・シス テ ムi,○
,l

iチ ェ ・ク ・ レス ・ソ サ イ ア テ イ{:10

1法 鰯 査 検 索 シス テ ・i`O

l・・'・・スttエY… 二… メ伊i'・ ○

(

後

∵7以…

|
1

-
1「

l

l>

泊

ー
|
　

!「

ー

|
ト
」

」

一一

6

'

4
～

8

β

…31～88 　

[

(

〉

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

「
-

叫878～

ー

ー

1
1-

r

,̀

!

～

ー̀
1

「

♪

○

○

○ー　1-l

l

-

1
～

ー
l1
1

ー

.
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}
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度

～、

いー

年

～、

ト

、

ム

～

)

テ

、

ム

S

ス

ム
.

～＼、

ム

テ

ー

シ

テ

ムステムスM・ステビステシ(画ンシスーシスム年玉ムム計ヨ士刀工シ

図書 調査 ・検 索 シス テ ム
'

行 政 情報 シ ステ ム

値 入 デ ー タ ・バ ンク

一般 家 庭用OAエ

シ ステ ム相 互間結 合

ホ ー ム ・シ ョッ ピン グ

外 部 患 者 の監 視

'1

' .i
ll

li

li
`!

・i

i、

　 　

_⊥ 二.」__一

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇.実 用化予測時期 を示す。
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(6)デ ータ処理 業 の 構 造 と成長 性

1'985年 に お い て,約40%の コン ピュー タが電 気 通 信 回 線 の接 続 を

必 要 とす る もの と考 え られ る 。
`:、

データ処理業 における所要経費の配分率を表5に 示す。

?

表5デ ー タ処 理 経 費 の 配 分 率

単位 ご%

」 繭爾 ～
年1970

_.==。 。・..一.一..一一 ・_一_一__」

ト 　
1975i198011985

ハ ー ド ウ

}}一 一一「 　"一一一 一「 … 『一}寸 … 一 …

エ アi46
1

40i35`l

t

人 件 費i421、 、i,。

一 … 一 ー ー ーー ーーーー 一__. ._.].,_{__

蕊 ㌻ ㌻ 鑑 篤 信回i12'∵…㍊115

51

51

18

な 結 人件 費 の増加 もあ るが,そ れに伴 って,高 度 なコ ン ビ ュー
.タ・シ

ス テ ムを運 営 す るた め,練 皮 の たか い要 員 が 必要 となって くる 。

表6に は,デ ー タ処理 シス テ ムの ハ ー ドウ ェア関係 の経 貸 配 分 を,表7

に は業 界別 の デ ー タ処 理 関係 費支 出の割 合 を示 す。

表6/!一 ド ウ エ ア の 経 費 配 分

単 位:%

`

■

1ぺ 、 一
_年

L装 置種男ザ ざ 一 ・一_

1

197・11975i、98。l
i}

19851
i-一__←.

コ ン ピ ュー タ 装 置 本 体
一 『'　 一'一 一 一 〕一"・ 一 ー ーー ーーー 一 一 ⇒ 臼

蓄 積 装 置

一」 一 一ー ー一字一 一'一 一ーー-一 品 一一

・ ・i・ ・126

'…}… －i〕 …

2626i26

一 一}
L

'2-3

'一 ー －A,タ

い;

25'

÷∴慰 註斗 ∵ 自
L11

iそ の他(回 線 関係 を含 む)14
1i

」___

5i71gi
l,1

一87一



表75大 主要 産業 の データ処理 関係経費支 出比率

単位:%

1系～ガ ー ー三二 1970 1975 1980
1

19851
-一}一,

金 融 業 25 24 22 21

製 造 業 20 20 20 20

政府機関 およびサービス業 25 26 28 {
}

l

l
流 通 業 20 20 21

50

一一 「

21

金 属 お よ び 装 置 工 業 10 10
1
98i

l

t

2.デ ー タ伝送 に 関 す るCCITTの 活動

(1)概 要

1960年 代vak・ け る研 究 活動 は,Sp.A'を 中心 とす る もの で,既 存

網 を利 用 す る デ ー タ伝 送 に関 す る技 術 的諸 問題 を対 象 とす る もの であ った 。

Sp.Aの 研 究 成果 は,既 に各 種MODEM,イ ン タ フ ェ ース機 能 ・誤 り制

御,符 号,伝 送 速度 な ど㌦ くづか あVシ リー ズ勧 告 に集 約 さ れてい る。現

在,Sp.Aの 活動 は最 盛 期 をす ぎた感 が あ り,デ ー タ伝 送 の研究 の 中心

はSG.皿 に 移 ってい る。 既存 網 とデ ー タ端 末 装 置 の 相互 動作 機 能 に関 し

ては 勧告V・24k・ よびV・25が 標 準 化 さ れ てい る(第1図 参 照)。

1970～1980年 代vatoけ る デ ータ伝送 網 と端 末 相 互 間 の機 能 に関

す る研 究 は つ ぎの よ うに 考 え られ る。将 来,デ ー タ伝 送網 は お そ ら く他 の

サ ービス と と もに 同期 式 統 合網 に包含 され る であ ろ う。 した が って,こ の

よ うk伝 送 網 と,加 入者 の デ ー タ端 末(DTEやGPU)と の イ ン タ フ ェー

ス機 能k・ よび異 種網 との 相互 動 作 な どを研 究 す る必 要 が あ る く第2図 参 照)。

第3図 に は現在 の各種 網 間 の機 能標 準 化 の 状況 を示 す 。

■
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DTE

(利 用者宅 内)

V.24

V、25

}一 一"}一 寸

1

既存電話網

(通 信主管庁)

「-

V.241CPU

・ ←」(利 用者宅 内)

V.25

注)～ 勧 告V.24:デ ー タ端末 装 置 とデ ー タ通 信装置 間の イン タフ ェ ース回

路 機 能 お よび電 気 的特 性 。

勧 告V.25:一 般 電 話 交換 網 に おけ る 自動起 呼 応答 。
/

第1図1960年 代 の 成果(網 とデ ー タ端末 間 の標 準化)

DTE

　

鯛 者宅内)ド
ン,。三

l
L口

同期式統合交換網

(通 信主管庁)

「}|

OPu

Lヨ(利 用者宅
`イ ンタフ

ェづ}

1

T
イ ン タ ー ワ ー キ ン グ標 準 化

,

、レ
}一 一『 …'一 ∨一一]

異 種 副

第2図 1970～1980年 代 の 新 デ ー タ網

一89一



1

『 て ぺ ㍗ 　 "
・パ グ ット

交換網

A/rP//n

、〃 へ

万 ・ ・
キ//

ン//
ノ ノ

グ レ

..

A/Sイ ンタワ9ン グ

非同期網

/○
利 用 者

インタフェース

X.20

(註)

第5図

ノ

.一 已 ぼ完成された勧告

P/s二7t/;}⌒ 告

＼しこ=ニ ミ}無勧告

、＼㌘ ・一,
＼ 、、 キ
、 、

、 、 ン

も ツ

＼ノ

,グ

ー 〕 、

＼_ノ 〈

唖 望グ 利賜 工一 繁,七 グ
X.70X.21X,5D

A==非 同 期'P・=パ ケ ッ ト交 換 網

S=同 期

各 種 網 間 機 能 標 準 化 の現 況

一90一



●

●

(2)新 デ ーータ網 に 関 す る諸 勧 告
、・

第5回GO工'ITT総 会(1972,12,ジ ュ ネ ー ブ)に お い て,新 デ

ーータ網 に 関す る6つ の 勧 告 が 制 定 さ れ た
。 以 下s'Jそ れ らの概 要 を 示 す 。

i)勧 告X.1:公 衆 デ ー タ網 利 用 者 の サ ー ビ ス ・ク ラ ス

表8に 示 す とk・ りで あ る 。'

lD勧 告X.2:公 衆 デ ー一夕網 で 利 用 可 能 な 利 用 者Q機 能

表9に 示 す とk・ りであ る 。-t'・ ・:""t

表8公 衆 デ ー タ網 に お け る サ ー ビ ス ・

ク ラス とデ ー タ 信 号 速 度(勧 告X.1)

サ ー ビス
・ク ラス

1

ウ
』

Z
J

4

「◎

ノ◎

サ ー ビ ス 種 別

200bit.s/s,11単 位,調 歩 式

5〔ト200bi七s/S,

7.5～12単 位,調 歩 式

600bits/s,同 期 式

2,400JDi七 、日レ/S,"

9,600bi七 旦/s,1〃

48,000bi七Sレ/S,〃

}{

声 先選択蛙 ぴ㌃ ヴ 信号1
1

200b主 畠瞬
。三べ 。,,、,'

200bits/S,^'

〃

600bi七Ct/S,

〃

2,400b工 七s/白,

〃

9,600"bits/s,

.〃

48,000bi七S/S,.

〃

●

,

工200bits,/s,4,800bi七s/sな ど は そ れ ぞ れ2,400bitS/'s、

9,600bits/sの 半 分 の速 度 と して 認 め る。
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表9公 衆 デ ー タ網 で利 用 可能 な利用 者機 能

t"○(勧 告X.2)

機 能 項 目 適 用 度
コ　 　 ぷ　き　ロヰ　　 づ　 ロ　 へ　 　　ンロ　　ギギへ

全2重 擁 一 ・ 、IP

ピ ヅ ト系 列 に対 して独 立N(ク ラス1～2)

」 雪(ク ラス5～6)

手 動 お よび 自動 起 呼 応 答P,'=一'

ダ イレ ク ト ・コ ールE

短縮ア,レ ス.■E

閉tuユ … ザ ・一グ ル ー プE

出編 可能 な"。.一 ス,.一 一ザ.グ ループ1。 ※

遠隔端末識別O※

多重ア ドレスO

あず か 郷 信i・(ク,zl)

i

}N(ク ラス2～6)
一一 ー ーー 一 一 一 一 ・… ・・一 二 ー 一一 」 －

P:必 要不可欠な機能

E:望 ま しい機 能

'○:備 え て よい 機能

N:不 要

m)勧 告X.20:

※ 工SOか らの コ ン ト1プ ビ ュ ー ジ ョン(G

M/NR'DNα106)に よ り,Eと す る

か ど うか 検 討 中6

公 衆 デ ー タ網 の サ ー ビス ・ク ラ ス1お よび2の 調

歩 式 サ ー ビス に対 す る デ ー タ端 末 装 置 とデ ー タ回

線 終 端装 置 との イ ン・タ フエ ース

勧 告X・1に 規 定 した サ ー ビス ・ク ラス1と2に 対 す るDCE～

DTE間 の イ ン タ フェ ース回路 に網羅 すべ き種類 とそ の定 義 な らび に

接 続設 定 時,デ ー タ伝 送 時 お よび接続 解 放 時 に おけ る これ らの各 イ ン

タ フェ ースの動 作 条 件 を定 めた もの であ る 。
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t

iv)勧 告X.21:公 衆 デ ー タ網 の 同期 式 運用la'1対す る チ ー タ端末 装

置 とデ ー タ回路終 端 装置 との イ ン タ フェ ース

サ ー ビス ●ク ラス5～6帆 翔 塑DCEとDTEと の 間 に装 備 す

,乙 ざ きイ ンタ?エ ー ス回路 の種類 とその 定義 なら び に接続 設 定 時 ・ デ ー

タ伝 送 時お よび 接続 解 放 時 にお け る各 イ ン～ フ ェースの 信 号 状態 を規

定 した もの で あ る。

V)勧 告X.50:同 期 デ ー タ網 間 の 国際 間 イ ン タフ ェー ス に対 す る
`

い 多 重 化 方法 の基 本 的 パら㌦Lタ
_'

・ 多重 化 チ ャジネ ルの速 度 を64KBPSと し,こ の 中 に9,600

BPSで は5回 線,2,400BPSで は20回 線,600B・PSで は

80回 線が 収 容 で き る。多重 化 チ ャン ネルの 中 では 情報6ビ ッ トに対

して1ビ ッ、トの7レ ー ミン グ ・ビ ッ トと1ビ ヅ トの ス テ ー タス ・ビ ッ

トが付 加 さ れ,合 計8ビ ッ トを もつ て,オ ク テ ットと称 す る。 多 重 化

は,オ ク テ ッ ド'・イ ン タ リーブ合成 で行 なわれ る。

VD:勧 告X。70,:非 等 時(Anisochronou8)デ ー タ網 間 国際 回 線

に お け る調 歩 式 サ ー ビスに 対す る発 信 お よび 中継

制 御 信号 方 式

勧 告U.12の い わゆ る タイプDテ レ ックス 信号 方式 にほy同 じで,'

主 な相違 は呼設定時間の 目標 と して,1秒 とな?て い ること,選 択 信

号 が200ボ ー で あ る こ と,信 号 が 情 報4ビ ッ ト,パ リテ ィ1ビ ッ ト,

ス タ ー トエ レ メ ン ト1ビ ッ ト,ス 、トッ プiXレ メ ン ト1ビ ッ トの 計7ビ

ッ トと な っ て い る こ とな ど で あ る 。

.・(3)SGYI[(新 デL-・・一タ網 〉'の研 究 課 題

新 会 期(1975～1976)の 研 究 課 題 の 概 要 は 表1'Oに 示 す とお

りで あ る 。(な お,最 近 のSGVIIの 動 向 に つ い ては 本 報 告 「ITU」 の 項

を 参 照 さ れ た い)。
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表10SGW(新 デ ータ網)の 研 究 課 題.

(1973年 ～1976年)

題

公 衆 デ ータ網 に…bけるユ ー

ザ デ 一夕信 号 速 度 と伝 送 モ

ー ドの標 準 化

ユ ーザ フ ァシ リテ ィの標 準

化

・

Cパ ケ ッ トモ ー ド運 用

≡ →

D呼 設定時 間お よび復
1

E 公衆 デー タ網 におけ

計画

F サ ー ビ ス ・ グ レ ー ド

G 伝送品質

H テ レ ック ス どの相 互

の問題

工 非等時 データ網 にお

号方式 の標準化

当勧
}
連
日
3

"

備

一一一一茅 二]

x・ 「 勧告x・ 繊 搬 討・k

lと え蹴 歩式5・ ・Bの 追
i加,48Kbps以 上 の速

度 の追 加

X.2 1)USER宅 内 用 多 重DGE

2)速 度,Format,符 号 変 換

ξ)informa七iOn(Enquir-

y)サ ー ビ1

4)自 動 再 呼

5)ポ ー リ ン グ

6)ユeasedcircUi七faciユ

i'tyggl'2項 目

___↓,__.__._「

トv--r－

X,.70

パごケ ッ ド交換 の必要 性 の検

}

!討、お よびその実現 方法
⊥ 一._____,

～

1勧埋 、69の繍 を含♪む

呼損率 の 目標値の研究

誤 り率の 目標値の研究

X.70の 実績 か らの 再評価,

同期式 端末利用者 に対 する

信号

!

一94一

∂

、



亀

'

.
,

lP(血 七 十
課 題 関連勧告 備 考1

一,"}一'一}一

'」
一一]一 一'」 ウ「・●人」'一一－r-一

公 衆 デ ・三夕網 にお`け るユ ー

_司 、一ー一

豆2DDTE-DOE点 インタフェ
'

ザ フ ァシ リテ ィの 実 用化 の 一 ス

問題 勾信号方式
吟

`今 ∂運用手順
'←'一 ー 一

K 障害識別 と切分けのための

DT巴 －DCEイ ン タ フ ェ ー
'

ス間 の 設備'・

'L
既 存V－ シ リー ズモ デ ムの

イ ン タフ 土一ス用 に設計 し

X・20,、 、蠕 ・

x.2i}
l
l

たDTEの 公衆 デこ タ網上

、

4
1 での使用

lM DTE-DCE間 信 号 用制 御

キ ャ ラク タの保 護
…

lN DTEの ロ ーカル また は非}
↑

lDTEが 情報 処理 中で着 信

動作七 一 ド暗 め場合 の処理

io
(〉
,

「5

t..L

スに用hるDT五 －DG遇 イ

ン タ フ ェー ス の互 換 性
'一 一

調繊 よび醐 式サ二 十:ラ 。L互難 必要の有無 互難

呼 を 受 け付 け ちれ な い とき

等 には,デ ー タ交換機 に ご

i・「}'Lを知 らせ るべ きか!

,

q

ト 　

灘 蒜 二:芸∴ ㍗2嚇 後⌒
4

、

'X
.21を 得 る た め の 方 法

'i

__一.、.

同 期式 サ ザ ス に刷 るTx.21に ・1実 施上 の 問題 点 点"一'"－

DTE-DC迎 イ ン タ フェース

㌔

1

1)各 く ン タ フ ェ ー ス の 事 象

間 の タ イ ミ ン グ

・2)信 号 用 キ ャ ラ グ タ(工A

ぬ5)'の 決 定.

i5)各 フ ァシ リテ ィ採 用 時 の'

1手 順

一95-一
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PQtn七} 課 題 「1関蓮扉 「 備 考

テ

R

S

用語 の定義

同期デ ータ網 間の国際 リン

クに対する多重化構成

⊂一ー ーー一 斗一 ー 一一一

丁

⑤Bur

COn

nOU

戊 ン X. 50 1)hθ 七

2)プ レ

出,

0プ レ

0マ ル

4)DTE--DOEの 役 割 の 分

担

S)Burs七isochronous,

con七inUousisochr

nOUSの 手 順

タイ ミン グ と同期

1)hθterOgeneous多 重 化

2)フ レー ム同期 はず れ の検

出,再 同期

5)フ レー ム信 号 の構 成

4)マ ルチ フ レー ムで のSビ

ッ ト,Fビ ッ トの使 用 方

法

5)そ の他 の 多重化 構 成'

U
－
L

同期網間の国際接続に対す

る集中制御信号方式

・1)同期 網 間 の同 期許 容 で き

るSユipの 頻 度,そ の た

め のGユockの 精 度 等

2)非 等 時 網 での ル ー プバ ッ
o

クク ロ ックの導入 とその

効果

3)同期 式端末 と低速非 同期

端末 との同期'

4)同 期網 端末 とモデ ムを使

i

用 した網 との同期

ξ)POM電 話網 との同期

D信 号 ユ ニ ッ トの大 きさ と

メ ッセ ー ジの形 式

.
「

l

l

|

オ,

勾アイ ドル状態 の識別

5)誤 り訂 正
i

一・;9「6一

φ

●

4

¶



v

◎

4

P(血 七

u

－'-

V

課 題 関連勧告1 備 _竺 ヨ
」一 ÷一

____,一 一 ー 一 一 ←
,}一 ー 一 一・

io信 号手順

ゆ 符号の割当て

同期 データ網間の国際接続

におけ る分散制御信号方式

DX、70を 同期 網 に適用 で

きるか

2)同 期 式 エ ンベ ロー プを利

l
iil

{
{

|
　 ロホへ 　 エぷ シ

Wl64Kbpsの 多重 化 ア グ リゲ
　 　

　 　

1-一 トを 運 ぶ ベ ア ラ チ ャ ン ネl

lルへの要求離{

重 化 ア グ リゲ

一一}† …^一 一 一 下

用 で き るか

3)X.70の 連 続 極 性 の代 わ

り(〉(1つ の文 字 を使用 す

るか

x-∈ 訂正

1「「≒ ご 。⌒ 密保護

－
ll

1

一___.

i

lDTE間 の制 御 方 式r-V・41i

の適 合 性

た とえば,誤 接 に伴 う絶入

の データの破壊等 に対す る

対策

b

,

5.AT&TのDDSに つ いて

デ ー タ伝送 の新 しい ニ ー ズに対処 す るた め,AT&TはDDS(Digital

Da七aSystem)を 建 設 中 で あ る。DDSは 各種 デ ィジ タル ・デ ー タ伝送 サ

ー ビスを 提供 しよ うとす る もの で,完 全 な同期網 で あ り,ア ナ ログ(音 声等)

伝送機 能 は持 た な い 。計画 に よれ ば,,1974年 に24都 市,1975年 末

に80都 市 に2地 点 間 デ ィジ タル専 用 回線 せ 一 ビス を提供 し,1976年 末

に は100都 市 に拡 張 して,さ らに複 数地 点 間 サ ー ビスを追 加ltる 予 定 にな

っ て い る。 デ ー タ交換 サ ー ビス機 能 につ いて は 明 らか にされ て い な いが ・ 予

測 では1976～1980年 の間 に付加 され る もの と思 わ れ る。

' 一一97一



な…かDDSの 専 用 回線 サ}ビ4料 金 は,既 存 のサ ー ビス に比較 して20

～48%程 度 安 くな る と言 われ てい る。

1)サ ー ビス機 能 概 要 ・

。 全二 重 ・同期 式 デ ィジ タル専 用 回線(当 初2地 点 間回 線 を,1976

年 末 以 降複 数 地 点 間 回 線 を提 供 す る予 定)

ii)

あ るいはG'SUは,

送 に適 したべぶ ス バ ン ド・'バイ瑠 一 ラ方式 で線路 に伝 送 す る。Office

Ohannel'ts宜fi`t(00U)は,1端 末 回線 とユニ・x'・:サル'ひデ ィジ タル・

ク ・～くコネ ク トを 結 合 す る もの で,そ の機 能 は,信 号 の再 生,デ ー タお

よび監 視 信 号 を集 合 して8ビ ヅ トか らな るバ イ ト形 式 に変 換 し,さ らに

一98一

。 速 度;2400,4 ,800,9,600お よ び56KBPS

・ 伝 送 品 質;
,9,600B[PS以 下 の 回 線 は ビ ヅ ト誤 り率10--7以 下 。

56K
..PPS回 線 は99.5%の 時 間 無 誤 り 。

。 信 頼 度;平 均99 .96%

。 イ ン タ フ ェ ー ス;

・DataSgr▽icθUnl七(DS'U)使 用 の場 合

RS-322-C規 格(2,400,4,800,9,600BIP.S回 線)

'
OC工TT勧 告V.35(56KBPS回 線)

・CinannelServicθUni七(CSU)使 用 の場 合"

送 ・受 信 信号 線,ス テ ー タス標 示,ア ース線 そ の他,電 源,試 験 お

よび等化 機 能

。 端末 回線 障 害復 旧時 間;90分 以 内

。 他 網 との相互 接 続;(}T&Eお よびWUがDDSと 両立 性 の あ る綱

を計 画 して い る。GT&日 網 との相互 接続 を可能 とす る・。将 来,サt-一 方ー

ビス区域 外 か ら既 存 ア ナ ログ伝 送網 を経 て接 続 可能 とす る予 定 で あ る。

システ 己構 成' 、

第4図 に シxテ ムの基 本的 構 成 を示 す 。加 入 者 宅 内 に設 置 され るDSU

デ ィジ ダノじ・デ ー タ信 号 を無 装 荷 対 ケ ー ブル へ の伝

φ

●

∀



バ イ ト
,・ ス タ ッ フ して64KBPSの ビ ッ トス ト リー ム に変i決 し,デ ィ

ジ タ ル ・ク ロ ス ゴ ン ネ 久 トへ 送 信 す る 。

デ ィ ジ タルMPX・1は,25回 線 の64KBPS信 号 を 多 重 化 して

t544M耳PSの 杜 リ:r.Aと し・ 丁 四 顧 た は デ ・ジ ・ルMPX・'

へ 送 信 す る 。
、:

MPX1に は,'2.4～56KBPSの ど の速 度 の 回線 で もサ7'1Qル チ プ

ハ ロ ざ レシ

,レ クサを経 由 しないで収容 で きるが,何 れの信号速度回線 の場合で も搬

送 速度が56KBPSな ので,低 い信号速度回 線の場合 に非効率的で ある。

・ 低 速 回線 を効率 的 に多重 化 す るた め,サ ブマル チ プ レクサ を使 用 す る こ

と もで きる。 この場 合,2.4KBPSで は20回 線,4.8KBPSで は10

.回線,96KBPSで は5回 線 を 多重 化 で きる。

交換 局 間 の主 な伝送 路 と して は, .50-r1 ,イル まではPCMのT1回 線

(1,544MBIPS')を,さ らに長 距 離 に はPCMのT2回 線 や既 存 の長

距 離搬 送 シス テ ム(主 に マ イク ロ ・ウ ェ ーブ ・シ ステ ム)に 付 加 さ れ る

DUV(DataUndθrVoice・)チ ャ ンネル を採 用ず る。D"OVti式 と

,は ダ 主 に既 存 の マ イク ロ・・ウェ ー ブ施 設 を用 いて デ ィジ タル ・デ ー タを

伝 送 す る方式 で,音 声 伝送 用周 波数 帯域 よ り低 い帯域 に1,544MBPS

・デ ィジ タル信号 の 伝送 機 能 を付加 す る技術 で あ る(第510P参 照) 。

rl975年6月 の時 点 で,本 方 式 に よる伝送路 をニ ュ ー ヨ ーク とシ カゴ ,

ワ シ ン トン,ボ 入 トン加 フ ィ ラデ ル フ ィア の 間,お よび フ ィラ デル フィ

〆 ア と ワシ ン トンの 間 に建 設 中 で あ る 。'∴'1:'■⑱
・iiDDDSの 料 金 .1"`

・ 現 在,・明 らか に され て い る`2地 点 間専 用 回線 の 料金 は表11の と誇 り

.で あ る。 ま た,他 め 既存 サ ー ビズ 料 金 との比較 を表12に 示 す 。

一一・一・9i9一
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,AT&T.'

表11DDSサ ー ビ ス の料 金(月 額)

＼単 位:ド
ル

回 顧 i
回髄 劇KBps)

一」
料金区分

、r

z・
.L4・ 已 ・

5'60

局 間回線料金 ㌫

1ア イル当 り

回線 ごとの固定額
一

.45 、
'2aoO

←---t-'一

.60

4000

1『
「

・99

12aoO

1-
、{

4.50

50000

一 ◆

ア 一 夕 ・サ ー ビ ス ・ユ ニ ヅ ト 15.00 15.00

一 … 『i

I'
15.ooi

|
一一 ー

サ ー ∴ 端 末 .、。。。

{一 一'!

15.00

8α .00
・8α00

1

1。 α 。。i
l

iマ ル チ ・ ス テ ー シ ョン 料

…
14zooL4zoo

|

42.00 '42
.00 …

ー
ー
!
1ア ナ ロ ク/デ ィジ タル 接 続

「|

10aoO12b⑪0{

|

2000020α001{

　
ヂs

説

t

(
r

'2
.

5

4

明),、

局 間 回線 料 金:回 線 リンク ご との固 定 料 金 と回線 距 離(マ イル 当 り)

に よ る料 金 か らな る。 回線 両 端 の課 金 セ ン 久間 をむ す

ぶ 局間 回線 につ いて の料 金 で ある 。

デー㌘ 詩 経 加樟 端末間のイ
ン・フェース機能を提供する装

置 に対 す る料 金 。 本装 置 は加入 者 自営 も可 能(こ の場

合 は無料 。)回 線速 度 別 に4機 種 あ.る。

サ ー ビス端 末:DDSHubオ フ ィス と加 入者 端 末 を接続 す るた めの

ハ ー ドウ ェア と関 係機 能(端 末 回線 と接続 用 装 置類)

一'に 対 す る料 金 。端 末 ご とに必要 とさ れ る。

票 ∴ 端 ・撒 をこえる加入者端末に対して課金される櫨

例 えば,固 定地点間回線 では課金 され ないが,こ れ に

さ らに1端 末 を付加 すれば,こ の料金が 加算 され る。

この料 金 は"サ ー ビス端 末"料 に加 算 さ、れ る6
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5.鶏 ㌫ 続 ・DDS回 線 とアナ・グ回線を偏 す るた めの料金・

料 金 は デ ィジ タル網へ の接続 点 に対 して 課 金 され る。

なお,ア ナ ログ系 の専 用 回線 や 等価料 金 は 当該 サ ー ビ

ス料 金 に よ る。

DIGITALMULTIPLEX'TIDM

●

⑨

DATA
SERVICE
UNIT

8:;灘 竃
　　ロ

CHANNEL

SERVICE

UNIT

第4図

OFFICE
CHANNEL
UNIT

CLOCK

CROSS
CONNECT
64KBPS

CROSS
CONNECT
64Kb/S

DIGITAL
SUBMULTIPLEX

Digi七aユDa七aSys七 θm構 成

M12

(第2次 多重装 置)

ウェーブ 回線

T1回 線

、

レ

ベ

ル

1.544MBPS

デ ィジタル ・デー タ

564 周 波 数(KHz) ≒8・000

第5図 Da七aUndcrVoice(DUV)
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4.そ の 他

i)各 国 の新 デ ー タ網

各 国 と も将来 の デ ータ伝 送 の量 的 増 加,質 的 多様 化 に対 処 す べ く,新

しい デ ー タ専用 網 を計 画 して い るが,そ れ らは 国の通 信 政策 や制 度,通

信 事 情 な どの相違 に より,個 々の網 形 態 は既存 通 信技術 に多 くを依 存 し

た もの か ら,全 く新 しいデ ィジ タル技術 に立 脚 した もの ま で様 々であ る。

表12各 国通信事業者の データ伝送

サ ービス(将 来計画を含 む)

交換方式
伝送形態 非 交 換 回 線 時分割回線交換 空間分割回線交換 蓄積再伝送方式

フランス(Cad堤 θθ) スペ イン

イタリー イタ リー(PTT)

カナダ(岨t注cαn) オ ー ス ト ラ リ ア

〃(B]輌 且) (OUDN)
ア ナ ロ グ ほぼすべての国

米国(WUT:BEX)

〃(ATT:

Daセ 趣Qn50)

フラめレ

カナダ(Data一 米 国 デ古 海ク デ ィジタル方式の

route等) ス ウ ェー デ ン 時分割回線交換に

米国 デ ン マ ー ク 付随 する。

ス イ ス ノ ル ウ ェー (サ ー ビス提供国

釆国(AT叩DS) 西 独 もほぼ 同様。)
デ ィジタル

ブラジル スイス

フ ラ ン ス

日本(NTT)

カナ ダ

ブ ラジル

(註)上 記 の 他,パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス を 英 国,日 本(NTT),米 国

(PCI等),フ ラ ン ス な どが 計 画 中 で あ る 。

-102一
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表12は,計 画 中 の新 デー タ網 をふ くめて,各 国 の デ ー タ伝 送 サ ー ビス

を分類 した もので あ る 。

ji)利 用者 シス テ ムの伝 送 回 線使 用 形 態

コン ピ ュ ータ利 用 者 が 自か ら構 成 す る デー タ通 信 シス テ ムは,シ ス テ

ム個 々の 目的 や応 用 分 野 に よっ て,デ ー タ伝 送網 の使 用形 態 は ま ちま ち

であ る。 利 用者 は,た とえ新 デ ー タ網が 実現 した と して も,そ の シス テ

堀 的疏 じて縦 的,・技術的かつ経済的獺 点か ら毎 存網か噺 デ

ー タ網 か,い ずれ を利 用 す るか選 択 に変 ね られ る。 設計 上 の 参 考 と して,

第6図 は,各 種通 信 シ ス テ ムの 回線 使 用形態 を呼 保 留時 間,呼 数,回 線

使用 効率 の観 点 か ら分 析 した もの で あ る。 また,第7図 は,新 しい デ ィ

ジ タル ・デ ー タ網 の利 用形 態 の1例 を示 した もの であ る。
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第6図 各 種 通 信 シス テ ム別 の回線 使 用形 態
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' デ ー タ処 理

、 シ ス テ ム

デ ィジ タル ・

回線交換 専用回線
デ ー タ網'

(ダ イ ヤル選 局 機 能)(ダ イ レク ト・コール機 能)

フ ロ ン ト・ エ ン ド ●プ ロセ ッサ

・ 蓄積機能

。 前置処理機能

。 オ ペ レ ー タ ・ガ イ ダ ン ス

～

・∩

)

1
ノ'へ/'へ ＼

④ 〔り

○ ㊦
単独端末 ③ ㊦ ③

i

1

,鋤,ア リ'.シ ス テ。 ・ ノ

鷲働⊇ 當 ム 馴㌶
総 」一

∫

'

第7図 デ ィ ジ タル ・デ ー タ網 の 利 用 形 態
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WMO(WOr-ldMe七eorg■ogica10rganiza七ion)

■

訪 問 日 昭 和48年12月6 .日

所 在 地 ・,,Av.IGuisepPeNotta.41・1202Genθya・

:.Switzgrユand

面 .接 着,,i:.・M℃Yamaguchi(Mr.H.Gユaser代 …理)

●

1概 要 ・

世 界気 象 機 関,WM'O(WOrユd・MetgOro■ogiCaユOrganiza七iOn)は,国

際連 合 の 専 門機 関 の 一 つ で あ り∴ 各国 が気 象事 業 を遂 行 す る上 に不 可 欠 とさ

れ る国際 協 ヵ体 制 の確 立 を 目指 レて発 足 した組織 で 助 る。 そ の組織 の 主体 は

① 世 界気 象 会議(COngress),② 執行 委 員会(Execu七i▽eCo㎜1杭ee),

③6、 つ の地域 協 議 会,④8つ の 気 象専 門 委 員会 で あ り,各 国 の気 象事 業 の 発

展 に大 き く貢献 して い る。 今 回 の調 査 団 の往 訪 に際 して は,'以 下 に述 べ る よ

う・に19・67年 に具体 化 したWwW`(WorldWea七herwa七ch)計 画 を主 体

に広汎 にわ た る説 明が あった 。・い'

IIwWW計 画 の大要'・'∵v`"+';t

WWW計 画 は,'1961年12月 の第16回 国連 総 会 で採 択 され た決 議

ll721号"宇 宙 空 間 の平 和 利 用 に関す る国際 筋力"『d対 す るWM・ ・O:・,の答申

報 告書"宇 宙空 間 開発 に関連 した大 気 科 学 の進 展 とそ の 応 用'ざの主 軸 をな す

一]07'一
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ものである。
'

このWWW計 画 は,1967年4月WMO世 界気 象会 議 で 承認 され,既 に

その第1次4年 計画(1967～1971)を 完了,第2次4年 計 画(19

72～1975)の 実施 に入 って い る。 この計画 を構成 す る主要 な柱 を示 せ

ば 次 の とお りで あ る 。

① 全 球 的気 象 観測 網 の強 化GOS((}ユobaユ9わsθrvingSystem)

② 全 球的 気 象 デ ー ぞ処 理 方 式 の改 善(}DPS(・GlobalDa七aprocess

-ingSys七em)

F③ 全 球 的気 象 通 信 網 の整 備GTS((}].obaユTe■ θco㎜lunica七 士on

SysteM)

④ 全 球 的気 象研 究 の強化(}ARP(GユobaユAtmosphθricResearch

PrOgram)

⑤ 世 界気 象職 員 の研 修 、

このWWW計 画 は,次 第 に高 ま り行 く気 象事 業 に対 す る社 会 の要求 に対処

し,計 画,実 施 さ れ で きた も'ので あ る。 この背景 には電 気通 信 技 術 な らび に

コ ン ピ ュー タを中心 とす る情 報 処理 技 術 の飛 躍 的 な発 達 ,気 象衛 星 の 出現 等

に伴 う気 象技 術 の大 きな 進歩 が あ った こ とを見 逃 す こ とは 出来 な い。 以 下 に

GTS計 画 を中 心 に各 計画 の概 要 を示 す 。

皿 .全 球的 気象 観 測 網 の強 化(GOS)

・GOS計 画の 目的 は・従来 の気象観測網が カバ ーで きなか った海洋や砂漠

等 の地 域 や 大気 圏 を も含 め た ネ ッ トワーク を建 設 す る こ とに あ る。 この た め

GOS計 画 にお い て は,地 表 間 システ ムにつ い て

① 全 球海 洋 自動 ス テ ー シ ョン組織IGOSS(ln七egra七edGユObaユ

洗a七iOnSyBtem)の 開発

一 必 要 な観 測 機 器 を設置 した無 人 ヴイ ・ス テ ー シ ョン網 を建 設 し
,海 上

気 象観測 デ ー タを 目劫的 に収 集 す る。
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② 無人観測所 の設置

一 テ レメータリングによる無 人観測所 を設置 し,け わ しい山岳地帯 や砂

漠地帯め観測 デ ータを収集す る。

また衛星サブLシ ステムについては

① 極軌道観測衛星の打上げ な らびに衛星観測体制の確立

一2個 以上 の極 軌道観測衛 星 を打上げ る と共に グローバ ルな観測 デ ータ

'
受信体制 を確立す る。

等 を重要 液柱 として,そ の実現 に努 めている。

IV全 球的気象デ ータ処理方式の改善(GDPS)

GDPS計 画の主 たる 目的は,① 医大な気象観測 データの処理 に関す る国

際協 力ジ分担体制お よび,② 気象事業用 ソフ トウェアの国際共同開発体制 の

確立 に あ る。

そ こで,(}DPS計 画 にk・Viて は,作 業 中枢 を① 世 界気 象 中 枢WMC

(WOr■dMe七eorO■Ogia■Cen七re),② 地域 気 象 中枢RMC(Regiona■

Me七eoroユogicaユCen七re),③ 国 の気 象 中枢NMC(NationaユMeteorO-

■Ogica■Cen七re)の5段 階 に区 分 し各 中枢 の業 務 を次 の よ うに定 め て

い るo

①WMC－ ワシ ン トン,モ ス コ ー,メ ルボ ル ンに設置 さ れ,グ ロ ーバ ル

・ス ケ ールの 資料 作成 を行 う。WMCは 全 球 の観測 デ 一一タの全 て を観 測 時

後2時 間以 内 に収 集 し,そ の解 析 結 果 を観 測 時後4時 間 で利 用 者 に提 供 す

るo

②RMC－ 東京 を含 め全 球23ケ 所 に設置 され,地 域 ス ケ ー ルd)資 料 作

成 を行 う。RMCは 全 球 の観 測 デ ー タの全 て を観測 時後2時 間 以 内 に収 集

し,そ の解 析結 果 を観測 時後4時 間 で利 用者 に提 供 す る。

③NMC－ 各国 に必 ず1ケ 所 設置 され,そ の国 の サ ー ビス に必要 な 資料

を作 成す る。 この際,必 要 な グ ロ ーバ ル ・ス ケ ールお・よび 地域 ス ケ ール の
/
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資料 は・WMCな らびtlCR']V[0か ら提 供 を受 け る。 、

ま た気 象 予測 の精 度 向 上,気 象情 報 提 供の ス ピー ド ・ア ップ等 にみ られ

る社 会 の要 求 に答 え るた め,絶 えず 新 しい ソフ トウェ アの開発が 必要 とな

るが,当 計画 にお二い ては,こ の点 での 国際 協づオも強調 して い るげ
、ナ

・V全 球 的 気象 通 信網 の 整 備(GTS)
.,,,

G-TS計 画 は ・GOSk'diびGDps計 画 に測 る気 象継 げ づ ρ 収集

な らび に解 析 結果 の伝 送 に欠 か す こ との で きな い全 球 的気 象 通信 網4)拡 充 を

目的 と して い る。GTSは 気 象用専 用 回 線 か ら構 成 され る通 信網 で あ り,次

の三 種 の ネ ッ トワ ークか らな る。 、 ・. 、 二・、 パ 迂'

?世 界気 琴 輔MT9(MainTr舳Ci・ ・vit)・

② ‡繊 気 鎚 騨(R・gi・naユT・ ユθc・mnuni・a七i・pN・ 可 ・・k・)・.

一 次 の三 つか ら繊 され る
・ .『 ∵ ・一

(a}璽 気 象 踏 綱MRC ・(MainR・910n・ ユOi・ ・U・.it・)'tt・ ・

(b>地 域 間気 象通 信 網IRC(工n七erregionaユCircu‡ 七s)
,

(c)
,地域 気 銚 信 網RC(RegiOp・ ユCi・ ・uエt・)∴.

③ 国 内 気 象 通 信 網(NationaユTeユeCO㎜uniCa七10nNe鯉rks)
r二 ・

G[1]に お い て は デ ジタ ル通 信(例 え ば 観測 デ ー タの伝 送)お よび ア ナ 只グ

通 信(例 えば 模 写 伝 送)が 可 能 で あ り・ 音 声級 回 線 を賃 借 して構 成 さえ・る。,

GT『 の 治 テム基本要件 を示せば次の とislnで ある。. 、.一..

(司GTSは ・未処麟 よび処理済 み酬 げ ブ を収集埣 挺 配 布す る

ため の 全 球 的 な統 合 網 で あ り,]日24時 間 間断 な く運 用 され る。

(b}中 速 の デ ー タ伝送 奪 らび に模 写 伝 送 用 と して は ,原 則 と して標 準 電話

回 線 を使 用 す る。

(C)OTSを 構針 路 伝送助 鵠 使用率は… 唆 す蚕

(の 凹rを 齢 する伝送路額 びここ{て酬 される剛 は淀 められた

、.時間 内 に必要 な観 測 デ 三夕量 を伝 送 で き る もの で あ る こ と。

一'口0一
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● 、

{θ1(}TSは,多 数 の 中 枢(NMC,RMC,RTH,WMC)を 結 ぶ シ

ス テ ム で あ り.・・か ρ ・i}WMC・RMCお よ びRTHに は ・N
.M.Cに 提 供

す る デ ー タの 識 別,交 換,編 集 等 を 行 う シ ス テ ム が 設 置 さ れ る。

(「)GTS・ 特 にMTCの 信頼性勘 率 楠 や る逗 代替 イレー ド澱 定 で

き る こ とo・.,1,t .

(1)世 界 気 象 主 幹 線 網(MTC),…:i,.,、.・ 」..

① 基 本 構 成'・11':・"・:バ 、,

MTCは,世 界 気 象 中 枢(WMCJお よ びRTH(RθgionalTeユe

-conmunlcationHu'b)と 呼 ば れ る 指 定 さ れ た 中枢 を 原 則 と して ケ ー

ブ ル 回 線(音 声 級)で 結 ん だ ネ ッ トワ ー ク で あ り,そ の基 本 構 成 は,第

1図 の とお りで あ る6・.』 、1.、 一

●

●

F霧 戊デ 巨

モ ス ク ワ .

/
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第1図 世界気 象主幹線基本構成 図
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②WMCX・ よびRTHの 主 要機 能

こ こにWMCお よびRTHの 主要 な機 能 を示 せ ば・ 次 の とお りで あ る。

{a)自 動 編集 三 ・ 、

佃'メ ッセ ージの 自動 交換

(c)コ ー ド変換(CC=[TTNa2CC工TTNa5)

世 界気 象主幹 線 網(MTO)で は,Na5コ ー ドが,ま た 地域 気 象 通 信

網 では 甑2コ ー ドが 使 用 さ れ るた め コー ド変換 が 必要 とな るo

(d)通 信速 度 変 換(中 速 低 速)

(e)自 己宛 メ ッセー ジの識 別(優 先 順 位 の識別 を含む 。)

(凸 誤 り制 御

◎ 中継(例 え ば ス トア ・ア ン ド ・フ ォ ワ ー ド機 能)

倒 標 準伝 送 手 順 を維 持 す るため の チ ェ ックな らび に訂 正

{i}サ ー 壱スの連 続 性保 持

{j).WMO規 格 に基 づ くフ ァク シ ミ リ送 受信 等

③ 通 信 要 件 の概 要

MTCの 通信 要 件 の 主 な もの を示 せ ば 次 の とお りで あ る。

(a>伝 送路 は,原 則 と して4線 式 電話 回線 を全 二重 方 式 で使 用 し,こ れ が

.不 可能 な区 間 につ いて は3KHzHF無 線 回線 を使 用 す る。

個 通信 速 度 は2,400bps(位 相 変調,同 期 式)を 原 則 と し,こ れが 不

可 能 な 区間 につ い ては,。1,200bp'sと す る。

(c)回 線 はCC工TT勧 告M102規 格 の もの を使 用 す る。

(d)各 回 線 は誤 り制御 用 の バ ック ワ ー ド制 御 回線(7SbPS,非 同期 式)

を有 す る。

{e}モ デ ムにつ いて は,2,400bpsの 場 合 はCC工TT勧 告V.26,ま

た1,2001rpsの 場 合 は,CC工TT勧 告V.25に 合致 した もの を使 用

す る。

lf)コ ー ドはCC工TTNe.5を 使 用 す る。

一】12一
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⑨ 端 末 制御 は ス トア ・ア ン ド ・フォ ワー ド方 式 に よる。

佃 フ ァ ク シ ミ リ伝 送 に用 い る電話 回 線 はWMO規 格 に合致 す る こ と。1

④ 誤 り制御 方 式 の概 要.1-t-;・t・ ・.・・:・r

MTGに お いて は,既 に述 べ た とk・.b,パ ック ワLド 制 御 回 線 を用 い た

誤 り制 御 が行 われ て い るが ∴ その方 式 につ い ては過去 の経 緯 か ら以 下 に示

す よ うに異 な った 誤 制御 方式 が採 用 さ れ てい'る。

(a}ハ ー ドウエア方 式

CC工TT勧 告V.41に 毒…挺 した 方 式 で あ り,サ イ ク リ ッ'ク ・ コ ー ドを

用 い た誤 り制御 を行 う。 ハ ー ドウ ェア ・シス テ ム を用 い て行 う こ とが 多

い ため ハ ー ドウ ェア方 式 と も呼 ば れ る。

(b}ソ フ トウェア方 式
セ

一 定 の ブ ロ ック(WMOの 場 合192文 字)を 対 象 に文 字 パ リテa(垂

直 パ リテ ィ)お よ:びブ ロ ック ・パ リテ ィ(水 平 パ リテ ィ)を 付 加 し,ま

たそ の ブ ロ ックの通 過 番号 をチ ェ ヅク す る ことで誤 り制 御 を行 う方 式 で ・

あ る。 一般 に この 方式 は,ソ フ トウ 三ア に よって 行 われ るため ソ フ トウ

ェア方 式 と呼 ば れ る。

この よ うに二 つの 異 な る誤 り制 御 方式 の採 用は異 な る方 式 を採 用 して い

る地域 に また が る国 にお け る シス テ ム開 発 に少 なか らぬ問題 を投 げ か け

て い るo.'

⑤ そ の 他

既 に述 べ た とお り,MTCに お い て は フ ァク シ ミ リ伝 送 も行 わ れ て い る

が(時 分割 使用),現 在 のWMO規 格 では長 時 間 を要 す るた め,(1枚 の

画 の伝送 に20分 弱)こ の フ ァ ックス の デ ジタ ル伝 送化 がWMOの 重 要 な

課題 の1つ とな って い る。

以 上 に述 べ て きたMTO計 画 に よれ ば;MTC上 のWMCお よびRTHは 観

測 時後2時 間 で全 球 の観測 デ ー タ を収 集 す る こ とが可 能 とな る。

一113一
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(2)地 域 気 象通 信 網'・ ,.

MTO上 の各RTHは 自己 の責任 範 囲 内 に発生 す る観測 デ ー タを収 集,配

布 す るため,地 域 気 象主 幹 線網(MRC),地 域 間 気 象通 信網1(工RC).お

.よび地 域 気 象 通信 網(RC)か らな る地域 気 象通 信網 を有 してい る。 ここに

東京 を中心 とす るア、ジア地域 を例 に,地 域 気 象 通 信網 の概 要 を示 す 。、そ の基

本 構 成 は第2図 の とk・りで ある。 ・

75bps
づ

巳]こ 一

75bps

75bPS 1,200bps 75bps.
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第2図 地域 気 象 通信 網.t

(汎 例) .MRC

工RC

RC

例

句
また通信要件 の概要 を示せば次の とお りである。

①.地 域 回線 は原則 として,低 速回線(7・5bps以 下)を 単向 通信方式で

使 用す る。
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第2図恒 晒 鯨 … ハ:こロフス鋼 顕2r噸 頸 竺 ■

れて い るが,こ れ は航 空気 象 等 の特 殊 条 件 を考 慮 し左例外 ケ ース で あ る。

② コ ー ドは5単 位系(CC工T[1]Na2)が 使 用 さ れ る。
ラ ロヒ しノば

③ 同 期方 式 はス 久 一 ト・ス トップ方式 が 採 用 され てい る○'川 ～'・、. 「

④ 誤 り制御 は ソフ トウェ ア方式 に よる。

"(例 え ば
,メ ッセー ジの通 番 チ ェ ック)

㈲ 地 域 通 信 中 枢(RTH)シ ス テ ムの 実 際

こ こで は,MTCを 構 成 す るRTHシ ステ ムの 代表 例 として,わ が 国 の気

象 資 料 自動 編 集 中継 シス テ ムADESS(AUtOmaticDa七a五 辻i七ingand

Swi七chingSys七 ㎝)・ の 概要'を示 す 。

① シス テ ムの特徴

ADESSシ ス テ ムの 有す る特 徴 を示 せ ば 次 の とお りで あ るo

さ れ る6

@

② シ ス テ ム の 基 本 構 成'

ADESS・ は,第5図 に 示 す よう に 通信 制 御 用 コ ンゼ ユ 一 夕 ・シ ス テ

ム(DN-540)お よび デ ー タ処 理 用 コ ン ビ=一 夕 ・¶シ ス テA'(T-

5,400)か ら構 成 さ れ る オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム で あ る。

(a)24時 間 終 日運 用 の オ ン ラ イ ン ・ シス テ ム で あ る。

a))接 続 さ れ る回 線 の通 信 方 式 が 多 様 で あ る6'・i

(c)取 扱 うデ ー タが 多 種 に わ た る。

◎ デ ー タ の 送 受 信:を 時 間 制 御 で行 う○

(e>・ シ ス テ ム の 中 で グ リ≒～ッ'チ蒔 を 自動 的 に維 持 す ・66・:.,

(凸 通 信 制 御 用 コ ン ビ'ユ・一 夕 お よび デ ー タ処 理 用'コ ン ピ ェ 一 夕 か ら構 成

－Tミ1ぺ ・

デ ュ ー プ レ ッ、ク ズ構:成 で あ る。 ・

無 停 電 電 源 方 式 を 採 用 〉して い る。 ・ ・'㌧L'

:一`ll:5一
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(通 信 制御 用 コ ン ピ ュータ)

DSU-160×2

(ζ;㍑ ㌻)
DSむ_160×5

IDN-・540

(32KW)

DN-340

(32KW)

(通 信 制御 用 コ ン ピ ュー タ)

T-5400/30

(52KW)

T-5400/30

(32KW)

(デ ー タ処 理 用 コ ン ピ ュ ー タ)

MTH-109×8

DSU-160×5

■

ら

第5図ADESSシ ス テ ム基本 構 成

ここetcDN-L-540は ① デ ー タの送 受信,② デ ー タ ・ブ ロ ックの組 立

・分 解 ,③ 端 末 制御,④ 緊急 デ ー タの処 理,⑤ 高 速 回線 に係 る エ ラー ・

コ ン トロール,T--5,400は,気 象 デ ーータの識 別,編 集 等 を行 う。 後

側 デ ィス ク(DSU-160)は,編 集 用 に,ま た 前側 デ ィス ク(DS

U-160)は,デ ー タ蓄積 用 と して使 用 さ れ,5 ,400シ ステ ムに障

害 発 生 の際 も1時 間 以 内 で あれば デ ー タ を紛失 す る こ とな く処理 可 能 な

シス テム を構 成 してい る。 ま たDN-5402台 お よびT-54002台

の 相 互切 換 え は プ ログ ラマ ブル ・ペ リフ ェ ラル ・ス イ ッチ に よ り自動 的

＼

に行 わ れ る。

③ シス テ ムの基 本 機能

側 気 象 メ ッセ ージ 中継

受 信 した気 象 メ ッセ ー ジの種類 を識 別 し,そ れ を必要 とす る端 末 に

一116一
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送 信 す る機 能 で あ る。 一

個 気 象 デ ー タ編 集

各 気 象地 点か ら収 集 した各 種 の気 象 デ ー タを端 末 が 必 要 とす るス ク

ール に応 じて選 択 ,編 集 す る機能 で あ る。ADESSに は,こ れ に関

連 す る機能 と して

(i。)通 信 規 格 の異 な る各 種 の 回線 を通 して の気 象 メ ッセー ジの送 受 信

(iDコ ー ド変換(伝 送 コー ドADESS(5,6,7単 位 系)コ ー

ド)

(iit)緊 急 メ ッセ ー ジ(地 震 観測 メ ッセー ジ)の 検 出お よび優 先処 理

(～)気 象 メ ッセ ー ジの識 別

(V)気 象 デ ー タの待 行 列 作 成

(vD編 集す べ きデ ー タの種 類 区 分

(viD再 送処 理

(vill)エ ラー チ ェ ック

(ix)統 計 情報 の収 集 等 が あ る。 .t、- t、

(4)国 内気 象 通信 網

国 内気 象通 信 網 は,各 国 々内 に散在 す る観測 地 点 か らの デ ー タの収集.,必

要 な地 点 へ の デ ー タの 中継 等 を行 うため の ネ ッ トワ ーク で あ り,各 国 の気 象

中枢(NMC)を 中心 と して展 開 さ れ る。 この ネ ッ トワー クの整 備 状 況 は国:.

に よって差 異 が あ るが,ア メ リカや ヨー ロ ッパ諸 国 と同程 度 の整備 状 況下 に

あるわが国 を例 にその概要、を示す。

わが国の国 内気象通信網 はi基 本的 には,国 内各地 に所在す る気象官署 を

結ぶ一般 気象通信網 お よび各空港所 の航空気象官署 を結ぶ,航 空気象通信網'

か ら構成され る。

① 一般気象通信網

一般気象通信網は全国に所在す る90ケ 所の気象官署(地 方気象台
,観

測所)を,11ケ 所の地方 中枢 を介 して本庁中枢 に接続す るため のネ ット

ー-1]7一



ワー クで あ り,テ レタ イプ回 線 で構 成 され て い る。 その 基本 構 成 を示せ ば

第4図 の とお・plで あ る。

t,、.第4図 、〒般 気 象通 信 網基 本 構 成

90ケ 所

11ケ 所(札 幌,仙 台,新 灘 東 京,

名 古屋,大 阪,広 島,高 松,

50bps福 岡,鹿 児 島,那 覇)

本 庁 中枢 と各 地 方 中枢 間 は,テ レタ イプ回線(50bps)が3回 線 設定

され て15・り,デ ータの入 出力 用 と して2回 線,バ ック ア ップ用1回 線 が使

用 され て い る。 ま た,各 地 方気 象官署 の端末 は,テ レタ イ プ回 線(50bps)

1回 線 で,地 方 中枢 に設 置 され て い る盲 動 集信 装 置 に結 ば れ てい る。 本 庁

中枢 と各地 方 中枢 間 を結 ぶ3回 線 の50Lrps回 線 は,1,200bpsに 増 速

さ れ る将来 計画 が あ る。 な お,'`地 方 中枢 ど地芳 気 象 官署 を結 ぶ テ レタ イプ
'

回線 の速度 に関 して は,デ ー タ配 布 のた め の下 り回 線 でや や問題 が 生 じて

きて い る。'

② 航 空 気 象通 信 網`タ ・

航 空 気 象通 信 網 にお い て は,本 庁 中枢 と各 管 区気 象 台(現 在 は,札 幌,

仙台,東 京,大 阪,福 岡)は,テ レタ イプ回線(50bps)2回 線 で結 ばれ

て い る。 また各 管 区 気 象 台 は ル ーーープ回線(50trps)に よ り管 区 内 の航 空気

象 管署 を相互 に結 び つけ て い る。 この基 本構 成 を示 せ ば,第5図 の とお り

で あ る。 ・'「
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'

航空気象官署

(52官 署)

、

50bpsル ープ回 線

(5回 線)

第5図 航 空 気 象 通 信網 基本 構 成

■

現 在,こ の ル ープ回線 は5つ あ り,相 互 間 の航 空気 象 デ ー タの交 換 を主 に,

若干 の一 般 気 象 デ ー タな らび に他(例 え ば 自衛 隊,米 軍)か らの航 空 気 象

デ ー タの 中継 に使 用 され て い る。

こ うした 国 内気 象通 信 網 の整 備 に よ り,国 内気 象 デ ー タは 観測 時 後15

分以 内 に国 の気 象 中枢NMCに 集 め られ る・

以 上 に述 べ て きたGTS計 画 は,GOSお よびGDPS計 画 の実 現 に欠

くこ との で きない 計画 で あ り,各 国 の協 力 の下 に,そ の実施 が 進め られて

い るo

しか し,MTCを 例 に とって も,東 京 一 ワ シン トン間 お よび ヨ一 口 ッ

'パ 関係 国間 内のみが完成 したに過 ぎず,全 球的 な気象通信網 の完成 には,

な お・数年 を要 す る と言 われ て い る。
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VI全 球 的 気 象研 究 の整 備(GARP)お よび世 界気 象職 員 の研 修i

GAR'王)計 画 は,従 来 デ ー タの少 な か っ.だ大気 圏 全 体 の気 象 デ_タ を利 用
　 ロ

.し て,新 しい気 象 学 の研 究(例 え ば コ ン ピ ュー タに よる大 気 モ デ ル の研 究)

を進 め る計画 で あ るが,こ の計 画 を構 成 す る重 要 な柱 の1つ と して静 止気 象

衛 星 の 打上 げ が あ る。 この計 画 に関連 し,ア メ'リカは太 平洋 中央部 か ら大 西

洋 を カバ ーす るSMS(SynchrOn6usMO七erOユOgicalSate■ ■ite)お

よび 北 ア メ リカ大 陸 を カバ ーす る(}OES((}'eostatiOnaryOPerat工or1

'一－alEn▽irOmenta] .Sateユ].ite)の2つ の静 止 気 象衛 星 を,ま た フ ラ ン

ス を中 心 とす る ヨー ロ ッパ衛 星研 究組 織(ESRO)は
,ヨ ー ロ ッパ 大陸 と

ア フ リカ大 陸 を カバ ーす る静 止衛 星 を打 上げ る予 定 で い る
。

全 球 を カバ ーす る気象 衛 星網 の実 現 には ,さ らに も う1個 の静 止 衛 星 が 必

要 とな るが・ わが 国 はGMS(G…t・ 七i・n・ryM・t・ ・・…gi・aユS。 七。

一ユ■i七θ)打 上 げ計 画 を も
って この 要求 に こたえ よ う と して い る。 以 上 の4

個 の 静 止衛 星 の 関係 は 第6図 に示 す とお りで あ る
。

潔讐 鋼牡一一＼ぐ㌫
/＼
/・.:＼
1、

{'地 球 一 一.55,9・・㎞ 一 一)l

l∴"1'・ 一"1
＼ ノ
＼
＼.ソ

…ぷ__一 斑lii;カ)
(}MS(昧)

.(醗15・.)

第6図 気 象 用 静 止 衛 星 に よる 観 側 ネ ットワーク
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、

　

ところで各国 の気象技術者のレベルはその国の技術,経 済等 ゐ発展度に よっ

て差異が あ り,国 際協力体 制の実現 に1つ の障害 となる。 こうした技術 レベ

ルを合せ るため の プログ ラムが,WWW計 画 の重要 な柱の1つ である世 界気

象職員の研修計画で あるo

以上がWWW計 画の概要 であるが,こ の計画 の進展 に伴 い気象業務 の大幅な

精度向上が期待 されてい るQ'

、

ム

、

,

一121一



も

●

4

,

●

'

'

」

/

〉

'

ン

'

、

◆

、

'

.

'

魑

、

・

●

」^



吟

■

⑱

●

/

TiT・U-CC、T'T

、

●

●日間訪

■

■
地

'

在所

.

「●者接面

昭禾・4・・○ ‥

、,Ru∴ 。V。 蜘 、,nd。,,、 。t、

Suits6eTeユ,.:34-8000

Mr..':T:○ 臼hisadaOlζabe

」

、

●

一123一

嘘



り

国 連 の 電信 電 話 諮 問委 員 会(CCITT)事 務 局 を訪問 し,工TUの 目的 と

任 務 な らび に最 近 の デ ータ伝送 に関 ず る研 究 活動 に つい て聴 取 した。 以 下,そ

の 概 要 を 紹介 す る。

1.ITUの 概 要

(1)目 的 と任 務

工TUの 目的 は,(i)あ らゆ る電気 通 信 の改 善 と合理 的利 用 の ため,国 際

協力 を推 持 し,増 進 す る こと,(ii)電 気 通 信業 務 の 能 率 を増 進 し,そ の利 用

を拡 大 し,か つ,公 衆 に よる利 用を普 及 す るた め,技 術的 手 段 の発 達 とそ

の最 も能 率的 な運 用 を促進 す る こ.と,ω これ らの 目的 に 対す る諸 国 間の努

力 を調 和 させ る こ と,で あ る。

この よ う な 目的の た め,工TUは,(i)周 波 数 スペ ク トル の 分配 お よび周

波 数割 当 ての登 録,(ii)通 信 料金 基 準 の 設定,ω 新 興 国の電 気 通 信 設備k・ よ

び電 気 通 信網 の 開設,発 展 お・よび改 良の た めの技 術 協 力,GV)電 気 通 信業 務

の 協 力 に よ る 人命の 安 全 の確 保,(V)電 気 通 信 に関 す る研 究,規 則,勧 告 の

制定 お よび情 報 交換 な どを任 務 とす る 。

工TUを 構 成 す る加 盟国 には,正 規 の 加 盟 国(連 合員)と 準 加 盟 国(準

連合 員)が あ る,連 合 員 は,工TU条 約に署 名 ・批 准 した 国 また は領 域 の

集合,国 連 の 加 盟国 で 工Tσ 条約 に加 入 した もの,あ る いは;上 記 以外 の

主権 国 で連 合 員 の5分 の2の 承認 を得 て τTU条 約 に加 入 した もの か らな

る。 現在 の連 合 員数 は146カ 国 で あ る。準 連 合 員は,国 際 関係 に つ い て

完 全 な責任 を有 しない領 域 また は領 域 の集 合 で,連 合 員 が これ に代 わ って

条 約 に署 名 し加 入 した もの お よび 国連 信託 統 治地 域 で国連 が これに 代 わ っ

て条 約 に加 入 した もの で あ る。 したが って,投 票 権 や 被選 挙資格 もない 。

最近 は,植 民地 等 の独立 に伴 い,準 連 合員 ぱ減 少 し,パ プ ア ・ニ ュー ギニ

ア1国 を残 す のみ で あ る。
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固 工TUの 構 成,い 、

工TUの 機 構 は 第1図 の とteり で あ る。 これ らの 諸機 関の,Sち ・国 際電

気通信の技 術 ・馴 ・料金 などの酬 題 を研究 し!そ れ ら噸 妊 勧告 す

鍵 とを任務 とする のが国際電信謡 諮問委員今,(PCエ1軍)照 際無

・興 信諮 問委員会(CCエR)の2機 関 である.・

c.cエTTは 国際電信電話分野を担 当するが'こ れち の働 は国 際電

話 に つい て は1924年 か ら国 際電 話諮 問 委 員 会(CC工F)で ・ 国際 電

信 に つい ては1925年 か ら国 際電 信諮 問 委員 会(CC工 丁)で ・ それ ぞ

れ 行 な わ れ て き た 。CC工TTは ・r,」.9'15/6年1こ のCCI ,F・ とCC工 ∫

が合体 した もの で ある 。CC工TTの 研 究活 動 は,表1に 示 す 各 研究 委員

会 と,こ れ らの委員 会 のい くつ かが 協 同 で構 成 す る9つ の合 同作 業部 会 に

よ って行 なわれ て い る。 この うち,デ ー タ伝送 に 関係 が深 い のが,S 、O阻

S'P. .A,Sp.Dな どで ある。,、-t

なおccエRは 酷 鰯 通 信 分 野 を担 当す ∂横 断 あ るが'デ .r・,tt伝

送 に関 しては,あ ま り関与 しない の で議 しい説 明 を省 略す る。..,

{3)国 連機 関 との 関係

経 済 。社 会 。文化 。教 育 。保健 。そ の他 の分 野 で 国際 的責 任 を有 す,るい

ろい ろ な国 際機 関 と国 連 は 深 い連携 関 係 を持 ハ てい る、、

工TUと .国連 との 関 係 は,194'.7.年 の協 定 締 結 に よっ て,以 蔭,国 連

の 専 門機 関 とな っ た。 ,工、TUと 冶 連 との 協定 は,万 国 郵 便 連 合 を除 く他 の

専 門機 関 が 国連 と詰 ん 茂協 定 と比較 して・、工TUの 高 度 の 自主 性 を 認 め・

国連 と対等 の 立 場 で 協 力 す る もの とし てい る。 工TUの 国連 機構 の 中 で 占

め る位置 は第2図 の ど4r・9で ある。,

また,他 の 専 門機 関で 工TUと 深 い 利 害関 係 を持 つ もの は,表2に 示 す

とお りで あ る。,バ

これ らの専 門機 関は,工TUの 会議 や会合 に顧 問 的 資格 で参 加 、し・ そ れ

ぞ れ の専 門分 野 か ら 工TUに 協 力 してい る。今 回 の調査 対 象の ひ とつ
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(}TS(GlObalTelecommunicationSy's七em)網 は,

これ ら専 門機 関 の ひ とっWMOの 推進 プ ロジ ェク トで あ る。

この他,'a民 間的 性 格 を もつ い くつか の 国際 機 関 で,工TUの 活動 と利 害

関係 を持 つ ものが ある(例 え'ば,工SO,工ATA,:工EcLな ど)。

工TUは これ らの機 関の代 表者 を主 管 庁 会 議の オ ブザ ーバ として 参 加 を

認め,ま た,諮 問委 員 会 へ も顧 問 的 資格 で参加 を 認 め,相 互 の 調和 を はか

っ てい る。

2Lデ ー タ伝送 に 関す るCCITTの 動向

現 在,デ 一 夕伝送 に関 す る事 項 倣,k・ もにSp,A、SGVIIを 中心 に研 究 さ

れ てい る5SP.Aは,既 存 の通 信 網(音 声 伝送 を主 目的 とす るア ナ ログ網)

の 中 で行1デ 三 夕伝 送 の 技 術 的諸問 題 を,SG団 は 既 存 網 にと らわれ な い デ

ー タ伝 送 のた め の新 しい網 は い か に あ るぺ きか を研 究 す る こ とを 目 的 と して

い る6そ の ほか,電 信 や テ レ ックス の伝送 に関 しセ はSG瑚,デ ・一ーータ端 末装

置 に関 してはSσ 還元PCM網 に まるデ 三 夕伝送 に関 してはSp.Dな どが 関

与 してい る。

(1)SG班'

新 デ ー一夕網 を研 究 するた め,合i司 作業 蔀会GM/NRD(1968/1972)

が設立 され 研 究 を継 続 して きた こ とは よ く知 られ た こ とで あるが,新 会 期

(1975/19ア の か らはSG'}ifiと して 活動 を続 け てい る。

大 局 的 に なが め'たSGWの ・研究 活 動 方向 は,す で に い くつか の 国 で新 デ

ー タ網 が建 設 され つ つ あ る現 状 か ら考 慮 して ,国 際 的 に単 一 標 準 の網 を設

定 す る とい う よ り,む しろ国 際間 で複 数 の網 を設 け,そ れ ら相互 間σ)イ ン

タワ ーキ ン グを標 準化 す る方 向 に進 ま ざる を得 ない で あ ろ う。'

現 在,SGV[1内 で盛 ん に 議 論 され てい る大 きな問 題 と して次 の事 項 が あ

る。 で・・1'tt・1

4
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i)非 同 期 式 低 速 度 端 末 に つ い て'

勧 告X.1「 公 衆 デ ー タ網 利 用者 の サ ー ビス ・ク ラス 」 に お け る 非 同 期

式 端 末 の サ ー ビス 。ク ラス は,ク ラス1・(20'0ボ ー),,1ク ラ ス2(50

■;・'200ボ':)の2つ で あ り ,同 期 式 は,600ボ ー,2、400ボ ー,

9,600ボ ー.48,00ボ ー の 各 ク ラス に 分 類 され てい る 。

しか し,現 実 に1↑0ボ ー,134.5ボ ー,150ボ ー,30.0ボ ー「な

どが 商 用TSSサ ー ピiス な どの 端 末 と し て普 及 し て い る こ とか ら,こ れ

ら を 無 視 す る こ とは 不 合理 で あ る。 ま た,ク ラス2に,宛 先 選 択 な ど に

用 い る 制 御 用 信 号 は200ボ ー 〈工.A.,.465)に 固 定 さ れ;か つ,デ ー

タ伝 送 用 信号 速 度 範 囲 が50・ …'200ボ ー と不 定 で あ る た めt .・装 置 設 計

が 非 常 に や り に く い 。 さ ら に,米 国 のTSSサ ー ビス に汎 用 さ れ元 い る

300ボ ー が これ らの サ ー ビス 。ク ラス に 含 ま れ て い な,い∪ ・、

以 上 の よ う な 理 由 で,各 国 か ら ク ラ ズ ピ,ク ラス2の 修 正 を 求 め る 意

見 が 起 っ て い る 。 さ らに,口 同 期 式 サ ー ビ ス 。 ク ラス に関 し て も,1200

ボ ー4800ボ ー の 新 規 追 加 を要 請 す る声 も一 部 に ある 。

iDデ ィ ジ タル'。 デ ー タ信 号 伝 送 の 多 重 化 構 成 に つ い て 、 ・、

勧 告X.50"「 同 期 デ ー タ網 間 の 国 際 間 イ ン タ フ ェ・一ス に 対 す る多 重 化

方 法 の 基 本 的 パ ラ メL-一夕 」 は,ATT(米)案 を も とに 急 い で 作 られ た

もの であ る が,実 際 上 け 各 国 の 考 え 方 に 大 きな ズ レが あ っ た 。 新 デ ー タ

網 構 成 に 関 す る 各 国 の 主 張 を 大 別 す る と次 の よ う に な る:一 、

"
、 主 張 国 ・企 業 名

電 話PCM網 の 利 用ATT

新 データ網

完全同期網

データ・オリエンテッドな 網 の 新 設 …

完 全 同期 網 に限 定 しない もの
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た しか に,現 在 の?CM網 は デ ィジ タル 。デ ー タ信 号 の伝 送手 段 と して

容 易 に利 用 で き る よい 方法 では あるが,や は り音 声伝 送 をベ ース と した伝

送 媒体 であ り,機 能 的 ・品 質的 にデ ー タの要 件 を満 し得 る か ど う'か・ 他 の'

通信 サ ー ビス との 関連 性,将 来 にお け る網 の 発 展性 とそ れ に伴 な う弊 害 な

ど と合 わせ て総 合 的 に検 討 を要 す る問 題 で あ る。

(2)Sp.A

Sp.Aは 既 存網 を利 用 す るデ ー タ伝送va関 す る技術 的 問 題を研 究 す る委

員会 であ る 。 す でに,電 信 。電 話網 に よる各 種 デ ー タ伝送 方 式,い ろい ろ

なMODEMや イ ン タ フェ ース機 能,誤b制 御,デ ー タ伝 送符 号 な ど多 く

の勧 告 を作 成 してい る。Sp.Aに お けゐ 現 在 の 主要 研究 課 題 は・ 次の3点

と考 え られる 。,

i)公 衆 交換 網 を利 用 す る4800BPS-MODEMの 標 準 化:こ れ ま で に

2400B[PS-MODEMま では標 準 化 され てい る。4800BPSに 関 し

ては,専 用回 線 用は 漂 靴 され てい るカ・・公 姪 蜘 磯 用願 だ鱗 化

され て い な い。

の 紗 制 御 方 式 勧 告v.41に よつ て 一応 漂 靴 され てい るが・ この方

式 は長 い伝 搬 遅 延 時 間 を もつ国 際回 線 上 の高 速 デ ー タ伝送 な どの場 合に

・非 効 率 的 で あ り
,さ らに この 方 式 自体 も利 用者 機 能 を 多分に制 約す る 面

があ る 。 この よ うな理 由か ら,新 しいす ぐれ た 方式 の標準 化 が 求 め られ

てい る 。

iの 工Cイ ン タ フ=・ 一ス:IC素 子 の利 用 増 加 に伴 い ・ これ に ふ さわ しい

イ ン タ フ ェ ース を 標準 化す る必 要 が あ る 。

C3)そ の他

デ ータ伝送 網 に関 す る動 きと して,第5回 総 会 にお け る総 合サ ー ビス ・

デ ィジ タノじ網(工SD,N)に 関す る関係SGの 合 同 会 議があ る。 この会 議

の 目的は,デ ィジ タル 通信 網が 将来 電 話サ ー ビス のみ で は な く総合 され た

サ ー ビス を提供 す る方 向 に 発 展 す る傾 向 に あ るの で,も っ と広い サ ー ビス

一1乞8一
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を提供 す る とい う視点 か ら,工SDNを い か に 認 識 し研究す るか 各 国の 意

見 を集約 し よ う とす る もので あ った。 この 会 議 で得 られ た 結論 は大 略つ ぎ

の とお りで あ る.

D将 来 の 理 想 的 世 界網 はISDNを 指 向 す る とい う点 では,ほ ぼ意 見の

一致 を みた
。 なま",サ ー ビス総 合化 の 利 点 を 確 認 するた め,総 合化 の 条

件,程 度,時 期 を十分 検討 す る要 が あ る。

ii)現 在 は,各 種 サ ー ビス の要件 や 開発 進 度 が異 るこ とな どか ら,デ ィジ

タル網 研 究 を単 一 の 工SDNに 方向 づ け られ な い。

の 上記 理 由 と経 済 的 な らびに地 理 的 要 因 を考 え て,現 在 各SGで 行kわ

れ てい る デ ィジ タル 網 に関 す る研 究 課 題 仕,工SDNへ の 可能 性 を念 頭

に お・いて研 究 す る。

iv)デ ー タ。 テ レ ック ス,電 話 な どの デ ィジ タル 網 に関 す る研 究 結果 間 の

両 立 性 、 シス テムの考 え 方 や設 計 上 の共 通 性 を つかむ ため,デ ィ ジ タル

網 に よるサ ー ビス 総合化 の可 能性 はSP.Dが 主体 とな って検 討 す る.、t

本 来,Sp.DはPCMに 関 す る研究 委 員 会 で あるが,工SIDNに 関 す る

研究 の 中心 とな ってい る。 工ESDNの 研究 にはSp.Dの ほ か に,SG∫ 唖,

Sp.A,SG亙 な どが 関係 して いる。 なお,デ ー タ電送 関係 のCC工TT

の活 動 や勧 告 に関 して は,本 報 告 書 中 工BM－ デ ー タ通信 セ ン.8-一の 項 を

参照 され た い 。

∋
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表1CCJ工TTの 研 究委 員会(1973/1976)

研究委員会番長ヂ

S(}1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

且

正

W

V

W

皿

X

刃

珊

畑

W

W

期

Sp.A

Sp.C

・Sp .)-i

iCMTT

I。MV
t."一'-H'H'_.-H－

研 究 内 容

電 信 の 運用 ・料 金(テ レ ックス を含 む)

電 話 の連 用 ・'料金'

一 般料 金 原 貝り●賃貸 回線 .

国 漢 伝送路,回 線 お よび 回線 鎖 の 保守

電 磁 誘 導の危 険 と妨 害 に対 す る保 護

ケ ー ブル お よび電 柱 の保 護 と仕 様

新 デ ー タ網

電信 お よび デ ー タ端 末装 置,'端 末 回 線

電信 伝送 品 質,電 信 チ ャ ン ネル の 保 守'

の た め の装 置 の仕 様 ど規 則

離 交換,・

電話交換お よび信号方式

電 話伝送品質お よび ローカル電話網

自動 半嫡 譲 綱

ファク シ ミ リ電 信 の 伝送 と装 這

伝 送 方式

電 話 回 線

デ ー タ伝送

雑 音1

PCM

.テレ ビジ ョン伝 送

定義 と記号(シ ンボル)

`
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1・ 概 ,要,.、

わ れ われ鴎7ヲ .ンス.に お け る情 報 科 学 に馨す る研究・機 関 で あ る 工R工A

(1政 帥i七U恒 ¢e、RecherchedlエnfOr・ma垣que.e七d!

AutOma七ique)を 訪 問 し,フ ラン ス におけ る新 しい コン ピ ュー タ ・ネ ッ

トワ ーク計 画 の1つ で、あメる .CYOLADES計 ・画 を主 と した説 明を 受け た が・ 以

下 にそ の大 要 を紹介 す 萢 ぶ,、,

・ 一一135- ."



2.CYCLADES計 画 の大 要

この 計画は,デ ータ逼 信,コ ン ピュータ;イ ン タ ーア ク シ ョン,協 同研 究,

分散 デ ータ ・ベ ース等 各 種 の 分野 にお け る実験 を助 成 す るた め,原 形 とな るネ

ッ トワーークを形 成 す る こ とを 目的 と し,1972年 に ス タ ー トした もの であ る。

本 計 画 の コ ンセプ トは,ARPAネ ッ トワーク ま たは イ ギ リスのNPLに よ る

ネ ッ トワーク計画 の ように異 極 の汎 用 コン ピ ュータ を結 ぶ ネ ジ トワ ーク の特 性

の大 部分 を保有 す る もので ある。 しか しなが ら本計 画 にお い ては,実 際 に 役立

つ経験 を得 るため,そ の ネ ッ トワーク は,'現 実 の環 境 にお い て実 際 に使 わ れ役

立 つ も ので な くてはな らないとしている。 また本 計 画 の実 施 を早 め るた め,標 準 機

器 が 使 用 され,ま た オペ レ ーテ ィング ・シス テ ムの修 正 は,最 少限 にお さえ な

けれ ば な らない と考 え られ て い る。 このCYCLADES・ 計 画 を主管 している の

は,情 報 代表 部(D616・gatio6iミ エ,nfOrmat工quθ')で あ るが,

そ の進 捗 ペ ログ ラムは次 の とお りで あ る。 す な わち1975年9月 には,サ ブ・

ネ ッ トワ ーク としてC工GALEが 設け られ(一 部 ノ ー ドは パ ケ ッチ ・ス イ ッチ

ング機 能を 有す る。),同 年12月 には,99の コ ン ピ ュ一一タが結 ばれ デ モ ン

ス トレーシ ョンが実 施 され た。 また"74年 末 には全 パイ ロ ッ ト ・セ ンタを結

び,い くつか の具 体 的 なア プ リケL-一・シ ョンを実 施 し,さ らに』75年 には,ユ ー

ザが ネ ッ トワ ーク を利 用 で き る よ うにす るこ とを 予定 してい る。

＼

白

3.加 盟 セ ン タ お よび 使 用 コン ピュー タ ・シ ステ ム

本 計 画への 加盟 者 は第1段 階 にお いては,研 究 指 向型 機 関,大 学,工 科 系統

の 学校 で あ り,ま た第2段 階 では,フ ラン ス政府 の]).P.セ ン・タが実 際 利 用

面 で参加 す る こ とが 計画 され てい る。 加 盟 セ ンタ と しては,次 の16セ ン タが

予 定 ざれ てい る.

① エRエA(2セ 〃)②bH(2セ 〃)

③METEO(気 象庁)④IRT(運 輸 研究 所)'

⑤IMAG(グ ル ィ ーブル 大学)⑥CC工LS .(ljヨ ン数理 大学)
・一一・136一
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⑦MINES(セ ィ ン ト ・エテ ィ ネ鉱 山学校)

,⑧TOUぐ トル ース 大学)ご ⑨GERT(ト 」V・一一ース 中央 研 究所)

⑲OELAR・(陸 軍 中央 電子 研 究所)⑪REN(レ ネ ス大学)

⑫COETT(通 信 ・テ レ ビ中央 共 同 研究 所)

⑬ 迎SE(電 力 専 門学 校)⑭CNET(国 立 中央 通 信 研究 所)

各 加盟 セ ン タの本 計 画へ の参 加 は元 そ の 資金 の一 部 を負 担 す るだ け で あ り・

しか もそ の額 は任 意 に拠 出 す るこ と とな っ てい る。1・

な お本計 画 にお い ては,コ ン ビ=一 夕 ・シス テ .ムは,.tt-○エ1τ.1007e・'.

(9セ ・ ト),0土 工 ー 工Rエ'S8・(2)・ ○ エ1一 工RエSrO・C2)・

工BM56〔/167 ,(1),CDC66・00(1),PH工L工PS-

1200(1)の6種 類 が あ り,ま た 通 信 制 御 用 コ ン ピ ュ ・一夕 と し て は

M工TRA15,オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム は8種 類 が 便 用 さ れ る。

、

ψ

■

4.ネ ッ トワー ク構 成/

本 計 画 に ま・け る ネ ッ トワ ー クの基本 設 計 は,他 の類似 シス テ ムの調 査 な らび

に各 国 の ネ ッ トワ ーク設 計 者 との 討議 を 逸 して得 られ た次 の よ うな暫 定 的 な結

論 に留 意 し,ま た コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・イン タフ ェース に重 点 をお いて 行 わ れ

てい る。'・ 一'

① デ ー タ ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョンは,独 立 した サ ブ ・シス テ ム でなけ れ ぱ な

らな い.

そ の主 な利 点 は,単 一 性,信 頼 性,透 明性 な どに あ る。

② パ ケ ッ ト ・ス イ,ッチ イン グが 可能 で あ る こ と。

③ コン ピ ュータ間 の プ ロ トコ ールは,ま だ十 分 に確 立 さ れ て い な い。

④ 同 質の コン ピ ュータ ・シス テ ムを結 ぶネ ッ トワ ークで あれ は,問 題 は よ

へ

り容 易 で あ る 、

⑤ プ ロ トコール が不 完 全 な場 合は,困 難 さ は,よ り大 きな もの とな る 。

⑥ コ ン ピ ュータ ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョンは人 間 同志 の 通信 を必 要 とす る。
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第 一 図 に示 す よ うに 本 計 画 の 基 本 ネ ッ ト ワ.一一ク は,5ケ 所(パ リ・tロ ツ

ケ 久 コ ー ト,.グ ル ノ ー ブル,ト 一一ル ス,レ ネ ス)に 設 け られ た ノ ー ド間.を

4・8Kbpsか ら48Kklpsま で の 中,高 速 通 信 回 線 で結 ん で構 成 さ れ る 。

ぐ　一へ 一 ・

sぴ

△

聖OUROUSE

◎NODE

'△HOST

ROOQUENCOURT

－一噛一一48Kb

_-4.8Kb

16Hos七s・7typesofcompu'tθr
,80perat寸stems

t 第 1 図

前 述 ・の.16加 盟 セ ン タ(Hos七CPU)は,4.8Kbpβ ま た は,'19 .2

Kbps.の 通 信 回 線 で 最 寄 り の ノ ー ドの1つ に接 続 さ れ(ノ .一 ドま た は 回 線 障 害
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を考 慮 し各 且OS七 ぱ 複数cZ)'L'リ・シ クで結 ば れ る。)ま た,各HOs七 ・'CPU間

の通 信 は,ト ランスフ'ア ・云 デ ←シ ョン(ST)と 呼 ば れ るソフ トウ ェア を通

して 行 わ れ る 。第2図 に示 すよち に云1っ のHos七CPUが 複数 のSTを 有

す る こ と も可能 で あ る。 こ の点 を除 け ば,STはARPA網 に溢 げ・るNCP

(NθtworkCon七rO]-P「 『gram)に 類 似 し た ソ フ トウ ェ ア と言 え

る 。～HOST1
、

HOST4 診ST.4

'§T'山

ST.2彩 HOST2

ノ
HOST5

第2図CYOIＬADE・Sモ デ ルtt

S'Tの 構造 を簡単 に説 明す れ ば,第3図k示 す とお・り で あ る'。ず 宏 わ ちST

は コ マ ン ドに ょ り動か さ れ,ま た コ ミ・ユニ ケ ー シ ョン ・エ リアを通 じで外 部 と

情 報 の 交換 を行 う抽 象 的 な構 造 と して考 え られ てい る。 こ れをさ らに細 か い 構

成 要 素 に分 割 すれ ば,①COmmandC変 数;信 号 の チ ェジク),(2ySub-

SCript・i・on(加 入 資 格の 授与,は く奪),③Regu工arLettetf

(ユe七 七erの 処 理),④Por七(POr七 の処 理 〉,⑤LiaisOn(ユiai-
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sOnの 処 理)・ .⑥COnnec七iOn(cOnnec七iOnの 処 理).,ぐ 、⑦C・Q〔 ・

mmunlcatiOns(バ ケ ッ ト・(0送 受 信)
,⑧De.bug(特 殊 モ ー,トミ)』1,…⑨ 、

O.pg,ra七 〇.r(手 動/自 動 コZト ロL-・一・ル,)を あ げ る こ と が で き る 。'・1'ご'1

Conmands

WakeUps

↓

t

sT

ST'ATES

CO㎜ ユn工cati
-
-Area

'

'

第3『 図 STの 構造概要

、 注')letter,P・rt,ユi・is・n,cOnnecti・n等 に つ い ては

後 述 す る ひ

こ の 設 計 手 法 と して は,ス トラ ク チ ャ ー ド ・プ ログ ラ ミン グ 手 法 が 使 用 さ れ
,

ま た 各 構 成 要 素 の論 理 は擬 似 ア ル ゴル の 自 由 な形 式 を 用 い,自 然 言 語 ア ル ゴ リ

ズ ム で表 現 さ れ る 。

と・こ.ろ・で 前述 の とお り・ 本 ネ ッ トワ ・一ク の設 計 に 際 し て は コ ミ ュニ ケ ご シ ョ

ン ・ イ ン タ7∵ エ ー ス に重 点 が お か れ たが,;i-L-・ ザ と の イ ン タ フ ェ ーース が 精 巧 な

ネ ジ ト・7ー ク 機 能 を 作 り あげ る礎 石 とな ろ こ とか ら,設 計 は ま ず,ユ ー ザ 。イ

ン タ フ エご ス か ら 開 始 さ れ,バ ケ ッ ト ・ス イ ッチ ン グ ・イ ン タ フ ェ ース を経 て

バ ー チ ャル'タ
.一 ミナ ル の プ ロ トヲ ー ル へ と進 め られ た 。 ま た本 計 画 に お い て

は 標 準化 に も 大 き な ウ エ イ ト・が おか れ て お り,特 に 通 信 機 器 お よび 逓 信 手 順 に

一'144'O-・
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つ'いて は,製 造 者ま た ぱCOITT・ の基 準 に合 わせ る こ とと して広 る。 なお

75年 末 ま で は,本 計画 に必要 なモデ ム と通信 回線 は 郵 政省 が無償 で提供 す る一

こ とを予 定 して い る 。'・'

5.コ ミュニ ケー シ ョン の大 要

Ho'st施 設(処 理装 置,ユ ーザ,各 種 機器 等)相 互 間 の コ ミ'ユ三ケ ーシ ョ

ンは,■ θ七七erと 称 す る情 報 プロ ジクを交 換 す る亡 とに よ り行 われ る♂ た だ

し,そ のHosガ 施 設 が ネ ッ トワ ー クを通 して1ette・rの 送 信 を行'うた め に

は,予 め加入 者(Subscriber・)と して公 式 な紹 介 を うけ る ご とが 必要 で

ある∵'加 入 の開 缶,取 消 し は,ネ ッ トワ ーク運 営 当 局 の 同意 を必 要 とす る事 務

的 な手 続 きで あ る。現 在 では,加 入 者 とは単 に ネ ッ トワ ーク全 域 に通 用す る名

称 で あ るが,将 来 は あ る能 力 と リソ ース ・ク レジ ッ トを 与え よ うと してい る 。

ソフ トウァ'処理装 置,・サ ブ ベシス テ ム,'ユ ーザ 自身,機 器 類 を加 入 者 と して登

録 ず る こ とが 可能 で あ 『り,通 常 これ ら口,あ る特定 のSTに 属 守 るこ とに な る 。・

しか し,そ の所属 が 変 り得 る普 遍 的 な加 入 者が 存在 す'る こど もで き 乞。 大都 分

の加 入 者 は,時 折 しか ネ ッ トワ ーク を使 用 しないの で,STの 高 速 メモ リに常

時加 入 情 報 を 記憶 させ て お くこ とは 無駄 な た め,加 入 資格 は タ イ ム ∵ シ ェア.

ユ ーザ の 亘グ イ ン,ロ グ ァ ウド ど同様 に有効,無 効 に す る こ とが 可能 であ る。

なお こ の運 用 は,加 入 者 の要 求に応 じて動的 に行 わ れ る。 また本 計 画 にお い て

は,デ ータ ・フ ロ ーが停 留 しア ドレスさ れ る抽象 的な 施 設を 指定 す るた め に ポ

ー ト名称 は動 的 に作 られ る もの で あ り
,加 入 者 に と って ロ,ロ ・一ヵル な もの で

あ る。 す な わ ち加入 者要 素 が グ ロ～バル なもの で あ り基 本 的 には 不 変 な もの で

あ るに対 し,ポL-・・ト要 素 は ロ ーーカル な もの であb,基 本 的 には瞬 間 的 な も6で'

あ る。 なお ボ ー トは 加入 者 相互 間 の リンク を設 定 す る た めの特 殊 な プ ロ トゴ ー

ル の一 部 分 と して,ST相 互 間 で交 換す る こ とが 可 能 で あ る6'IA時 点 に お い て

は,そ の要 求 は な い が,も し万一そ れ が有 効 だ と考 え ら れた場 合,サ ブ ・ポ ー

トの概 念 を導入 す る こ とは技 術 的 な問題 ヤ は なら とし て い る。
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とこ ろで加 入 者 相 互 間 の情報 交換 には,レ タ ー(Le七 七er)と 称 才 る概 念

が 導入 され てい るこ とにつ い ては,既 に述 べ た。現在,次 の4種 が あ る略

① レ ギ=ラL-一 ・レ タr(Regu■arLet七er)J、S≡rl.

この レタ ーは低速 端末 とサ ーバ ー(処 理 装置)間 を流 れ る会 話型 トラ ヒ ッ

ク を対象 と した もの で あるが,ま た分担 協 力下 に あ るい くつか の処 理装 置 内

での メ ッセ ージ ・コ ン トロ.・一ノヒに も使 用 さ れ る。,1っ の レ久 一は最 大 ・1920

ビ ッ トの 情報 を収 容 す る こ とが 可 能 で あ る。 ま た この いタ ーは再 加入 者 がそ

の機能 を 有 する 限 り,い つ .でもどの加 入 者 に対 して も送 る こ とが で き る。垣

お この場 合,優 先順 位が 定 め られ てお り,ま た 承認 が 要求 さ れ てい る 。 こ,こ

に承認 とは,レ タ丁が 受 信 側 加入 者 に配 送 され た 後,送 信倒 加入 者 に送 り返

さ れる返 信 メ.ツ七 一ジ を 意 味 す る ・

②V4ゾ ン(垣 ・担9幻 .・1,

これ ね フ ァイル 転送 ま元 は デ ータ ・.ベース 処理 の た ぬの づ ルク ・ トラ ヒ ッ『

・クを 目的 とした もの で あ2如 またパ ラ1/ ,ル処 理 に も適 した もの で あ る。 リ手

ゾZを オ ーフ1ン しボ ー上名 牟 交換 す るた め に は初期 設定 が 必 要 とな る,・リエ

ゾンは エ?[お よび プ ロ1「㌧コ/ト ロ ール機能 が あ り・ か つ 両方 向性 を 有 す

,る? .・.・ ・ ∴'.

なおコンテイシ ヨ～/に関す る全 ての問題 は シンメトリカル 垣手順 に よって解

決 される。

③ ・ ネ 〃 ・ン(C・nn・ ・.ti・n),,,

こ れ は 従 来 の 処 理 装 置 間 コ ミ ュ ニ ケ 三 シ ョンは 勿 論,リ モ ー ト ・シ ー ク:エ

ン シ ャル 機 器 ま た は フ ァ イ ル 等 に 代 表 さ れ る 工/Oス ト リーム を 対 象 に 作 ら
'

れ た もの である。 リエ ゾン
,と同様 の特 性 を持 つが ・ この 場 合 各 レタ ーは 送 信

ノ

側 四 人 者 にお け る送 信 順 に受 信 側 加 入 者 で 受信 され ・ ま た レ タ ー は 制 限 な く

'
ビ 想1

,ス .ト リ・yグ を収 容 で き る ・,

碗 イ.づ ン 、ト(Ev・n,t.S). .r'

こ れ は コ ソ ト ロ・一ル 情 報 を デ ータ ・フ ロ ー と非 同 期 で 送 る た め に使 用 さ れ

一⊥42-
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る・ 高 優 先 順 位 を も っ て伝 送 .さ れ る 短 い レ タ ー 臼 ぽ ・ ト構 剛 で あ る ・・.、、

ま た これ はout-Of-rbqnd・ メ ツ セ ー.ジ と レ て独 立 し て・ ま た は テ キ ス ト:'・

フ ロ ーの 中 ¢)リ エ ゾ ン,コ ネ ク ,シ ヨ ン を こえ て伝 送 さ れ る 。

・Vタ4はSTに お い て
・ コ ン トロ ール 情 報 と と も に バ ケ ッ ト化 さ れ 回 線 ハ

ン ドラ ーを 経 て ネ ッ トワ ー ク に 送 り出 さ れ る が,そ の パ ケ ッ トの 形 式 は,. .
　

72ビ ッ ドの ヘ ッダr7,最 高2040ビ ッ トの テ キ ス ト、お よび 必 要 に応 じた 、,

付 加 ビ ッ ト(例 え ば 同 期 ビ ッ ト,CRO)か ら構 成 さ れ る 。 ま たCYC平A-

DES計 画 に お いて は,広 範 な アプ リケ ーシ ョンの た め にユ ー ザまfzは ネ ッ

トワ ーク ・レベル での ネ ッ トワ ーク筒 コ ミ ュニク ー シ ョン機 能 が 設 け られ る

こ と に な っ て い る 。..

●

6.パ ケ ッ ト交換( .CIGALE網)

パ ケ ッ`ト交 換技 術 は,つ い最 近 出現 した ばか りで,例 え ば渋 滞,ル ー.ティジ

グ,ト ポ ロジ.のご と く,ご く一 部 しか 解 決さ れ てい ない 点 も多 い。本 計 画 にお

い て も コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ークの 建 設 を この 分野 にお・け る ノ ウハ ウを経 験

し体 得 す るに格好 の機 会 と考 え,C工GALEと 呼 ばれ るパ ケ ッ ト交換 網 が 導 入

され て い る。.この パ ケ ッ ト交換 網 におけ る ア ドレシ ングは,コ ン ピ ュータ ・ネ

ッ トワ ーク におけ るマ ル チ ・パ ス や 国 際間 コ ミ ュニケ ーシ ョンにお け る多種 多

様 な ア ドレス 形式 等 に 関す る問題 点 を考 慮 し,次 の形 式 を とる こ とが でき る。

す な わ ち型 式(typθ)(5bi七s),地 域(region)(5bi七s),ト

ラ ンス フ ァ(ST)・ ス テ 一一シ ョン(8bi七s)

た だ し,現 時点 にお い ては,rθgion(4bits)お よびST(4bits)

が 使 用 さ れ て い るだけ で あ る。 ま た パ ケ ヅ ト交換 網 に拾 い て は,不 良 メ ッセ ー

ジの 収 集,エ コ ー,ト ラ ヒ ック生 成 等 の 特 殊な機 能が 役 にた つが,こ うした機

能 の実 現 には,ST工(工n七ervaユST)の 考 え方 を導 入 す るこ とが容 易

で あ る とされ てい る。C工GA工 ・E網 にお い て も,多 少 の ア ドレス変 更 を行 う こ

とに より,だ だ1っ の ノ ー ド,全 ての ノ ー ドまたは,一 部の ノ ー ドにST工 を'
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導 入 す る こ とが 可能 乏 さ れ てい る。S[1]工 の分 布 は,Fラ ヒ ック要 求 に基 づ く

もの で あ リジ ま たST工 は運 用 中 で も,そ の ロヶ ー ジ ョン を変 更す る こ とが 可

能 であ る.こ の外C、dAL酬 の特徴 とし そは,① 方:セ ーt"の 細 分 イヒは行 わ

ない。 た乏 去 ケ シ ドを収 容 す る だけ で あ る。② パ グ ッ トは目 的 とす るゲ ー トウ

ェイに到 着 ナ る と同 時 に引 渡 さ れ る。(メ ッセ ージ順 位 は な レ・。)'③ フ ロー ξ

コ ン トロール は 行 っ て い ない。 ただ し トラ ヒ ック渋 滞 を抑 え る試 み は計 画 され

てい る。

7.開 発 体制,そ の他

フラン ス におけ る 最大 の コ ン ビ=一 夕 ・プ ロ ジ ェク トの1っ そ あ る本 計 画 を

一遂行 す る た めに ,50人(内10人 は 工RIAか らの ス タ ッフ)か らな る コオ

テ ィネ ー シ ヨン ・チ ー ムが ある。 こ の計画 は 段階 的 に頑 を追 って進 め られ て澄

'り,ま た実 施 の早 期 段 階 に おい て も,あ る程度 の サ ご ビスが 提供 で 酷 よ うに

考 え られ て い る。 なお新 規 の構 成 要素 の 導 入 に伴 な いヂOYLADES網 は次 第

に融通 性,便 宜 性,効 率 性 を 実現 して行 くこ とが 予想 さ れ てい る』,〉

■

δ

4

'
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⑱

ξ

⑬

SWIFT(国 際金融通信綱)

一 は じめに 一

金融 機 関 に おげ る相 互の メ ッセ ー ジ交 換 の 国際 ネ ッ トワー ク設 立構 想 は,

1917・0年 末 頃 よ りEC諸 国 の金 融 機 関 の 間 でi検 討 が進 め られ で来 たが,昨

年5月 パ 欧州 諸 国 に加 えて,米 国及 び カナダ の加 入 をみ る ところ とな り総 勢

15カ 国,計259行 の参 加 とな って,シ ス テム運営 主体 ど して のSW工FT

〔註 〕 が,ベ ル ギ ーの ブ ラ ッセ ル で発 足 した 。

〔註 〕SW'IFTはJSocietyforWorユdwid、e工nterbankF・inan-

cial「teユeconmunica七iOnの 略 。

このSW工FT構 想 は,現 在,郵 送,或 い は,テ レ ック ス等 を利 用 して,各

国の 銀 行 間・で送 受 されて い る尾大 な量 の通 信 業 務 を,専 用の メ ッセ ージ 交換 網

を経 由す る こ とに よ り,通 信 の迅 速 化,正 確 化,処 理 コ ス トの 低 下 を図 る もの

で,そ の 目的 とす る ところは,国 内 通 信,国 際 通 信 の相違 を除 け ば,・我 が 国の

全銀 テ 「 タ通 信 の 設立 趣 旨 と極'めて,酷 似 してい る。

この 大 規 模 な プ ロジ ェク トは,1976年 年 初 稼動 を 目途 に,準 備 作 業が,

着 々 と進 め られ て い る。 これ に対 し,我 が 国 に おい て は,こ れ迄,専 門 家 に よ

って そ の 内容 が,既 に紹 介 さ れ て い る もの の,公 けの場 において その 評 価 並 び

にジ 邦 銀 の加盟 の是 非 な どにつ い ては,今 尚s/反 響 乏 しぎを否 め ない6

尤 もSWIFT側 に あ ・って も,ア ジア金 融 市場 に対 す 名態度,方 針 につ いて

は,未 だ検 討 の及 ん でい な い段 階 に あ るか と も思 わ れ るが,我 が 国経済 の 国際

化 の 進 展 に伴 い,邦 銀 の 国際 通 信 量 は,今 後 益 々増 嵩 の一 途 を迫 る もの ど予 想

され るの で,斯 程 国際 通信 網 利 用の ⇒ 一ズ は急速 に 高 ま りつ つ あ り,早 急 に参

加 の 是 非 を検 討 の上,態 度 を 明確 にす る こ とが 必 要 と思 われ る。

今 回 の我 々の 調 査 団は,こ の よ うな 観 点 か ら当初SW工FTを 往 訪 し実 情 聴

『取 を計 画 した の で あ るが
,'『都 合 で 臨地 調査 は果 し得 なか った の で 入 手 資料 と所
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期 した問醒 識 をもとに・以下,捧 プ ・
,湊 ク ゆ 搬,特 徴 を紹介 し,轍

に,日 本 の参 加問 題 につ いて,簡 単 に 触 れ て みた い 。

1・ 現 況 お よ び 鯉 繊 〃 一㌻ ξ
:':1..,,.

迦 述の紗 バ 叩FTは 消 孔E・ 内の一部の銀禰 で講 想が練られ

て い たが ・・⑭ 段階 で・ ネ ・ トワ「ク ・デ ザ イン等 ,技 術 的な噸 の検 討 は,

外 部 コン サ ～レ～ ン ト会社(12社)¢C委 ね られ る こどと な り・,,ロ ン,ドン・のLO

gica社 の 提 案 が,採 用 さ れ た(] 、971年5月)、 。t・t 、

,以 後,当 基本 構想 の 具体 化 作 業 と,運 営組 織 体 の設立 準備 が,併 行 して進 め

られ,1975年5月3日,SW工FTが,ベ ル ギ ー法 に基 づ く非営 利団 体 と

しち ブ㍗ セル㌣ 難 ⇔ る と.ζう・となつち,

,,1現 在故 脳 ・運営垣 網 酬 力く・.,L・gi・a社 と・SWエFT醐 当

局 との/詞で行 なわれでy>る が・1974年4月 頃には,
.S・ilて の繍 作業が完

了す る予牢 であ る・ 涜:
、 一 三

実際の嚇 は・1976綱 興 酬 の銀行間か ら鄭 拡大 され
,鹸 的κ,

.煮 日当 ナダ との接続猫 煎 るのは・197・ 鞠 と顛 見込である・・

、芦 た・ 卑259行 以外 の銀 行 の ネ、:・トワ一 揃 規 加盟 は,1977年 以 降

とされ て い る 。
ロトピ

麟 ・ これ らswエFTの 繊 淀 塾 運 営 態 鯖 の馴 に つい 鯛 詳 灘

避 け,本 稿 末に 付 帯 資料 と して別 掲 した 訳文 に譲 る ζと とし た。

、,,・2.システ ム の概 要

SW工FTネ ッ トワー クの概要 に つ いて は以 下 ,機 能 を中心 に簡 単 に述 琴 て

お きたい 。

(1)全 体 構 成

SW・ 工FTネ ッ トワー～は ・ ブ ラッセル とア ムス テノヒグ ム,2ヵ 所 のス イ ッ
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チ ン グ ・セ ン ター と,全 参 加 国 に各1セ ッ ト設 置 され る ラ イン ・コ ンセ ン トレ

日 夕㍉ 及 び ,そ れ ぞ れ を接 続 す る 国際 通信 回線 を以 って構 成 され る。

各加 盟 銀行 は,使 用 す る端 末 装 置 を,自 国 に設置 さ れ た,ラ イン ・コン セ ン

トレー ターに 回線 接続 す る こ とに よ り,シ ス テ ムに参 加 す る。(こ の場 合,端

末装 置 及 び 国内通 信 回線 は,銀 行 側が 準備 す る。)

現 在 予定 され て い る ネ ッ トワークは,第1図 に示 す通 りであ る。

(2)ス イ ッチン グ ・セ ン ター

ス イッチ ン グ ・セ ン ターでは,各 銀行 か ら送信 され た メ ッセ ー ジの 蓄積 交換

処理 を行 な う。 前述 の 通 り,ス イ ッチ ング ・セン ターは,当 初,ベ ル ギ ーの ブ

ノ ヒ

?ッ セ ル とオ ランダ の ア ムス テ ルダ ムの2個 所 に設 け られ るが,先 行 き,シ ス

テ ムの 拡大 に応 じ,基 本 設 計 を変 更 す るこ とな く,.セ ン ターを増 設 で きる よ う

配 意 され て い る。

ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ ー相 互間は,中 速全 二重 回線2本 で結 ば れ ,ま た,各

ラ イン ・コ ンセ ン トレー ターは,一 方の ス イ ッチン グ㌦ セッ ターに発 し,地 方

の ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ ーに終 結 す る中速全 二重 回線 で結 ばれ て い る。 従 って,

一方 の ス イ ッチ ン グ ・セ ン ター ,又 は ス イ ッチン グ ・セ ン タ ー,コ ツ セ ン トレ

ー タ一間 の 中継 回 線 に障害 が 発 生 して も
,他 方 の ス イ ッチ ン グ ・セ ン ターを経

由 して の迂 回 接続 が 可 能 で,シ ス テムは支 障 な く運 行 され る。

ス イ ッチ ング ・セ ン ターの 通過 メ ッセ ージ量 は,年 率8%増 と して ,1980

年 時点 で1日260,000件 と予 測 され,機 械 シス テ ムは,、1秒 間 当 りの継 続

的 ス ル ー プ ッ ト23件,更 に1985年 の予 測 通信 量 に対応 して55件/秒 迄

の 拡張 余 地 を設 け る よ う設 計 され て い る。

(3)ラ イン ・コ ンセ ン トレー ター

コン セ ン トレー タ ーは,各 銀 行 の端 末装 置か らの 国 内 回線 を集 線 し
,ス イ ッ

チ ング ・セ ン ター とを結 ぶ 中継装 置 の役割 を果 す もの で あ る。各 加 盟銀 行 に,

多種 多様 な端末 装 置 の 使 用 を許 容 す るべ く,コ ン セ ン トレー ターは,メ モ リー

一]47一
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を 有 し,多 種 の 回線 及 び 通 信 制 御 が で き1る よ うな 設 計 思 想 とな って い る 。'

なk",ラ イ ン ・コ ン セ ン ト レ ー タ ーは,当 初,各 国 に1セ ッ トず つ 設 置 さ れ ・
～

るが,必 要 に応 じ複 数 設 置 も可能 で あ る,,

(4)端 末装 置

加 盟 銀行 は,次 め4種 類 の端末 装 置 を使 用 す る ことが で き るも の とされ て い

る。

① 公 衆 用 テ レ ジクス端 末

自国 の関 係 当局 の 認可 基 準 に合 致 す る もの で あれ ば,公 衆 テ レ ックス ・ネ

ッ トワー クに よる コン セ ン トレ ー ター との 接続 が苛能 で あ る。

この 場 合,SW工FTシ ス テ ムは,ダ イヤル='一 ドとアンサLバ ックに ょ

り,当 該 端末 を確 認 す る 。

② 専 用 キー ボ ー ド ・プ リン タ ー

最小 構 成 と しては,半 二 重 通 信 の送 受 兼 用 キ ーボ ー ドプ リン タ ー11台 。'

但 し,受 信 専用 の プ リン ター と,イ ン プ ッ ト用 と して,半 二 重 通信 の キL

ボ ー ドプ リン タニの組 合 わせ が よ り効 率的 で あ る。

:使 用 。一 ドは
,エso_7標 準,又 は,こ れの 当該 国 修正 版 に よ り,必 要

な場 合 の コー ド変 換 は,コ ンセ ン トレー ターで行 なわ れ る 、

③ 磁気 テー プ送 受 信 装 置

④ 自行 電子 計 算機 の オ ン ライ ン接 続

③ 及 び④ は,送 受信 チ ー タが 多量 に 発生 す る銀行 のた めの もの ぞ あ るが,③ の

場合,最 低2台 を設置 す る こ と。 テ レ プ リン ター一を併設 す る乞 と(ユOggゴ ー

ng及 び警報 受信 の た め)。 電文For'Mat及 び制御 方 法 を 一般 端 末 と同一

にす る こ と等 を求 めて い る 。 ㍉

④ に つ いて も,'SW工FTの 中速 回 線制 御 方 式 の採 用 を一般 端末 通 信 方 式 の

エ ミ土 レ ーシ ョン とを要 求 して い る。。

また;端 末 装置 を 多数 使 用 す る銀 行 は,自 行 内 で,一 旦,端 末 制 御 装 置 に集

一 〕49一
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線 の上,ラ イン ・コ ンセ ン トレ ータ ー とイン タ ・一フ ェースす る こ とを望 ん でい

るが,こ の対 処策 は 詳 か で な い。

(5)通 信 回線

2カ 所 の ス イ ッチ ン グ'セ ン タ ー相 互 間は,2本 の全 二 重 中速 回線 で,又,

各 コンセ ン トレ"タ ー一とス イ ッチン グ ・セ ンタ ー間 は,1本 の 同 じ く全 二 重 中

速 回 線 で そ れぞ れ結 ば れて い る 。

た だ し,後 者 は 前掲 の構 成 図 で表 わ され て い る よ う鴎 障 害 時の バ ック ア ッ

プ回 線 に よ り,他 国 の コ ンセ ン トレー タ ーを経 由 して,他 方 の ス イ ッチ ング ・

セ ン ターに も接続 され, 、障害 時 の迂 回送 受信 を可 能 な ら しめて い る。

セ ン タ ー相 互 間,一セン ター ・コ ンセ/ト ,レー タ ー間 と も,当 初,同 期 方 式 の

4800bPs回 線 を使 用 す るが,先 行 き通 信量 の増 嵩 に 応 じ,9600bP

Sヘ グ レ ー ドア ップを予 定 して い る 。 一

な お,端 末 装置 とコン セ ン トレー タ ー間 は,端 末 装 置 の種 類 によ って異 る。

例 え ば,テ レ ックス の場 合 は50bps,キ ーボ ー ドプ リン タ ーの場 合 は

110～200bPS全 二 重 又は 半二 重 回線 の 使 用が 認 め られ,電 子 計 算 機 オ

ン ライ ン直 結 方 式 の ケ ース では,同 期 式の最 高 速 度2400b 、ps全 二重 回線

を 使 用す る ことに 規定 され て い る 。.

(6)送 受 信 メ ッセ ー ジ

当 ネ ッ トワー クでは,加 盟 銀行 相互 間 で国際 金融i業務 に係 る各種 メ ッセ ー ジ

の 送 受信 が 行 な わ れ るが,具 体 的 に は,,

① 支払 送 金 メ ッセ ー ジ

②銀 行 業務 κ 関係 す る各 種 ス .7-一 トメン ト等 の メ ツ→r－ジ

とされ て い る。(な お,同 一銀 行 の在 外 店舗 聞の 同種 通信 も含 まれ る もの と推

察 す る。)〉,・ ＼ ・

送 受 信 メ ッセ ー ジは,発 信 銀 行 ア ドレス,宛 先 銀 行 ア ドレス,電 文優 先 度,

メ ッセ ー ジ タ イ プ等 を 含 む ヘ ヅダ 一部 分(固 定 フ ォー マ ッ ト)と,本 文 に 当 る

'
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テ キス ト部 分(可 変 長 。最 大2000キ ャ ラク タrーまで,2000キ ャ ラク タ'

一を超 え る場 合は ,シ ス テ ムで 分割 され る。)に 大 別 され る。

ス イ ッチ ング ・セ ン タ ー及 び コ ンセ ン トレ ータ ーで・各 メ ッセ ー ジは ・ 電文

長,フ ォーマ ッ ト ・チ ェ ック等 を行 な った 後 に,シ ス テ ム に受 入 れ られ る。 な

お,相 手 銀 行 に 出力す る場 合 に は,入 力電 文 に,通 番,入 時 刻,出 力時刻 な

どが 付 加 さ れ る。

(7)特 殊 な機 能 、.・

① メ ッセ ー ジ優 先度 と警報 機 能,

メ ッセ ー ジ入 力 時 に,当 該 通信 の優先 度 を5段 階 で指 定 す る こ とが で きる。

ス イ ッチン グ ・セ ン タ ーで は,優 先 度 に応 じて,一 定 時 間 を経過 して も相

手 銀 行 に未 着信 の場 合 は,発 信 銀 行 に通 報 す る。 又,最 優 先 メ ッセ ー ジの

場合 は,発 信 銀 行 に,着 信 通 知 を送 る。

② 待 ち電文 の 通 知

1日 に1度,シ ス テム に滞 留 中 の待電 文 数 が,発 信 銀 行 に通 知 され る。

③ 複 数 宛先 へ の送 信 ・"
ロ

1通 信文 を最 高6ケ 所 まで の 宛先 へ送 信 す る こ とが で きる。

④ 複 数 端末 へ の受 信

自行 発信 又は 自行 受 信 の 特 定 の通 信文 を,予 め 指定 す る こ とに よ り,別 の

特定 端末 に も受 信す る ことが で きる。 この場 合,こ の 特定 端末 は,同 一 銀

行 内 で な くて も よい 。

⑤ 受 信 端末 装置 の割 当

複 数 台 の受 信 端末 を有 す る場合,通 信 文 の優 先 度 に よ り,受 信 端 末 を 指定

す る こ とが で き る。

⑥ 検 索機 能

ネ ッ トワークを経 由す る全 通信 文は,10日 間,ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ".

の デ ィス ク装 置 に保 有 され,送 信 銀行,受 信 銀 行,双 方 か らの照 会,検 索
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が 可 能 で あ る。 また,そ の 写 しの送 信 を 要 求 す る こ ともでき る。

5.シ ス テ ム の特 徴 と問 題 点

以 上,`SWIFTシ ス テ ムの概 要 につ いて 触 れて 来 た が,業 務 目的 を 略 々同

じ くす る我 が 国 の全 銀 デ エ タ通 信 と比較 しなが ら,そ の特 徴 と問 題 点 を述 べ て'

み た い 。 ・

(1)SWIFTは,経 営 規模,情 報 処理 レベ ル及 び 事 務手 続 な どが 異 な る様 々

な銀行 の集 合 体 として 成 立 して い るた め,必 然的 な 帰結 と して,多 種 多 様 な方

式 で ネ ッ トワ ーク参 加 を許容 じセ い る。 この点,全 銀 デ ー タ通信 では,加 盟 行

す べ てが 同一 の法 規 制 下 に1あ るば か りで な く,対 象 事務 の処理 形 態,情 報 処理

技術 水準 を含 め,比 較 的集 約 化が 可能 な レベ ル に揃 っ て い た た め;端 末 こそ 電

算機 直 接,中 継 コン ピュ ー ター接 続,テ レプ リン ター接続等 区 々す るが,基 本

的 には 大 差 な い方 式 で統 一 されて い る。

換 言 す れ ば,SW工FTの 場 合 ジ 設 立 準備 段階 で,多 数 行 が 投 資 マ イン ドに

応 じ自 由 に参加 で き る よ う,シ ス テムの抱 擁 力 を高 め る努 力 が払 われ た 結果,`

値入 秩 序 的 な シ ス テ ム とな らだわ け で あ り,全 銀 デ ー タ通 信 の 団体 秩 序 的 な構

成 との 基本 哲学 の 相違 と言 うべ きで.あろ う。

(2)次に,・斯 程 業 務 で問 題 とな る シス テ ムの リライァ ビ リテ ィーに関 しては,

全銀 デ ー タ通 信 よxiりか な り高 度 な配 慮 が な され て お り,先 ずは 妥 当 な設計 と思

われ る。 即 ち,前 掲 の よ うに,ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ ーの2重 化,国 際 通信 回

線網 の バ ックア ップ経 路 の施 設,更 には 通信 記 録 の保 存,着 信 確 認 の シス テ ム

等 で あ る。全 銀 デ ー タ通 信 の 如 く1す べて の加 盟行 が単一 政 府の 統治 下 に あ り,

業 界慣 行 秩序 が 確立 され,相 互 協議 の場 も存 在 す る場 合 と異 り,万 一 の事 故 発

生 時 の処理 困難i性は想 像 に難 くない。 この た め,SW工FTシ ス テ ムの重 装 備

性 は,投 資効率 にお い て,全 銀 デ ー タ通 信 よ り相 当 劣 る結果 を もた らす で あ ろ

うがジ 当 然 不可 欠 の 配慮 と思 わ れ る。

一]52一

メ

■

?



8

ゴ

●

但 し,唯 一 の例 外 は,ラ イン ・コン セ ン トレ ー タ ーで ある。 ネ ッ トワ』クの

広域 性 か ら,回 線 コス ドの縮 減 に意 を 用い,コ ンセ ン トレー タ ーを 多用 した こ

とは 肯 げ るが,こ れ には バ ック ア ッ プが考慮 さ れ て お らず,長 時 間の 障害 時 に

は,送 信銀 行 は テ レ ック ス に よ り他 国の コンセ ン トレ 一 夕≡を 呼 出 し,送 信 を

行 な う こ ととな って い る。 この た め,銀 行 は 万一 に備 え,設 備,処 理 シ ス テム

を2元 化 して準 備 す る必要 が あ り,本 ネ ッ トワー ク の ボ ト兜:ネ ック ともな り

か ねず,我 々局外 者 か ら見 てい さ さか 画龍 点 晴 を放 く感 を禁 じ得 左い 。

(3)な お・SWIFTネ ッ トワ ーーク を経 由 して の通 信 は,'attル レス締 結 銀 行 間

で の み認 め られ,か つ,勘 定 取 引(支 払 送金)の 場 合 も,決'済 機 能は 有 しない

こ とで あ る。即 ち,SW工FTは,機 械 シス テム に より通信 を迅 速花 ず る もの ・

の,あ くま で も,既 存 の 国際 金 融取 引 シス テ ムの下 で運 営 され る』もの で ある。

この点,全 銀 デ ータ通 信 が機械 シス テ ム導 入 を機 に,全 参加 銀 行 間で,為 替

取 引 を オ ー プ ン化 し,送 受信 勘定 の決 済(日 本 銀 行 の 預 げ金勘 定 に よる 決 済 ヅ

ーを も完 了 す る等
,為 替 シス テ ム 自体 の飛 躍的 合理 化 を 達 成 じた の とは 趣 を異 に

して い る 。'tt'・1一

従って,シ ステム導入に よって,金 融機関全体 が享 受す る合理 化効果におい

て,全 銀 チータ通信の方が遙かに優れてい るごとは否 めないが㍑ これ も冒頭 に

申し述べた通 り,あ らゆる環境条件の異なる国際間 シズデム創設化 際 して ,只'

管に磨擦を避 け,最 大公約数を追究 した設計 プィロソフゾニ¢)当然の帰結 已あ

り・寧 ろ・ ここまで纏 め上げた関係者の努力 に敬意を 表 すべ きと思われ るご

4、一 日本 の 参加 問題

最 後 に 日本 の参 加 問題 に移 る こ と とす る。'

既 に述 べ た よ う"va'y・SW工FTシ ス テ ムの事 前 準 備 作業 も,大 詰 を迎 え よ う

として い る。 この まま の状 態 で推 移 す れ ば,日 本 の 金 融 機関は,こ の 国 際通 信

ネ ッ トワーゾ か ら取 り銭 こされ る こ と と表 り,情 報 の 迅 速性 を貴 ぶ 国 際 金融 の

舞台 に おい て一 つの ハ ンデ ィキ ャ ップを負 うこ とと もな りか ね ない 。む じろ遅
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きに失 した感 が な くもない が,そ の 利害 得 失 を早 急 に検討 し,加 盟 を是 とす る

場 合 には,我 が 国 固有 の問 題 を解 決 の上,で き る限 り早い 時期 に ネ ッ トワーク

接 続 が 可能 とな る よ う,努 力 しなげ れ ば な らな い 。・

そ こで,私 見 なが ら,.我 が 国の 参 加が もた らす,効 果,問 題 点,そ の 他 検 討

を要 す る事 項 に言 及す る。

(1)・参 加 に よる効 果

SW工FITネ ッ トワ ークの 利用 効 果 と して 一般 には, .

。 国際通 信 の 迅速 ・・正確 化

。 通 信 コス トの 低下

の直接効果 のほか

。 業務 の標準化の促 進

。 事後の照合事務 の合理化

等の副次効果が挙げ られてい るb日 本 の場合 を考えてみる と・

①昨今,日 本の銀行におけ る国際業務の シエァ増大 に鑑 み,上 記の効果に対
、

する期待 は,我 が国の場 合 とて 共 通 である。ちなみに,最 近 における我が

国都市銀行の国際通信量増加率は年当 り50%内 外 に達 してい る。

② こどに,国 際金融の 中心地 であるニュー ヨーク,ロ ン ドン等か ら遠 く離れ,

時差障壁に悩まされ る日本 の場合,通 信 の迅速化は,国 際相場,金 融情報 の

「後進性」か らの脱却 を意味 し,計 り知れ ない魅力を感 じる。具体的には,

我が国都市銀 行の国際通信件数の約8割 は業務通信 であるが,件 数 において

2割 に過 ぎない情報連 絡通信 が,文 字数 においては過半 を 占めてお り,迅 速

な情報 に対す るニーズの大 きさを物 語ってい る。

③事務手続 を含 めた,国 際業務,外 国為替業務の合理化面で も成果が期待 さ

れる。

.日本の銀行では,預 金の オン ライン ・システ ム,或 いは,全 銀デー タ通信 シ

ステムに代表 される事務機械化 が高度に進 展 してい るが,国 内業務の華 々 し
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い機械化に比べ,国 際業務 の機械化,合 理化に関 しては,今 後の課題 となっ

ているのが現状 である。'、

これは,各 国銀行 と取交 わす書類の多様性 とその事後照合事務 がい かな りの

タイムラグの後,実 施 され ることな どが大 きな要因ど1な1つてお リヂ国際間で

の事務の標準化ぶ通信の迅速 化の果す効果は見逃がせ ない。

④SWIFTの 協同運営 に参 加す ること自体意義深い。'欧米有力金融機関 と

邦銀 との同業意識 の醸 成 に より,各 国か らもた らされ る国際金融業務 に関す

る情報,経 験,知 識 は,我 が 国の国際化 に資す る ところ大 と思われ る。

② 問題点

① システム使用料金

swtFT加 盟 に際 しての 出資金,な らび に,シ ステム使用料金は,詳 かで

ない。後者 の場 合,具 体的 な料金体系は未 だ決定 されていない模様 であるが,

日本の場合,最 も遠距離であ るが故に,割 高 となることが懸念され る。

② ネ ットワーク利用率,
エち

我が国の場合,SW工FTに 未 加入の,東 南 アジア・南米・ オース トラ リア

.との通信量が比較的 多 く,他 国に比べ,ネ ッ トワーク利用率は相対的に低い

もの と思われ る。

従って,将 来を含 めての採算 を慎重に検討す る必要が あ ろ う。

③ 加盟承認の問題

SW工FT定 款 の第8条 に ある ように,既 加盟銀行 と同種の業務 を営 み,か

つ,国 際金融 メ ッセ ージの送受信 を行な うもの と理事会が認 めた組織は,S

WIFTに 加盟す ることが認 め られ る。従 って,時 期 の問題は別 として,日

本 の場合 も,申 請を提出す れば加盟承認は得 られ る もの と推測 され る。

以上,述 べた ような,参 加の是非 を決定す る以上に必要な調査検討 について

は,個 々の外 国為替銀行単位 での検討 よりも,む しろ全国銀行協会 な ど,各 行

共通の場 にお ける問題 の提起及び専門組織 の設置 に よる推進が急務 と思われる。
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SW工FTの 組織 自体・個 々の銀行 の集合体 とい う よりも
,む しろ 「参加国家」

の集合体 としての色彩 が濃厚 である点か らも,我 が 国の外国為替銀行共通 の プ

ロジェク トとして,認 識 されなげれば な らない
。

我 々の ささやか な主張 が,我 が国国際通信業務の機械化,合 理化 の方向 を探

る上 で・多少な りとも示唆 とな り,ひ いては 国際金融業務の発展 に資す ること

が できれば幸甚 である。

〔付 帯 資料〕

1.SWIFTの 定款

2.SW工FTの 一 般 規 約

■
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付 帯 書 類1

S.W.工.Fl;,T.の 定 款

`

●

¶

D

名称,本 部 所 在地,目 的,存 続 期 間

第 ・1条 協 会 の名称 は"Socie七yforWqrユdwide工n七erbank

Financia■,T'e■ecommunication"と 称 す る。 協 会は,略 称 と

して"S.W.1.・F.T"を 使 用 す る。 、 ・

(注1)'第2条 協 会 の本 部 は
,7Arenbergstraat,1000-Brusse].s,

Beユgi㎜ に置 く。

理 事 会 の 決定 に よ り,協 会 本 部 をベ ル ギ ー国内の 他 の場 所 に置 く

ことが で ぎる。 ま た,理 事 会の 決 定 に よ り協 会は ベ ル ギ ー国 内 ま た

は,他 の国1内 に支 部 また は,出 張 所 を置 くことが で き る。

第5条 協 会 はジ 協 会加盟 者 の共 同 利 益の た め ご協 会加 盟行 間 の私 的 な機

密性 の ある或 は,当 事者 間 固 有 の国 際金 融 業務 に係 る メ ッセ ー ジの

テ レコ ミ ュニ ケー シ ョン,伝 達,移 送 に必 要 な手 段 の 研 究,開 発

利 用,運 用 を 目的 とす る。 協 会 は この 目的 に必 要 又 は 有 用であ り,

目的 の達 成 を促 進す る諸 方策 を講 ず る。

更 に協 会 は,上 述 の 目的 又 は,類 似 の 目的の 範 囲 内 で活 動 を行 う

て い る協 会又 は,会 社 と提 携 又 は,共 同 事 業関 係 に入 る こ と又 は,

利 益 を共 にす る様 な 活動 に参 加す る こと又 は,相 互 に協 力す る こ と

が で きる 。 保証 行 為 に よる も これ を妨げ 方 い。

第:4条 協 会 の存続 期 間 は第55条 に従 う総 会の 決定 に基 づ く期 間 満 了前

o

(注1)原 文では,IRθgisteredOfficθ(登 記上の事務所)以 下本部 と訳す。
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第5条

第 ・6t条

第7条

第8ge=

解 散 又 は,延 期 の場 合 を除 き,本 日よ り起 算 しi50年 間 と定 あ る。'

しか し乍 ら協会 は,存 続 期 間 を超 え る債務 を負 担 す る こ とが で き る。

出 資 金i及 び 株 式 一㌧

協会 の出資金 は会員 の加 盟又は,脱 退 に より変 化す る。協会の最

低出資金 は25・ooO・000ベ ノシギー フラン・最高 出資金は

125,000,000ベ ル ギーフランとす る。 出資金 は額面5,000

ベルギ ーフランの単位分担金(Share)に 分割 される。設立会員

は各 々,上 記会員名の対応個所 に記載 され て いる分担額 を引受け る。・

理事 会は,時 に応 じて会員 に同会員 の分担額 の うち未払分 の払込 を

要求 する ことを得,各 会員は同会員 の出資分担額 に応 じ要求 され た

金額を定 めた 日時,場 所 におい て協会 に支払 うこ とを要す る。

:1拙資分担額 に関 し,要 求された 金額が支払期 日ま でに支払われな

か った場合は,支 払銀行は 理事 会に より決定 された利率 に従 い,

支払期 日 より実 際 支払 日までの利息を支払 わね ばな らない。

会員 の名称及び 同会員 の出資分担額 は,協 会 の登記簿 に記載 され

協会本部 に備置さ れる。同登記簿 への記載は,協 会加盟の唯一つ の

証拠 と見倣 され る。 出資分担 額 の証明書 は一切発行 されない。

会 員 の 責 任

会員 の責任 は協会の出資 金 中,同 会 員の負担 額の払込責任に限定

され る。

加盟の承認及 び参加

いかなる組織体 も理事 会が会員 と同種 業務 を営み,国 際金融通信

に関与 す ると看 徹 した場 合は,。協会に加 盟で きる。

前項 に照 し,有 資格 では あるが
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自ら会員 とな るに支 障 がある組織体 は,同 組織体の株式 を保有 して

て る組織体又は,同 組織体 により株式 を保有 されて いる組織体 を協

会加盟行 と して申請 する ことができ古○本項 に基づ く会員の場合 は,

・有資格 組織体 のみ協会の施設便益 を利用する ζどができる。 しか し

乍 ら,両 組 織体が前 項の 下に有資格 である場合は,両 組 織共協 会の

施 設便益 を利用する ことができる 。加盟申請は,理 事会に対 し,文
9

書 でなされなけ ればな ら左い。加 盟承認は,下 記 に記載 す る会員 の

具備 条件 において,申 請行 が有資 格 であるか否か のみ∫に基づ き,理

事会の 過半数の賛成を必要 とする。

理 事 会はダ も し申請行 と同ぞ国 の既存会員がある場合 は,同 会員

に文書 で理事会め 決議 を直 ちに通知 する。 もし,申 請行 と同一 国の

会員の 出資比率 に基 づいた過半数 が理事会決定後50日 以内 に理事

会の 決議 に反対 である 旨,理 事 会に文書で通知 しなか った場合は,

理事会 の決議は最終決定 とな る,,申 請行 と同一掴 の会員の過半数 が

理事 会の決 議 に反対 である旨文書 で通知 した場合は,理 事会は同加

盟 申請 を総 会に付託す る。

申請が会員が存在 しない国か ら提 出された場合,理 事 会は理事の

過半数の賛成を以 って 申請行の加盟 を承認 する ことができる。

理事会が同 申請を否認 した場 合,理 事 会は同申請 を総会 に付託す

る。理 事会 は直 ちに,申 請行 とも し存在す る場合は,申 請行 と同一

国 の会員 に文書 で加盟認可 申請 に関す る最終決定を通知 す る。

第9条 理 事会は,出 資金 の割当及 び再 割当 を下記 の通 り実施す る。

(a)新 規加盟会員 には協 会 の施 設便益 の予想,利 用比率 に従 い当初

新 出資金を割当てる。

〆 理 事会は新加盟会員が加盟 を承 認されて後14日 以 内 に文書 に

て出資金の割当 てを通知する。

(b)協 会の出資金'ばヂ 協会dy各 会計年度毎 に,会 員の間 で再 割当さ

一159一



、

れ るゴ同再割当は,各 会員 の協会 施設便益の実際利用率 に従 い実

施 され,且 つ同再割 当には 〆前会 計年度末 までに協会 のネ ッ トワ

÷ク に参加 した すべ ての会員 が対象 となる。,ただ し,理 事会が特

定 の1又 はそれ以上 の会員 につ き再割当の対象 に含め る充 分 な埋
`

,由が ない と判断 した場 合 は,こ の限 りではな い。

第1回 の再 割当 は ・・ネ ッ トワー クが実 稼動 した 翌会 計年搾 に実

施 され る。但 し,理 事会がそ の必要性 を認 めない場 合は この限 り

では ない。理事会 は,各 会員 に年次総会 に先立っ,少 な くて も

50日 以前 に文書 にて当該会 員 の出資金の再割 当額 を通知す る。

/)(C)会 員 が第8条 第2項 で定義 される組織体である場 合は,同 会員

の出資金は同項の規定 に ょり協会施設便益を利 用 し得 る組 織体 の

予想乃至 は実際利 用率 に従 って割 当乃至は再割当され る。

(d)出 資金の再割当は,理 事会 によ り協会の登記簿 に記載され る。

(e)割 当乃至は再割 当 により租税支払 の必要が発生 した場 合は,租

税支 払債務の発生 地 の出資金を送 金又は受領 した会員 が これを負

担す る。'
(注2)

(f)い か なる会員 も]単 位以上の出資金を分担 しなければな らない。

第10条 会員は第9条 に基 づき,決 定 された出資分担金を放棄 又は引受 け

なけれ ばならない。 ・:

'理 事 会は
,協 会 の登記簿 に当該 出資金譲渡 に必要 な諸手続 きを,

会員 の名前 において会員のため に,実 施する全権 限を有す る。

第]1条 第9条 及び第10条 の規定 に基 づく株式の移転は,最 新決算期の

貸借対照表 に基 づき計算 され る出資金の評価額 に基 づき実 施され る。

この場合・準備金 あ るいは営業 権 その他 の無形資産 は算入 されな い。

・当該 評価 額 と名 目価 額 との差 額 が 名 目価 額 の10%又 は ,、そ れ以

・(注2) ・1難,= .5・0・0ベ ル ギ ー フ ラ ン(第5条 参 照)
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下 の場合 は,出 資金の移転 は,名 目価額 におい て実 施 され る。 出資

金 の移転 に関す る支払 は全て協 会を通 じて実施 きれ ねばな ら㌘ い。

第12一 条 第 .9条及 び第10条 に基づ;〈.出資金の譲渡及 び会員 が含まれる合

併又は・買収に基づぐ出資金の譲渡以外の出資金譲渡は全て無効と

・す る 。 ,'`

'会 員 権
の'喪 失

第t逐 条 理 事 会 の 判 断 に よ り～ 会員 が 協会 定款 に規 定 され た会員 権 の諸 条

件 の うち,い ずれ か の 条 件 を満 足 す るこ とを停 止 した場 合,或 は,

、一 会 員 が活 動 を放棄 乃 至 停 止 した 場 合,叉 は,破 産宣 告 を受 け た場 合

ζヌ は,債 権者 との 間 で協 定 乃至 和解 が成立 した場 合 ・ 又 は・ 再 建 以

,,外 の理 由で 清 算 した場 合,会 員権 を喪 失 す るq、

第14,条 ・こ1会 員行 は 当該 会 計年 度 の最 初 の5ケ 月以 内 に理 事 会 に 文 書 に て

通 知 すれ ば 協 会 を脱 退 す る こ とが でき る。 脱退 は 同 会 計年度 末 に発

効 す る。'`

第15条 ・ 会員 は,協 会 定 款 の違 反,協 会 に対 す る債 務 の不 履 行,協 会 に と

'
.っ て損 失 とな る過 怠 を理 由 と して除 名 され る こ とが あ る。 この 場 合,

一一理 事 会 は,一除 名 を決定 す るに至 っ た事 由を 当該 会 員 に文書 に て通 知

しなけ れ ば な ら左 い。除 名の決 定 は,総 会 にて 追認 さ れな け れ ば な

らな い。

第16条

第17条

第15,14及 び15条 にて規定 された会員は,協 会 より第11

条 にて規定された出資金評価額 を受領する。

脱退 乃至は除名 の際当該会員 は,協 会の解散 を要求する こと,又

は,協 会財産 の差押 え又は,封 印をなす ことはで きな い。

第18条

理 事 会

理 事 の定 員 は,11人 以 上,25入 以 下 と す る。 た だ し,万 一
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理事の人数が11人 以下 となった場合 も理事会は有効 に存続 す る。

第19条 一 儀年 次総会終了時 にi論いて,す べ ての理事は第20条f)に 該当す
ロ

已`る 場 合 を除 い て退 任 す る退 任 理事 の再 選 は これ を妨 げ ない
。

第20条V,理 事 は総 会 によ り下記 方法 に よ り選 出 され るe

(a)合 算 して少 な く とも払 込 演 出資 金 の1.5%を 保 有 す る 同一 国 の

会員 は,理 事 選挙 に お い て共 同 で総 会 に,1国 当 り1名 の理 事 を

推 薦 す る こ とが で きる。

(b)合 算 して,(alに 規定 する最低出資金比率 に達 しない同一国の会

員 は,

1.1国 又は,そ れ 以 上 の 他国 の 会 員 と合 算 し《a)に 規 定 す る最

、'`… ・低 出 資金 比 率 に達 す る場 合 は,そ れ 等 の会 員 と共 同 で理 事 選挙 、

に おい て理 事1名 を 総 会 に推薦 す る ことが で き る 。 又は,

デ2
.総 会 に よ り,既 に選 出 され た理事 に理 事 会 に おい て 自己 を代

表 す る旨要求 す る こ とが で亘 る 。

(c)し か し乍 ら,以 下 に列挙 す る各国 が 接続 す る コン セ ン トレ一 夕
1

}工 が 稼動 し始 め て後,2会 計年 度経 過 後 の期間 に対 しては,(a)及

び(b)は 当 該国 の会員 に対 しては 適 用 され な い。 当該 会 員 は,出 資

,比率 に拘 わ らず,理 事 選 挙 にお い て1国 につ き1名 の理 事 を総 会

に推 薦 す る権利 を有 す る。 ゾ

1.ベ ル ギ ー

デ ン マ ー ク ・

3.フ ラ ン ス ミ 、

4.西 ド イ ツ

5.'英 国

6.イ タ リ ー

Z

8

9

0

1

1

1

オ ラ ン ダ

ノ ル ウ ェー

ス ウ ェ ー デ ン

ス イ ス ニ

ア メ リ カ合 衆 国

(d)払 込演 出資 金 の6%以 上 を 有 す る国 は,理 事 選 挙 に お い て,更

;vaも う1名 推薦 す る こ とができ る。
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(e)以 上の 方法 に よ 躍 出さ れ た理 事の 数 力ζ25入 を 超 過 する 場

、 合,理 事 会 は,出 資 比 率 の大 き い国 又は,国 家 グル ー プに より推

・ 薦 さ れ た代表2・5名 に よ り構 成 ざ れる。 但 し,(C)が 適 用 され る限

り(c)に列挙 され た 国 に よ りな され た推 薦 が他 に優先 し効 力 を 有す

.る 。 出 資比率 が 同 一 の場 合 は;優 先権 は 必要 とあ らば 抽 選 に よ り

決定 され る。.,〉 一い'

(f)(a),(b),(c),(d)に 規 定 す る・.いか な る推薦 も年 次総 会 に先 立つ

少 な く とも14日 以 前 に理 事 会 に提 出され な けれ ば な らない。

この期 間 中に推 薦 が な され なか った場 合 で当 該国 又 は国 家 グ ル ー

プが本 規 定 に従 い引続 き理 事 推薦 を し得 る立場 に ある場 合は,現

理 事 の 再選 が提 案 さ れた と看 倣 され る。

(g)推 薦 さ れた理 事 が総 会 で 否決 され た場 合 は.5、0日 以 内 に特 別

総 会 が開催 さ れ る。 当該 期 間 中は,当 該 国又 は,当 該 国 家 グルー

プの 前理 事 が薪理 事 が 選 出 され るま で理 事職 に 留ま る。.

特別 総 会 に先立 つ少 な くとも・1;4日 以前 に当該 国 又 はr・当該 国

家 グルー プは 新理 事 を1名 推薦 す る。

(h)理 事 が退 任 した場 合r或 い は,、当 該理事 が代 表す る加 盟 行 の意

見 に よ り,当 該 理事 の 職 務 遂行 が困難 とな った場 合,又 は,当 該

理 事 が第21`条 及 び22条 の規 定 に よ り不適 格 となっ た場 合,理

事 会 は 次期総 会 ま で の残 余 期 間、,で 名 の理 事 を選 任 し,空 席 を 補

充 す る こ とがで き る。 当該 理 事は,退 任理 事 を推 薦 した と同 一 の

国 又は,国 家 グル ー プが 推薦 す る もの とす る。

第21条 理 事 は,会 員 の 従業 員,も し くは理 事 会 が会 員 の関 連 と認 める組

織 の従 業員 でなけ れ ば な ら ない。

第22条 理 事 は,総 会に おい て出 資金 の4分 の3以 上 の 本人 も し くは,一代

埋 入 の表 決 に よ り,解 任,も し くは停 職 され る。

総 会の 議長 は解 職 もし くは,停 職 され た理 事 に対 し,文 書 でそ の
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決定事 由を通 知する。

第25条 理 事会は世事 の中 より,埋 事長及 び副理事長 を互選 する。

第24条1理 事会は少 くとも,年4回 開催 されねばな らない。そのほか,5

人以上の理事が,文 書 で理事長 に要請 した場合 にも,開 催され ねば

な らな い。理事会は協会 本部,も しくは開催通知状 に記載iされたベ

ル ギー国内 もしくは,ベ ル ギ ー国外 の場所で開催され る。

理 事 に対 す る通知は,理 事会 開催 の少 くとも,14日 以上前 に文

書 で行 われる。但 い 緊急の場合は この限 りではな い。

第25条 理事 会 は,理 事 の5分 の2以 上が出席し,か つ,定 足数 の2分 の

1以 上 が本A出 席の場合成立 す る。理事会 に出席 できない理事は,

代埋入を選定す るこ とが でき る。 この場 合,代 埋 入を選定 した こと

及 び代理人の氏 名,身 分 を理事会開催前に理事長 に通知 しなけ れば

な らない。埋事は,連 続 して2回 ま でしか,代 理人を選定す る こと

はできない。

代理 人は同時 に,2名 以上 の理 事を代理 することは できない。

第26条 理 事会の決議 は,投 票 の多数 決 による,理 事 は各 々1票 を有 し,

賛否 同数 の場合 には,い か なる決議 もなされない。

第27条 理事会 は,・議事録に次の事 項を記録 する。'

理 事会 に よりなされた役員 の任命,理 事会及び専 門委員会 の出席

埋事及 び代理 人の氏名,総 会,理 事会,専 門委員会 の全決議及び,

.議事 進行記録 。

議 事録 は,理 事長及び理事会 において議事録 の作成を任命 された

理事1名 に ょり記録さ れ るbe事 会 が事務局長 を任命する場合,事 務

局長は総支配人 または理事 とな りえず ・かつ,投 票権 も有 しない 。

議事録写は理事会 の後,14日 以 内 に全珪事 に対 し送付 されねば

な らない。

第28条 理 事会 は,協 会規 則 の範 囲内か っ,総 会で承認された予算の範囲

内にお いては最 も広範囲 の実行管理権限 を有する。
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第29条

第50条

理 事 会 は,総 会 の決 議 を実 行 じ,会 員 及 び,第 三者 に対 し,当 協

会 を代 表 す る 。

理事 会は 次 に記 す るあ らゆ る種 類 の 契 約行 為 の当 事者 となれ る。

即 ち,示 談,仲 裁協 定,動 不 動 産 の購 入,売 却,交 換,貸 借,金 銭

の 貸借,協 会 又は 第 三者 の 為 にす る抵 当 権及 び根抵 当 権 の取 得 又は

設定,各 種 の権 利,特 権,金 銭 の支 払 が ない場 合 を も含 め て訴 訟 又

は 法律 上の手 続の 行 使又 は 放 棄,原 告 又 は被 告 としての 法律 行 為 。

理 事 会は,理 事 会 が適 当 と認 め る称 号,報 酬 で もっ て,職 員,専

門家 又 は,,代 理 人を 雇 用及 び解 雇 す る こ とが で きる。

理 事 会は,1名 の総支 配 人を任 命 す る ことが でき る 。但 し,総 支

配人 は,理 事 とはkb得 ず,又 理事 会 の事 務局 長 ζ もゾ なb得 ないb

理事 会 に付 与 さ れた 権 限 は制 限 を 受 け ない,

理事 会は,1名 も し くは複 数 の 理事,あ るい は,第5者 に 対 して

も,理 事会 が適 当 と認 め る条 件 の も とで,理 事会 の保 有 す る権 限 の

1部 を委 託,も し くは授与 す る こ とが で きる。

理事 会 は財 務,あ るい は,技 術 上 の 問題 を運営 管 理 す る専 門委 員

会 を設 け る こ とが で きる。

協 会 が,原 告,被 告 いず れ の場 合 に も,訴 訟 に際 しては,理 事 長

もし くは2名 の理 事 が,イ ニ シ アテ ィブを と る もの とす る。'

前 項 に拘 らず,協 会が 契 約 上 の 債務 を 負 うこ ととな る全 て の書 類

は,・理 事会 に よbそ の権 限 を付 与 され た2名 以 上の 老 に よ.り調 印 さ

れ る。

日常 の 業務 通 信 の 出状 は,1名 の理事 もし くは,理 事 会 に よ りそ

れ に関 し権 限 を付 与 され た1名,も し くは 複数 名 の署 名 を必要 とす

る。',・ ㌧ ・ ・'・

第5者 に 対 して,理 事 会の 権 限付 与 の 証 明書,あ るい は理 事 会 の

決 議 書 を与 え ては な ら ない。
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監 査'人

、

第31条 総 会は,'k名 も し'くは複 数 名の 監査 人 を総 会の 適 当 と認 め る条 件

の も とで任 命 す る こ とが で き る。.

監査 人 の協 会 の 活 動 に 関す る検 査 権 限 は何 ら制 限 を受 け ない 。 当

協 会の 全 て の記 録 を 検査 す る こ とが で きる。

総 会

第 ろ2条

第35条

第54条

第55条

当 協会の 年 次総 会 は,当 協 会 の本 部,も しぐは 開催 通 知状 に記 さ

・れ たベ ル ギ ー国 内
,ま たは 国外 の地 にk・Lnて,4月1日 に開 催 され

る。

4月1日 が 土 曜 も し くは 日曜 あ るいは 公休 日の 場 合は,こ れ に っ

つ く第コ 営業 日に 開催 され る。.

特 別 総会 は5人 以 上の 理事 あ るい は 出 資総額 が 合算5分 の1以 上

の 会 員の要求 に よb,ま たは 第20条(9)の 理 事 候 補 否 決 の場 合

に開催 され る 。・

少 くと も50日 前 に文 書 に よ り,会 議 の場 所,日 時 及 び,会 議 の

要 件 が通 知 さ れ ね ば な ら ない。

会 員5名 以 上,あ るい は1名 以 上 の理 事の要 求 に よ り,1あ る い

は複 数 の議題 が 理 事 会 か ら総 会 の 議 題 に追加 され得 る もの とす る。

ζの よ うな要 求 は少 くと も会 議 開 催 日の5週 間 前 に文 書 で な され ね

ば な らない 。

鍵 会は,上 記を全会 員に齢 醜 知する もの とす る。

総 会 は,少 くとも50%以 上 の 出 資総額 を有す る会 員 が,本 人 又

は 代 理 人 出席 す る場合 成 立 す る もの とす る。 この 定 足 数 に達 し ない

場 合 ・・第2回 目の 総 会は 少 くと も50日 前 に,一会 員へ 事 前通 知 され

た 上 可 及的 速 や か に開催 され る もの とす る。 この場 合,・総 会 成 立 の:
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要 件 と しての 定 足数 は必 要 とさ れ ない 。

全 出 席会 員 あ るい は委 任状 出 席者 は,保 有 す る出 資金1単 位 あた

,り1票 を有 し,決 議 は 当協 会 規 則 に別段 の定 めの ない 限 り,賛 成 票

・の 多数決 に よりな され る。 但 し,あ る]国 の 会員 が合 算 して出 資 総

額 の5分 の1以 上 を保 有,も し くは 委 任状 に よ り代理 出席 して い る

場 合,投 票 権 は 会員 各 々の 出 資 金比 率 に応 じて,合 算 して5分 の ↑
ビラ

に なる よ うに減 ぜ られ る。 投 票権 の端 数 は切 捨 て られ る。

協 会 規 則 の改 訂,、当協 会 の解 散,存 続期 限 の延長,あ るい は 他 の

団 体 との 合 併 に関す る決議 は総 会 に おい て4分 の,5以 上 の 出資金 総

額 を 有す る会 員 が本 人 又 は代 理人 出席す る ζ とを 必要 とす る。

上記 決 議 の 成立 に は 出席 者 の4分 の ろ以 上の 賛成 投 票 数 を必 要 と

され る。1

但 し,当 協会 の主 要 目的及 び,第7条 に規 定 され た会 員 の 義務 は

改 訂 で きない 。

この 総 会 の 定 足数 が 不 足 す る.場合,第2回 目の 総会 は加 盟 行 に対

し,=書 留便 に よb少 てと も50日 前に事 前通 知 の上,可 及 的 速 や か

に 開催 され ね ば な らない 。 第2回 目の 総会 に おい ては,.出 席 者 の

4分 の3以 上の 賛 成 投 票 で もって決議 され,定 足数 の 制限 は ない。

協 会規 則 の改 訂 提 案 の 場 合 は,会 員 に対 す る総会 通 知 に おい て,

そ の 旨細 目を記載 され ね ばな らな いσ,

第56条 会 員 は 自 己が適 当 とみ なす 人物 を,総 会vak・ け る代理 人 と して,

選 定す る こ とが で き る。

この代 理 人 は,自 己 が代 理 す る会員 のた め に全 権 限 を行 使 で き る

もの とす る。

第57条

第58条

理 事長 も し く,は理 事長 不在 の 場 合は 副理 事 長 が総 会 の議 長 とな る。

総 会議 長 は,1名 の事 務 局 長 と2名 の選 挙 管理 人 を任 命 す る。

総 会議 事 録は,議 長 と事 務 局 長 に より作 成 され る。 議 事録 写 は,
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当総 会 の後14日 以 内 に加 盟行 に送 付 され る もの とす る。

決 算 書 と 剰 余 金

第59条 協 会の 会計 年度 は,12月16日 に 始 ま り翌年12月15日 に終

わ る もの とす る。 第1会 計 年 度 は;本 日 よb1'974年12月15

日迄 の 期 間 とす る。

パ 理 事 会 は 各財 政年度 終 了 時 点 で ,貸 借 対照 表 及 び損 益 計 算書 を作

成するbこ れ らの 書 類ぱ,'協 会 め現 況 に関す る理 事会 の報 告書 及 び

・準備 金繰 入 に関 す る理 事 会 原案 と と もに
,会 計 年 度終 了後45日 以

内に 監査 人に送 付 しなけ れ ば な らない 。

前項 に記 ぎれ た書類 は第27条 第2項 に 記 さ れ た各 人が署 名 し,

そ の謄 本 は 監査 証 明書 及 び年 次 予 算案 とと もに,年 次 総会 の 少 くと

も ろ0日 以E前 に会 員に送 付 す る もの とす る。 、

第40条 年 次総 会 に おい て,前 年 度 の貸借 対 照 表 と損益 計 算書 と ともに,

当該 総会 に 主.り次 回年 次総 会 開催 日迄 の 予算 を承 認 す る。

理 事 と監査 人の 解職 には 総 会の特 別 決 議 を要 す る。

第41条 剰 余 金 の が ら,・少 くと も5%を 出資 金総 額 の10%に 達 す る まで

法 定 準 備 金 に繰 り入 れ る もの とす る 。

剰 余 金残 額 の処 分 に 関 して は,理 事 会 の 原案 を考 慮 の うえ総 会 で

決定 す る もの とす る。

解 散

第 ・42条 当協 会 の 解 散 の場 合 は,総 会 は清 算 の 方 式 を定 め 清算 人 を任 命 し,

その権 限 と報 酬 を定 め る。

協 会の 負 債 と経 費を 決 済 した後,残 った 剰余 残 高 は 出資 金 比率 に'

応 じて会 員 間 で 分 配 され:6i'。○"
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禽

第45条

第44条

一 般 的 な 規 則

当 規 則 に 定 め の な い 全 て の 事 項 は会 社 法(Consoユidated

Ac七sonCo㎜ercialCorpora七iOn)に よ り定 め ら れ る。

任 命

当初の理事会の理事及 び監査 人と して次の者が選出され た。

理 事

監 査 人

年 月 日 に於 い て承 認 す る。'

、

銀 行 名

代表者署名

♂

-

じ
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付 帯 書 類2

S.W.1.F.T.の 一 般 規 約

定 義

第 ・1・.条 本 一 般 的規 約 に澄 ける 用語の 定 義 は 次の とお りとす る.

1)協 会 ブ ラッセル に設立 され た協 同組合

.、SocietyfOrWOrユdwidθ 工nterbank

FinanCiaユTeユeCOnm?.UniCatiOn、 ・

、2)総 会 ・協 会 の総 会

5)理 事 会 協 会 の 理事 会 ,

,4)会 員 協会 の 出資者 及 び定款 制 定 後 定款 に 従 い協 定に参

加 した 出資者1.、

5)定 款 協定 の定款

6)国 際 金融 通信 直 接国 際 銀行 業 務 に 関係 す る

会 員間 通 信

会 員 の 債 務

第2、 条 会員 は,協 会 が協 同 組 合 と して会 員 に対 し,積 極 的 に協 会の 便益

を利 肌 ・ そ れ に寄 与 す る こ とを求 め る もの で1あ:ることに 同意 す る・

更 に,会 員 全 体 に対 し最 大の 利 益 が もた ら され るた め に,協 会 が

・ 必要 な だけ充 分 に拡 大 され,会 員 に よ り稼 動状 況 を常 に監 視 され定

期 的 に再 調 査 され る こと を確 認 す る義 務 を会 員 が持 つ亡 と も同意 す

る。

一口1一



新 会 員

第 ろ 条 理事会は,加 盟候補銀行 に対 し,定 款 に従い加盟許可が下 りるに
ど

先立 ち,協 会 の 一一般 規 約 を受 諾す る ことを要 求 す る。

但 し,こ の 受諾 を も って正 式加 盟承 認以 前 に加 盟候 補銀 行 に何 ら

の 権利 を授与 す る もの で は ない。

会 員の 要 求 に よ り,定 款 第8条 第1項 の 条 件 を満 足 す る組 織 体 で
'

は,当 該 会 員 が 少 く と も90%の 株式 を保 有 してい る場 合 は 協会の

サ ー ビス を利 用 す る こ とを認 め られ る 。

この組織 体 の 協会 サ ー ビス の利 用 予想 乃 至 実 際利 用量 は 当該 会 員

の協 会 サ ー ビス の 予想 乃 至実 際利 用 量 と看 倣 され る。

当 該 会員 の 要 請 に より この組 織 体 は協 会加 盟を 考 慮 され る こ とが

あ る。 」

本 条項 は更 に会 員 の 間接 的 な関連 業務 の組 織 体 に 対 して も,次 の

場合 には適 用 され る。 即 ち,当 該 組 織 体 が会 員 と同一 国 にあ り,会

員が100%所 有 す る組 織 体 であ っ て,且 つ 定款 第8章 第1項 に該

当す る場 合 で あ る。 ぺ

も

δ

.
`
ゲ

第4条

非 営 利 原 則

会 員は,協 会 を非 営 利 原 則 に基 づ き運 営 す る もの とす る。 従 っ て

協 会の 会 計年 度 末 に剰 余 金 が発 生 した場 合会 員 は,出 資金 総額 の

10%に 至 る ま で剰 余 金残 高の 少 く と も5%を 法 定 準備 金 に組入 れ

る もの とす る 。='

剰 余 金 の残 高 は理 事 会原 案 を考慮 の うえ,総 会 の 決定 に従 い 処理

され る。 一 ・ ∴ ・'
・～

方
θ

■
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、鷺

怜

、

、
寅

財,、 務'

第5条 総会に拾いて決 定された予算の範囲内において理事会の判断 に よ

り,出 資 金を超過 して協会が必要 とす る金額 まで会員は協会 に貸金

を許容 し,あ るいは協会に貸金が許容され るよう援助す る ことを要

す る。'

当該貸 金は,理 事会に より指定 された通 貨でなされ る。

各 会員は,貸 金が許容 され る場合,保 有出資金の比率に応 じて貸

金に 参 加 ず る こど を要 す る。 ・t.t「 ・.'

貸 金 は,毎 会 計 年度 末に 拾 い て理 事 会 にお い て決 定 さ れた ベ ル ギ

t－中央 銀 行 金利 の最 低5%を 越 え る金 利 を付 利 さ れ る,

"当 該 貸 金及 び利 息 は 理事 会 の オ プ シ ョンに よ?通 信料 債権 との 相

殺 又 は,現 金 にて返 済 乃 至 は 支払'われ る。 こ

'.脱 退 を含 め加 盟権 喪失 の 場 合は,当 該 会 員の 所有 出資 金額 及 び 当

該 会員 に より協 会宛 許 容 され た 貸 金の未 返 済残 高 及 び 同利 息 は協 会

の 財務 状 況に 照 し,理 事会 が 決 定 した時期 に協 会に よ り支 払 われ る。

ただ し,協 会 は脱 退後1年 以 内に 出資金の 返済 をす る よ う努 力す

る。 ≡

加 盟 料

第6条 協 会 に 加盟 す る ご とを 申請 す る会員 は5,200米 ドル を 加 盟料 と
ハ

して支 払 う。

協会設立後の加盟料は理事会 に より決定される。

第7条

サ ー ビス に対 す る支 払

協 会 の システ ムが稼 動 しは じめ る時,会 員は協 会 の サ ー ビスの 使

用量 に応 じ,理 事 会 が決 定 した料 率表 に基 づ き算 出さ れ た金 額 を四

一1'7i3一

＼

、



」

ノ

噸
ー

ノ

、

半 期毎 に協会に前払す る。

料率表は会計年度末に理事会 により年 次総会の承認を得 る よう準

備 され る。 .㌧ ∵ ㌧

会員は,年 次総会に先立つ50日 前 に文書 で料率表案 を通知 され

る。

不足残高は・理事会の要求 に より直 ちに支払わなけれ ばならない。

剰余 金は次期 に繰越 され る。 ・

前払 金に関 しては協会は利息 支払の義務 を負わない。

協会は会員に対 し協会サー ビスの実際使 用量に応じ四半 期毎に使

用料 を課す。

会員め支 店,協 会定款第8条 第2項 に定義 される組織体,又 は同

一設規 約第3条 に定 義され る組織体 に提供 された便益 に対 し
,協 会

は関連 する会員に対 し使用料 を請 求す る。

協会 よりの請 求お よび協会に対す るすぺての支払は ベル ギーフラ
'

ンで なされ な'けれ ば な らない 。

責 任

第8条 通 信 の 伝送 に関 し,協 会 は通 信 の 当 事 者 の危 険 負 担 にお い て信 頼

す べ き第 三者 を利 用す る権 限 を有 す る。

協 会 は技術 的 事 由,或 は,不 可抗 力 事 由 に よ り発 生 した通 信 の不

達 遅延 を原因 とす るい か な る損害 に対 して も責 任 を 負 わ ない 。

不 可 抗 力 条項 に は,郵 政 省 を含 む当 局 の 制 定 す る法 令 ,ス トライキ,

,産 業 界 の争 議 ・政 治 的 騒 動,天 災,火 災,戦 争,疾 病,そ の 他協 会

が業 務 活 動を 遂行 し よ うとす る こ とを妨 げ る一切 の 事 象 を含 む
。

更 に協 会 は正 当 に 権 限 を与 え られ た 者 以外 の発 信 に より発 生 した

損 害 に対 して責 任 を 負 わ ない。

た だ し損 害 を蒙 っ た者 が協 会 が その 通 信 を有効 な もの と見 る こ と

r-174一
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、

第'9'条

第10条

第 ↑1条

第12条

が 合理 的 で は な い こ とを立 証 した場合 は この限 り でない 。

理 事 の 推 薦

'1国 又は グノk-一一プ国 に よる理事 の 推薦 は所 属 会員 の 有 す る出資 金

の 比 率に基 礎 を置 く。 た だ し,1国 又は グ ル ー プ国の 会 員が 別途 同

意 し,理 事 会 に通 知 した 場合 は この限 りで は ない 。

≡ 三五
ロ ロロ

定款 は,ベ ル ギ ー法 で要求 さ れ て い る通 りめ オ ランダ語,フ ラン

ス語 で作 成 され る 。 ,、.,い 一,、

た だ し,会 員 と協 会 聞 及 び会 員 間 で英 文 に よる定款 及 び一般 規 約

が 定款 及 び一 般規 約 解釈 上,最 終 的 な もの で あ る ことに会 員 は 同意

す る。

これ は,協 会 の通 常 の業 務]二他 の 言語 を使 用す る こ とを何 ら禁 止

す る もの で は ない。 … 、.,

理 事 の 報 酬

協会 は理事に報酬 を支払わ ない。但 し,協 会 は理事会,理 事の委

員会,総 会,等 に出席 し帰 社 した場合及び協会の業務 に関 した場合

に発生 した適正 な旅費 ・宿 泊費 その他の費 用をすべて負担 す る。

適 用 法 規 及 び 仲 裁

協会 と各会員 との関係は+べ て,ベ ルギー法 に より支配 される。

本一般規約 に関す る紛争が友党 的解決 を見なかった場合 には国 際

商工会議所の規 則に従い任 命された1名 文は,そ れ以上 の仲裁者 に

より,同 会議所 の調停 又は仲裁 の規 則に従い最終的に解決 され る。

一 ;-175一
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第15、 条

第14条

改'訂

_般 規約の改訂 に関ず る決議は少 な くとも出資金総額 の4分 の3

を代 表す る本 人 又は ジ代理 人の 出席 す る総 会 に 拾い て の み採 択 され

!る。 当該決 議 は 実際 投 票数 の少 な くとも4分 の ろの賛 成 を得 て採 択

され る。

万 一,総 会 の定足 数 が不足の場合は,第 二 回 総 会 が少 な くと も30

日以 内に会 員 に通知 され,可 及 的 速 か に招 集 され る。

》第 二 回総 会は ,定 足数 に関係 な く,た だ実 際 投 票 数 の少 な く と も

4分 の3の 賛 成 を以 っ て決議 を採 択 す る こ とが で きる。

一 般規 約 の い か な る改 訂 提案 も総 会 の議 事録 に全 文収 録 され る。

理 事 会 は総 会後14日 以内 に いか な る改 訂 に関 して も文書 に よ

り,会 員 に通 知 され る。

.い か なる改 訂 もす べ ての 会員 を拘 束す る。:,、'

理 事 会は一 般 規 約の 履行 を監 視 す る。

ト
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